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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ







　いつのまにかスーパーマーケットの外は雨が降っていた。

　入り口の前でポニーテールの少女がため息をつきながら立っている。小学校の高学年か中学生という年とし頃ごろで、細い両腕に白いビニールの買い物袋ぶくろをぶら提さげている。もちろん傘かさは持ってきていなかった。雨はかなりの大おお粒つぶで、当分止やみそうもない。走って帰ればびしょ濡ぬれになる。買い物袋の中にも水が入ってしまいそうだった。

（……どうしよう）

　ここから歩いて五分ほどのアパートに父親と二人で住んでいる。この町へ引っ越してきたのはつい最近で、父親の仕事はまだ見つかっていない。だから今日も家にいるはずだ。

（お父とうさんに来てもらおうかなぁ）

　父親は外に出たがらないし、人と付き合おうとしない。仕事がなければ一日中部へ屋やの中でじっとしている。そういう性格を誰よりも彼女はよく知っていた。

　彼女はスカートのポケットから苦労して携帯を取り出す。一応頼たのんでみて、ダメだと言われたらこのまま走って──。

「……やめよう」

　彼女は携帯を元通りにしまった。無む理りに頼めば来てくれるかもしれないが、出来る限りそっとしておきたかった。

「走ろう。うん、走れる走れる」

　と、小声で自分に言い聞かせる。帰ったらすぐに風ふ呂ろに入ればいい。とにかくなるべく早く家に着かなければ。

　少女は顎あごを引いて、勢いをつけて雨の中に飛びこもうとした。

「ちょうど良かった」

　雨の中の向こうから耳みみ慣なれた声が聞こえてきた。顔を上げると太った男が傘かさを差して立っている。無ぶ精しようひげを生はやした丸まる顔がおには微笑が浮かんでいた。

「迎えに来たよ」

　少女の父親は傘を差し出しながら言った。




「ありがとう。助かっちゃった」

　前を歩く父に向かって少女は言った。父は買い物袋ぶくろの重い方を片手に提さげて、もう片手に傘を持っている。

「目が覚めたらお前がいなかったからな……買い物に行ったんだろうと思って」

　前を向いたまま父親は答えた。

　少しずつ雨はひどくなってきていた。頰ほおに当たる風が生なまぬるい。八月も半なかばを過ぎているので、台風が近づいているのかもしれないが、詳しいことはよく分からない。しばらく天気予報を見ていなかった。テレビはどこかの町に置いてきてしまったきり、買い直していないからだ。

　ここ数年、彼女たちは引っ越しを繰り返す生活を続けていた。

　突然、父が足を止めて周囲を見回した。顔からは血の気が引いている。

「お父とうさん？」

「今、誰かの声が聞こえなかったか？」

　彼女は傘を持ち替えて父の手を握った。自分よりもずっと大きな手が小こ刻きざみに震えている。

「なんにも聞こえなかったよ」

「いや、確かに聞こえた……テリオンの声だ」

「大丈夫。だって誰もいないもん」

　なるべく安心させるように話しかけながら、彼女も周囲に視線を走らせる。二人が立っているのは住宅地の一本道みちだった。前にも後ろにも人ひと影かげはない。

「……声じゃなくて、きっとあの音だよ」

　彼女は電信柱ばしらに貼はられているポスターを指さした。半分はがれかけてバタバタと風にたなびいている。父親はうつろな目でのろのろと彼女の指先を追った。

「でも、今のは……」

「風の音だってば。ね？　だから……」

　少女は口をつぐんだ。ポスターには空から見下ろした東京の写真が印刷されている。一ひと目めでどこか分かるのは、市街地の中心にくりぬかれたような円形の空白があるからだ。そこには建物も道路もまったくない。写真のすぐ下にはくっきりとした赤い文字がある。




　再び「災さい厄やく」を起こさないためにも────

　テリオンに関する情報をお持ちの方は、すぐにご連絡ください。




　どこへ行っても見かける安全対策庁ちようのポスターだった。この「災厄」の土地は新しん宿じゆくという大きな繁はん華か街がいだったらしい。テリオンと呼ばれる人間ではない怪かい物ぶつが、八年前に新宿を文字通り消してしまった。怪物たちは「クランテリオン」という組織を作り、今この瞬しゆん間かんにも人間の社会を脅おびやかし続けている──どんな子供でも誰でも知っていることだった。

「ここにも、テリオンが来るかもしれないな」

　ぽつりと父はつぶやいた。少女は慌あわてて首を振る。

「そんなことないよ。ここは『安全地帯ブルー』なんでしょ？　お父とうさんがここに引っ越そうって決めたんじゃない」

　つい責めるような言い方になってしまった。今年に入ってからもう三度引ひっ越こしている。

「そうだったな。でも、間違っていたかもしれない」

　父親の手にぎゅっと力がこもる。握り返したというより、自分にすがりついているような気がした。

「父さんは死ぬのが怖いんだ……お前を一人にしたくないよ」

　雨音に怯おびえるように大きな背中を丸めてつぶやいた。彼女は仕方なくその背中をゆっくりと撫なでた。多分、無む理りをして迎えに来てくれたのだろう。一度不ふ安あんにかられると、父は子供のように自分の感情を吐き出してしまう。本当にどちらが親なのか分からない。

　父のような人間は決して少なくない。テリオンが絶対に現れない「安全地帯」を求めて、発ほつ作さのように引っ越しを繰り返す。もちろん、どこにもそんな土地はなかった。

　当てもなくテリオンから逃げ回る人々は、いつの頃からか「マウス」と呼ばれるようになった。彼女も行く先々の学校で「マウスの子供」と笑われる。猫に怯えて物もの陰かげから物陰へ走っていく鼠マウスのようだからだろう。

（お母かあさんが生きてる頃は、こうじゃなかったのに）

　むしろ父はほとんど家にいない人だった。仕事の都つ合ごうで何日も家を空あけることが多く、あまり一緒に過ごした記き憶おくがなかった。

　どうしてお父とうさんは帰ってこないの、と母親に尋たずねたことがある。

「お父さんはわたしたちを守るためにがんばっているの」

　それが母親の答えだった。なにから自分たちを守っているのかを説明された気もするが、幼い彼女には難しい話だったので憶おぼえていない。ただ、最後に彼女の目を見ながらはっきりと母は言った。

「……とにかく、お父さんはとても立りつ派ぱな人よ」

　母は三年前に病気で亡くなった。その頃から父は変わってしまった──仕事先さきでなにかがあったのかもしれない。どこに勤めていたのかもよく知らないが、急に退たい職しよくして今のような生活に入った。

（あんまり立派な人に見えないよ、お母かあさん）

　父の頭上に傘かさを掲げながら、彼女は心の中でつぶやいた。普通サイズの傘は父の太った体を隠かくし切れず、ズボンの尻しりのあたりが濡ぬれ始めている。正直言いってみっともなかった。

（あの人が来てからますますヘンだなぁ）

　何日か前、珍しく父に来客があった。驚いたのはその客が修しゆう道どう服ふくを着たシスターだったことだ。少し吊つり目のきれいな人だったが、シスターにしては少し変わっていて、父と小声で話している間ずっとタバコを手放さなかった。

　怪あやしげなシスターが帰った後、色々質しつ問もんしたが父はほとんど答えてくれなかった。昔の知り合いがちょっと立ち寄っただけ、という一言で片付けてしまったが、深しん刻こくな話をしていたのだと思う。それ以来父はあまり夜も眠っていないようだった。

「あのね、お父さん」

　彼女は真ま面じ目めな顔で言った。父が顔を上げる。目の端はしに涙がたまっているのを見て、さすがに少しげんなりした。それでも親が頼りなければ子供がしっかりするしかない。

「お父さんが引っ越したかったら、引っ越してもいいよ」

　テリオンなんか来ないと思うけど、と心の中で付け加える。彼女は今まで一度もテリオンに出会ったことはない。テリオンがどうやって襲おそう人間を決めているのかは分からないが、自分たちなど眼がん中ちゆうにないだろうと思う。「マウス」のほとんどはテリオンを自分の目で見たこともない人間だ。ただ形のないものに怯おびえているだけだった。

「……いいのか？　また他の土地へ行っても」

「別にいいよ。この町にもどうせ来たばっかりで、友達だっているわけじゃないし」

　出来るだけ大人おとなっぽい口く調ちようで彼女は言った。

（お父さんは悪い人じゃない……ちょっと心が弱いだけなんだ）

　すっかりずぶ濡れになった買い物袋ぶくろを彼女は持ち直した。

「とにかく、うちに帰ろう？　ほら立って」

　少女は父親の太い腕を引っ張った。父はうなずきながら立ち上がろうとして──突然動うごきを止めた。中ちゆう腰ごしのままなにかを凝ぎよう視ししている。彼女も父の視線を追った。

　二人から十歩も離れていないアスファルトの上に、いつのまにか誰かが立っていた。小こ柄がらな体をフードのついた黒いマントで覆おおい、顔も黒い仮か面めんで隠かくしている。まるで影が立ち上がったようだった。

（どうして……）

　彼女の背せ筋すじがこわばった。ついさっきまで坂道には自分たちしかいなかった。もし誰かが近づいてくれば気が付いたはずだ。

「やっと見つけたわ。久しぶりね」

　意い外がいにも若い女の声だった。どうやら父を知っている人らしい。父は目と口を大きく開けたままぴくりとも動かない。少女は戸と惑まどって二人を代わる代わる見た。

「この人は？」

　父の耳元に小さな声で囁ささやく。

「人？」

　少女の言葉をマントの女が聞きとがめた。なぜか仮面の奥で笑えみを浮かべているのが分かった。マントの合わせ目から女の両手が見える。黒い刃やいばのついた金属製せいの籠こ手てを装そう着ちやくしている。両手から一本ずつ長い爪つめを伸ばしているようだった。

　それが武器だと気付くまでしばらく時間がかかった。

「わたし、人間じゃないわよ。ほら」

　さらに彼女はマントをまくって自分の両腕を晒さらした。彼女の素す肌はだはふさふさした金色の毛で覆おおわれている。まるで獣けもののようだった。黒い武器を持つ異い形ぎようの者。それは──。

（テリオンだ）

　一いつ瞬しゆん、彼女の頭の中が真っ白になる。まさか自分たちの前にテリオンが現れるとは想像もしていなかった。さっき、父がテリオンの声を聞いたと言ったのは本当だったのだ。急いでアパートに帰ればよかった。今までのことがあるからつい聞き流してしまった──。

「あ……」

　彼女ははっとした。父の不安が的てき中ちゆうしたのは果たして今日が初めてなのだろうか。今まで引っ越しを繰り返していたのは、父がいもしないテリオンの影に怯おびえているからだと思いこんでいた。しかし、本当にテリオンは自分たちの近くにいたのだとしたら。父はただの「マウス」ではなく、本当にテリオンに命を狙われていたのだとしたら。

「さてと。一応口上を言わせてもらうわね。作法だから」

　テリオンはどこか上じよう機き嫌げんに言った。かちん、と音を立てて二つの黒い刃を仮面の前で交差させる。

「我が称しよう号ごうは『瞑めい目もくの星せい火か』……畏かしこくも我が主あるじグロスマン・Ｈ・スパイリオンの命めいを受け、貴き君くんの命を奪うべく推すい参さんした。互いの爪そう牙がにかけ、雌し雄ゆうを決することを求む。生者、死者、ともに一人」

　瞑めい目もくの星せい火か、と名乗った瞬しゆん間かん、父の口からひっと悲鳴が洩もれた。知っている名前のようだった。その後はテリオンが一気にまくし立てたせいで、少女にはほとんど聞き取れなかった──「命を奪う」というところ以外は。

「ああ、そこの娘、お前は関係ないわ。今すぐどこへでも消えなさい。わたしの相手はこの男だけだから」

　テリオンは少女に向かって言う。その言葉に彼女は我に返る。そして、庇かばうように父の前に立った。

「……お父とうさんをどうするの？」

　震える声で彼女は尋たずねた。

「殺すわよ。今言った通り」

　あっさりとテリオンは答えて、父の方をちらりと見た。

「わたしがどうしてここへ来たか、お前は分かってるわよね。緑のアルカミレス、碧天の盾アスピス・クロエ」

「アルカミレス……？」

　少女は口の中でつぶやいた。どこかで聞いたことのある言葉だった。

「聞いたことがなかったの？　アルカミレスはクランテリオンに刃は向むかっている連れん中ちゆう。この男はその生き残り……今は鼠ねずみみたいに逃げ回っているだけだけど」

　少女は自分の父親を振り返る。

（お父さんはわたしたちを守るためにがんばっているの）

　ふと、母の声が頭をよぎった。そういえばあの時、「アルカミレス」という言葉を聞いた気がする。ひょっとすると、テリオンから自分たちを守ってくれている、と話していたのかもしれない。今の父からは到とう底てい想像出来なかったが。

「わたしたちは、アルカミレスを専門に狩かるテリオンで……」

『不用意に喋しやべり過ぎですよ』

　突然、どこかから男の声が響ひびく。少女はぎょっとしてあたりを見回す。雨の中に立っているのは彼女たちだけだ。しかし、声はすぐ近くから聞こえた。どこかにこの女の仲間のテリオンがいるらしい。

『お喋りは仕事の後まで控えなさい』

　マントの女は不満げに舌を鳴らした。

「分かったわよ……じゃあ、始めましょうか」

　テリオンはマントの中から一ひと振ふりの黒い刀かたなを取り出す。三み日か月づきのように細い刃やいばを持つ曲きよく刀とうだった。それを父に向かって放り投げる。少女はあっと声を上げそうになった。しかし、刀は父の体を傷きず付つけることなく、アスファルトに斜めに突き刺さった。どうやら父に武器を渡しただけのようだ。

「戦器オニクスを持っていないようだから、それを使ってもいいわよ」

　ようやく少女にもこのテリオンのしようとしていることが吞みこめてきた。名乗りを上げ、父にも武器を渡した。他にもテリオンは来ているはずなのに、戦おうとしているのは彼女一人だけ。対等な条件での一対たい一での戦い──決闘をしようとしているのだ。この臆おく病びような父と。本気で。

　その時、父が初めて顔を上げてテリオンを見た。

「俺はもう、アルカミレスじゃない」

　と、うめくように言う。

「戦うのが怖くなった……だから、引退したんだ」

　マントの女の肩がかすかに震えた。仮か面めんの奥の両目がすっと細くなる。

「お前はたくさんのテリオンを殺してきた。お前の薄うす汚ぎたない両手には、わたしたちの眷けん属ぞくの血が染みこんでいるわ」

「それはもう昔の話だ。組織とももうなんの関係もない。この前も協力を求められたが断った。今は娘と一緒に生きていたいだけなんだ」

　突き刺さった剣を避けるように二、三歩足を踏み出すと、父は地面に両手と膝ひざを突いた。

「頼む……見み逃のがしてくれ……」

　しばらくの間、テリオンは黙って土ど下げ座ざする父を見下ろしていた。一いつ瞬しゆん、仮面の奥で目が光ったような気がした。

「分かったわ。命を助けてあげる」

　父は拍子抜ぬけしたように相手の仮面を見上げた。

「……いいのか？」

「ええ。でも、一つ条件があるわ」

　少女は不安を覚えた。この女の言葉にはどこか嫌な響ひびきがある。なにか隠かくされた意図があるのかもしれない。父も同じことを感じたらしく、なにか言いたげに口を動かしている。

「心配しなくてもいいのよ……これから一つ質問をするだけ。それにはっきりと正直に答えてくれたら、このまま見逃してあげる。わたしの母の名に賭けて誓うわ。でも、噓うそをついたり、答えに迷ったりしたらお前は死ぬ……どう？」

　父は無言でうなずく。他にどうしようもないことは分かっていたが、少女の不安はさらに増した。テリオンは現れた時と同じように、両手の武器をマントの中に隠した。

「お前は今、見逃してほしいと言ったわね。もう組織とは無関係だから、自分はアルカミレスではないって……そういうことよね？」

　テリオンは身を屈かがめて父の顔を覗のぞきこむ。父は黙って首を振った。

「それじゃ、ここからが質問。お前が現役のアルカミレスだった頃、クランテリオンとは無関係なテリオンと何度も出会っているはずよね。そういう時、お前は一度でもテリオンの命いのち乞ごいを聞き入れたことがあるかしら？」

　父ははっと息を吞んで視線を逸そらす。ひやりとしたものが胸に刺さった気がした。テリオンとはいえ、父は誰かを殺したことがあるのだ。相手の命いのち乞ごいも聞き入れずに──。

（あっ）

　少女は我に返った──噓うそをついたり、答えに迷ったりしたら。

「お父とうさ……」

　マントがふわりと舞い上がって、テリオンの両手の刃やいばが鈍く光った。その刹せつ那な、地面を蹴ける音と共に「瞑めい目もくの星せい火か」が消えた。黒い残ざん像ぞうめいたものが父の体の脇をすり抜けていく。振り返ると十メートルほど先の地面に女が膝ひざを突いていた。瞬しゆん時じにそこまで移動したらしい。

　彼女は背を向けたまま立ち上がった。もう用は済んだというように、振り返りもせずに坂を下っていく。

　ごとん、と足元になにかが落ちて、彼女は地面を見下ろす。

　自分を見上げている父と目が合った。

「……お父さん」

　彼女の顔にも生なま温あたたかいしぶきがかかる。雨ではない──血だった。父の体はさっきと同じ場所に座りこんでいる。しかし、首から上がなくなっていた。

「どうして……？」

　彼女はその場にしゃがみこむと、テリオンに斬きり飛ばされた父の首を拾い上げた。そして震えながら、まだ温かみの残るそれを胸に抱きしめた。

「どうしてなの……お父さんが……どうして……」

　彼女は呪じゆ文もんのように同じ言葉を繰り返す。顔を上げると、テリオンの姿はもうどこにも見えなくなっていた。彼女は空を見上げ、叩たたきつける雨に向かって喉のどを震わせた。

「どうしてよ！」

　その叫びに答える者は誰もいない。彼女は一人だった。

　嵐あらしが近づいてきていた。







　　　第一章　毬子







　　　　１




　鮫さめ石いし深み月つきはペンライトを手に明かりのない階段を慎しん重ちように下っている。石造りの段はちょうど靴くつ底ぞこの当たる部分が丸くすり減っていて、何百年もの間ここが使われてきたことを示し唆さしていた。黒い修しゆう道どう服ふくに身を包んだ彼女の姿は闇やみの中に半なかば溶けこんでいる。

　彼女が今いる場所はかつての新しん宿じゆく──「災さい厄やくの地」の地下だった。この奥に「墓所カタコンベ」と呼ばれるクランテリオンの施設がある。深月はテリオンに対抗する組織「方舟アルカ」の残党の一人であり、実質上じようのリーダーでもあった。

「墓所カタコンベ」に関する情報を手に入れた彼女は、一ヶ月の間調査の準備を進めてきた。そして、今日初めてその内部に足を踏み入れたのだった。普段よりも厳いかめしい表情を浮かべているのはなによりも緊きん張ちようのせいだったが──もう一つ、すぐ後ろを歩いている同行者のせいでもあった。

「ぼくが前に立って歩いた方がいいんじゃないかな。深月さんは動きやすい格かつ好こうをしているとはとても言えないし。それにこの先になにか罠わながあったとしても、ぼくの方がまだ危険に対たい処しよしやすい……」

「あのね、亨きよう司じ」

　彼女は肩越しに振り返ると、長身の少年を見上げる。メガネをかけた少年の細い目が妙みように屈くつ託たくのない笑えみを湛たたえていた。

「なにかな？」

「もうちょっと静かにして」

　亨司は軽く肩をすくめる。大おお江え亨司は彼女の古くからの知り合いだった。ここ何年かは方舟アルカに協力してくれている。

「あなたの心配をしているだけだよ、深月さん」

「あんたに心配される筋すじ合あいはないね。第一、付いて来るなって言ったでしょ」

「一人でクランテリオンの施設に潜せん入にゆうするのはどう考えても無む謀ぼうだと思うけどな。あなただってそれが分かってるから、昔の仲間に会いに行ったんだろう？」

　深月は一週間前まえの出来事を苦にが々にがしく思い返す。深月は生き残ったアルカミレスの一人の居い場所をようやく突き止めて会いに行った。この「墓所カタコンベ」に潜入するための助力と、可能なら「方舟アルカ」に復帰してくれるよう頼むつもりだった。しかし、

「俺はもう戦えない」

　話を切り出す前に相手は断ってきた。かつて多くのテリオンを倒した歴れき戦せんの勇ゆう士しが、別人のようになっていた。

「どうして？」

　深み月つきはタバコに火を点つけながら聞き返す。

「娘がいるんだ。娘を一人には出来ない」

　男は大きな体を丸めて、ぼそぼそ声で言った。深月は部屋の外を見る。狭いアパートのキッチンで、十二、三歳さいのポニーテールの少女がなにをするでもなくうろうろしている。突然の来客が父親となにを話しているのか気になっているらしい。

（娘はあんたが戦ってる時からいたでしょうに）

　と、深月は思った。誰かがテリオンと戦わなければならない。そしてその戦いが自分の家族や友人たちを守ることにも繫つながる──皆、そう決意してアルカミレスになったはずだ。

（ただの口こう実じつだわ）

　家族を一人にしたくないのではなく、自分が家族と共にいたいと願っているだけだ。要する死ぬのが怖くなったのだろう。

　しかし、深月は彼を責める気にはなれなかった。そのような心の弱さと無む縁えんの人間などいない。戦いから逃げたいと願う弱さを持たず、戦うことしか知らない人間──それは人間ではなくむしろテリオンに近い。

　いずれにせよ、戦意のない者に戦いを強きよう要ようするつもりはない。彼女は説得を諦あきらめてその場を辞じした。「墓所カタコンベ」へは一人で潜もぐる覚かく悟ごを決めていたが、直前になって亨きよう司じが追ってきたのだった。

「拓たく也やや日ひ向な子こもここへ連れて来るべきだったかもしれないね」

　亨司は小声で言った。深月は顔をしかめる。

「あの二人に万まんが一いちのことがあったら取り返しがつかないじゃない」

　篠しの宮みや拓也と久く慈じ日向子──まともに戦える現役のアルカミレスは彼らだけだ。調査の段階で危険にさらすわけには行かない。

「でも、ぼくらに万が一のことがあっても取り返しがつかないんじゃないかな。ぼくらはあの二人のバックアップだし」

「だからあんたも来なくていいって……」

　深月はふと口をつぐむ。階段が終わって水平な通路が奥へ続いていた。ライトを水平に掲げると、しばらく進んだところで通路は途と切ぎれている。その奥は完全な暗くら闇やみだった。

「……さっきから思っていたけど」

　と、亨司が言った。

「地下に潜って以来、なんの気け配はいもしない」

　深月も同じことを感じていた。この「墓所カタコンベ」はクランテリオンの規律を破ったテリオンが収容される監かん獄ごくだと聞いた。だとすれば、ここには一いつ定てい数すうのテリオンが収容されているはずだ。

「とにかく、行くわよ」

　深み月つきは通路を前に進んでいった。亨きよう司じもその後に続く。やがて通路を抜けると、壁も天てん井じようも一気に遠ざかる。思ったよりも広い空間のようだった。空気の流れが変わって、すえたような臭においが鼻を突いた。確かにここは獣けもののすみからしい。

　四し方ほうに向かってぐるりとライトの光を浴びせる。そこは石造りの円形のホールだった。中央の空間を取り囲むように円柱が立ち、壁には鉄てつ格ごう子しつきの扉とびらがずらりと並んでいる。

「確かに監獄だわね」

　深月はつぶやいた。監獄ならどこかに看かん守しゆがいるはずだ。深月は注意深ぶかく周囲の気け配はいを探った。

「……深月さん」

　亨司が壁の方を見ながら囁ささやきかけてくる。

「扉が開いている」

「どこの扉が？」

「……全部」

「えっ」

　もう一度深月はライトで壁を照らした。確かに亨司の言うとおり、どの扉も細めに開いていた。深み月つきの全身から力が抜けていく。囚しゆう人じんはここにいない。さっきから気け配はいがしなかったのも当たり前だ。
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「とっくに閉へい鎖さされてたのね、この施設は」




　ホールの壁に並んでいる部屋の半分を調べ終わった後、深月はホールの中央へ戻った。そして、反対側の壁に向かって声をかける。

「そっちはどう？亨きよう司じ」

　靴くつ音おととともに亨司が戻ってきた。

「あっちの部屋にも誰もいないし、なにも残っていないね。つい最近引き払ったって感じだよ」

「そう。ご苦労様」

「深月さんが調べた部屋は？」

　深月はポケットからタバコを出して火を点つけた。

「こっちもおんなじね」

　方舟アルカが「墓所カタコンベ」の情報を摑つかんだ後に引き払ったのだろう。ここに来ればクランテリオンの重要拠きよ点てん「城カストラ」のことが分かると聞いていたが、当てが外れた。

「結局、残ってるのはあれだけか」

　ライトで天てん井じようを照らすと、ドームを空に見立てた精せい巧こうな天体図ずがあった。この周辺の空を描いたものらしいが、天空のちょうど中心あたりに異い様ように大きな黒い星が描かれている。もちろん太陽でも月でもない。想像上の天体のようだった。

（どうして、連れん中ちゆうはわざわざここを捨てたんだろう）

　天井を見ながら深月は考える。情報が洩もれたとしても、今の「方舟アルカ」にはここを襲しゆう撃げきして破は壊かいするだけの力はない。守りを固めれば済む話だった。

（どこかへ囚人を移動させなければならない理由があった、とか）

　しかし、仮にそうだったとしても、ここはクランテリオンにとっては重要な施設のはずだ。警備の者すら置かないのは不自然だった。なんとなくアルカミレスとの不要な戦いを避けたように思えてしまう。

（……そんなバカな）

　戦いによる決着こそ、彼らの最も望むもののはずだ。戦器オニクスは彼らから生せい来らいの好こう戦せん性を引き出すからだ。

「なにを考えているんだい？」

　深月は闇やみの中にぼんやりと浮かんでいる亨司の顔を見返した。

「クランテリオンがあたしたちとの戦いを避けるなんてこと、あると思う？」

「……考えられないな」

「やっぱりそうよね」

　深み月つきは足下にタバコを捨てて、ヒールでもみ消した。やはり、他になにか理由があったのだろう。クランテリオンの内部でなにか起こっているのかもしれない。

「まあ、よほど大きなイベントが目前に迫っているなら話は別かもしれない」

　と、亨きよう司じは言った。深月は顔を上げる。

「例えば？」

　彼は苦にが笑わらいを浮かべて首を振った。

「そんなことぼくにも分からないよ。でも、なるべく多くの人員を割さかなければならないような事情があれば、連れん中ちゆうもそっちを優先するんじゃないかな……例えば」

　彼はしばし言葉を切って考えこむ。

「いよいよ本気で世界征せい服ふくに乗り出すとかさ」




　　　　２




　観かん音のん開びらきの黒い扉とびらは手を触れる前にゆっくりと開いていった。

　扉の外にいたレディ・バレットの面つらにかすかな緊きん張ちようの色が浮かぶ。小こ間ま使づかいの服に褐かつ色しよくの肌はだ。隼はやぶさの姿を持つテリオンであり、「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」こと、ルスラン・ヴォルクの腹ふく心しんの部下でもある。

　彼女は天てん井じようの高い広間へと足を踏み入れる。天井にも壁にも模も様よう一つなく、調ちよう度ど品ひんらしきものもほとんど見あたらない。ただ、様々な長さの剣、槍やり、斧おの、弓矢や盾たてに至るまで──無数の「戦器オニクス」が床ゆか一面に突き刺さっている。まるで立ち並ぶ墓ぼ標ひようのようだった。

　バレットは戦器オニクスの間を縫ぬうように奥へと進んでいく。

　ここは「城カストラ」の中心──「爪そう牙がの間ま」と呼ばれる場所だった。

　十数年前、それまでテリオンたちの伝説でしかなかった「城カストラ」を発見したテリオンがいた。「城カストラ」をくまなく探たん索さくした「彼」は最後にこの部屋へとたどり着いた。現在、使われている戦器オニクスの大たい半はんはここで発見されたものだ。クランテリオンはこの部屋から始まったと言っても過か言ごんではなかった。

　そのテリオンは「城カストラ」の主人となり、クランテリオンの中でも強い影えい響きよう力りよくを持つ幹かん部ぶとなった。

　バレットは広間のちょうど中心まで来たところで足を止め、膝ひざを突いて頭こうべを垂たれた。彼女の目の前には石造りの黒い椅い子すがある。

「グロスマン様、お久しぶりでございます」

　居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが流れ、やがてかすかな衣きぬ擦ずれが聞こえた。

「よく来たな、バレット」

　頭上から重おも々おもしい声が降ってくる。バレットは顔を上げた。白い髭ひげを生はやした老人がバレットを冷えた目つきで見下ろしている。丈たけの長いベストの上に白い外がい衣いを身につけたその姿は、何百年も前の貴族のようだ。人間の姿を取っていてもその体たい軀くは並なみ外はずれて大きい。

　グロスマン・Ｈ・スパイリオン──この「城カストラ」の主人だった。

「『墓所カタコンベ』からの一時退たい去きよが終わりましたので、そのご報告に上がりました」

　バレットは眉まゆ一つ動かさずに言った。相手の気分を害しかねない話だということは承しよう知ちしている。「墓所カタコンベ」から受じゆ刑けい者や看かん守しゆを退去させた直接の原因は、火か凜りんと水すい漣れんというテリオンが「方舟アルカ」に情報を洩もらしたことだ。火凜たちはアルカミレスを殺すための刺し客かくだつたが、二人を送り出すことに決めたのがこのグロスマンだった。

　火凜たちはバレットによって「粛しゆく清せい」された。むろん、情報を洩らした者に罪はあるが、そのようなテリオンを強ごう引いんに送りこんだグロスマンにも責任がある、という見方がクランの内部では大たい勢せいを占しめていた。グロスマンの「失しつ態たい」を処理したのがルスランとバレットだった。

「そうか、ご苦労だったな」

　ねぎらいとはほど遠い声でグロスマンは言った。

「いいえ、そのようなことは」

　今、クランテリオンはグロスマンを支持する一派と、ルスランを支持する一派にゆるやかに分かれている。

　グロスマンはテリオンの最大拠きよ点てんであるこの城カストラと戦器オニクスを管理し、組織の中では絶ぜつ大だいな権力を誇っている。グロスマンが承しよう認にんしなければ、テリオンたちは組織に加わることも、戦器オニクスを得ることも出来ない。

　一方で最強と謳うたわれる金色の戦器オニクス・昴こう陣じんアストラ・カストラを使いこなすルスランは、純粋な戦せん闘とう力において他の追つい随ずいを許さない。クランテリオンの秩序を維い持じする「粛清者」でもある彼は、常に他のテリオンたちの畏い怖ふと尊そん敬けいを集める存在だった。

　まったく異なる力を持つ両者だったが、ここ数年はルスランの影えい響きよう力りよくが大きくなってきている。

　今のところ全面的な対立には至っていないのは、「聖婚ヒエロス・ガモスの日」が近いせいだ。限られた幹かん部ぶしか全ぜん貌ぼうを知らないが、クランテリオンにとって神しん聖せいな日になることは間違いない。「墓所カタコンベ」に収容されているテリオンを退去させたのも、もはや大勢に影響しないアルカミレスとの戦いに、無用な犠ぎ牲せいを出さないためだった。

「ルスランはどうしたのかね？」

「……ここ数日、手が離せないご様よう子すで……」

「なるほど。それでお前が一人で来たというわけか」

　グロスマンは不快げな表情を隠かくさなかった。バレットは無言で頭を下げる。自分との会見を優先させないルスランの態度が、グロスマンの気に障さわらないはずがない。しかし、これがルスランの配はい慮りよだということをバレットは知っている。

　バレットも金色の戦器オニクスの一つである神しん煌こうニュメン・ルメンの使い手だった。クランテリオンの中で金色の戦器オニクスを使えるのは二人だけで、バレットの戦せん闘とう力はルスランに次ぐと言われている。それでも、クランの中での彼女の地位は低い。ルスランはバレットを自分の代理として扱うことで、グロスマンに彼女の存在を重く見るよう促うながしているのだろう。

　しかし──。

（わたくしにとっては、どうでもよいこと）

　バレット自身は自分の地位に関心がない。彼女の関心は主あるじであるルスランに仕えることだけだ。主の配はい慮りよには心から感謝していたが、それ以上のものではなかった。

「他に話はあるかね、バレット」

　退たい出しゆつしろとグロスマンは言っているらしい。バレットは慌あわてて暇乞いとまごいを口にしかけたが、ふとあることを思い出した。

「グロスマン様」

　と、バレットは言った。老人は鬱うつ陶とうしげにバレットを眺ながめる。

「イレーナ様のことですが」

　三ヶ月前、ルスランが人間たちから取り戻してきた実の妹──人間として生活していた頃は、篠しの宮みや礼れ菜なと名乗っていた。バレットにとって仕えるべきもう一人の主だった。

　その名前を出した瞬しゆん間かん、グロスマンは一ひと癖くせありげな奇き妙みような笑えみを浮かべた。

「イレーナ・ヴォルクがどうかしたのかね？」

「……テリオンとしての覚かく醒せいが近いご様よう子すです。ここへいらしてから三ヶ月……そろそろ、別の部屋へ移して差し上げたいのですが」

「今の牢ろうから出せ、ということかな」

　イレーナは覚醒の前ぜん兆ちようである精神と肉体の変へん調ちようを訴えている。「主」の一人が苦しむ姿を見るのは身を切られる思いだった。それに高こう貴きな一族として生まれ変わる至し高こうの日を、牢の中で迎えさせたくはない。

「はい。いずれにせよ、近いうちに名めい実じつ共にクランテリオンの一員となられるお方です。今のような扱いをお続けになる必要はないかと……」

「バレット」

　抑よく揚ようのない声でグロスマンは言った。

「『城カストラ』に身を置く者をどう扱うかは、このグロスマンの決めることだ。お前ではない」

　バレットは微かすかな懸け念ねんを抱いた。グロスマンは政せい敵てきであるルスランの妹にいい印いん象しようを持っていないはずだ。ひょっとすると今の状況は単なる嫌がらせではなく、なにか企たくらみがあってのことなのかもしれない。

　彼女はグロスマンに与えられた称しよう号ごうを思い出す──「狂きよう惑わくの枢すう星せい」。クランテリオン一いちの知ち謀ぼう家かと言われている。

「近々、わたくしは例のアルカミレスの偵てい察さつに向かうことになっております」

　彼女はそう言いながらグロスマンの表情を窺うかがうが、なんの変化もなかった。例のアルカミレスとは、金色の戦器オニクスを持つ赤のアルカミレス・篠しの宮みや拓たく也やのことだった。

「もしよろしければ、あの少年を始し末まつして参りますが」

　ルスランよりもグロスマンの方が、篠宮拓也の殺害に積極的だということは分かっている。しかし、グロスマンの一いつ派ぱから刺し客かくとして放たれた火か凜りんと水すい漣れんは任務に失敗した。

「城カストラ」の主あるじであるグロスマン自身はここを動けず、苛いら立だちを抱えているはずだとバレットは思った。アレカミレス殺害と引き替えに、イレーナを牢ろうから出す──この相手にとっては悪くない取り引きのはずだとバレットは思った。

「まだ次の刺客を送りこんではおられないとお見受けいたします。わたくしなら、確実にあのアルカミレスの命を」

「その薄うす汚ぎたない口をつぐめ、端女はしため」

　突然、グロスマンの鋭い声が「爪そう牙がの間ま」に響ひびき渡った。バレットはぎくっと体を震わせる。グロスマンの侮ぶ蔑べつに満ちたまなざしが彼女に注そそがれていた。

「誰に、いつ、なにを命じるかはわたしが決める。お前ごとき成り上がり者の名無しヴアルガとの取り引きなど、唾つばを吐きかけるほどの価か値ちもない。恥はじを知るがいい」

　自分が何者かを自覚せずに人間社会で暮らしていたテリオンは、自分たちの系けい譜ふを保ってきた古い種しゆ族ぞくのテリオンよりも劣った存在と見なされている。本当の名を持たなかったという意味で「名無しヴアルガ」と蔑さげすまれていた。しかし、ルスランという強い主を持ち、クランの内部で一定の地位を得た今、このように面めん罵ばされることはほとんどなくなっていた。

　バレットは肩を震わせて侮ぶ辱じよくに耐えた。確かにグロスマン相手に考えが甘すぎたのは認めざるを得なかった。彼女が沈ちん黙もくしたのを見て、老人はかすかに喉のどを鳴らした。

「ルスランは小こ鳩ばと一羽しつける器き量りようもないと見える」

　バレットの顔色が変わる。自分だけならともかく、ルスランを侮辱されることは彼女にとって耐え難い苦く痛つうだった。ほとんど反射的に彼女は立ち上がる。その途と端たん、

「あら、帰るの？　レディ・バレット」

　耳元で女の声が聞こえた。バレットは飛び退のくのと同時に振り返った。マントと仮か面めんに身を包んだ女が彼女のすぐ隣となりに立っていた。

（いつの間に……）

　扉とびらの開いた音も近づいてくる足音も聞こえなかった。なによりも隣に立たれれば視し界かいに入ったはずだ。どうして、声をかけられるまで気が付かなかったのだろう。

「……毬まり子こ・ファランクス」

　必死に動どう揺ようを静めながらバレットは言った。彼女はフードと仮面を外す。バレットと対たい照しようをなすような、雪のように白い肌はだを持つ少女の顔が現れた。

「久しぶり、レディ・バレット。仕事が終わって、戻ってきたところよ」

　毬まり子こは屈くつ託たくなく笑った。彼女にとって仕事が終わったという言葉は、アルカミレスを殺してきたと言うことに等しい。「瞑めい目もくの星せい火か」こと毬子・ファランクスはアルカミレス専門の狩人かりうどだった。「方舟アルカ」の残ざん党とうの大たい半はんを殺したのは彼女だと言われている。グロスマンの腹ふく心しんの部下でもあった。

　バレットはグロスマンが自分の申し出を一いつ顧こだにしなかった理由を悟さとった。この少女が戻っているのであれば、グロスマンがバレットに拓たく也やの殺害を命じるはずがない。どんなアルカミレスであれ、彼女なら殺せることははっきりしているからだ。




　レディ・バレットは「爪そう牙がの間ま」を悄しよう然ぜんと退たい出しゆつしていった。

「さようなら、レディ・バレット！」

　毬子はバレットに手を振ったが、答えはなかった。グロスマンを怒らせたのはバレットの失しつ態たいに見えたが、毬子はいささか彼女を気の毒に思った。

　くるりと彼女はグロスマンを振り向く。バレットと話していた時とはうって変わって、老人は穏おだやかな笑えみを浮かべている。おそらく、毬子以い外がいは目にしたことのない笑顔だった。

「よろしいんですか、グロスマン様。レディ・バレットの話を断ってしまって」

　ああ、とグロスマンはうなずいた。

「最後のアルカミレスどもを狩かるのはお前の仕事だよ。それを横取りするような輩やからの言うことに、わたしは耳を貸すつもりはない」

　毬子は黒い椅い子すに近づくと、肘ひじ掛かけに置かれた大きな手を握る。岩のように硬く冷たい手だったが、触れているだけで毬子は安心した。

「ありがとうございます。でも、わたしはレディ・バレットと一緒に仕事をしても構いませんでしたよ」

　グロスマンは不ふ思し議ぎそうに目を瞠みはる。

　ルスランに次ぐとされるバレットの戦せん闘とう力がどの程度のものか、毬子には興味がある。それに、相手こそ違うものの、常に主人のために身しん命めいを賭とすバレットの態度には以前から共きよう感かんしていた。

「お前は自分の手て柄がらが取られてもいいのかね？」

「わたしはアルカミレスを一匹でも多く倒して、グロスマン様のお役に立てればそれで満足ですから。それに、わたしも『名無しヴアルガ』です」

　その言葉にグロスマンは真ま顔がおに戻った。椅子から身を乗り出して、毬子の茶色がかった髪かみを撫なでる。

「わたしはお前を名無しヴアルガなどと思ったことはないよ。出身がどうであれ、お前の魂たましいはわたしたちと同じように高こう貴きだ……お前はアルカミレスとすら、決闘の作法を守り正せい々せい堂どう々どうと戦う。あの端女はしためのように、取り引きを持ちかけるような卑いやしさとは無む縁えんだ」

　バレットを悪く言う気にはなれなかったが、正せい々せい堂どう々どうという誉ほめ言葉に毬まり子こは嬉うれしくなった。それが最も聞きたい評価だった。

「わたしはクランの者をどう扱うべきかよく心こころ得えている。どのような仕事をどのように割り振るか、そういったこともいつも考えているのだ。バレットではなく、お前にこの仕事をやってもらいたい理由があるのだよ」

「どういうことですか？」

「今度の仕事が終われば、もうまともなアルカミレスは残っていまい。今までわたしに尽くしてくれた褒ほう美びに、お前に例のものを預けてもいいと思っている」

　毬子の胸が高鳴り、唇くちびるから笑顔がこぼれた。この「城カストラ」には、所有者のいない金色の戦器オニクスがあと一つ残っている。その所有者の候補に据すえると言っているのだ。

「今のお前ならきっとあれを扱える。アルカミレスどもを殲せん滅めつさせ、奪われた金色の戦器オニクスを取り返した者なら、誰も異いを唱となえないだろう」

　金色の戦器オニクスは所有者を選ぶ。候補に選ばれ、戦器オニクスを預けられたとしても、資格のない者は触れただけで命を落とすことすらある。所有者の候補は実績のあるテリオンの中から慎しん重ちように選ばれてきた。

「もし金色の戦器オニクスの所有者となれれば、お前に手を出せる者はいなくなる。あのバレットはおろか、ルスラン・ヴォルクさえもだ。今後はこの『城カストラ』で、わたしの側そつ近きんとして働いてほしい。それがわたしの望みだ」

　毬子は体の底から力が湧わいてくるような気がした。金色の戦器オニクスの使い手となって、グロスマンのそばで働く──そうすれば、さらにグロスマンの役に立てるはずだ。彼女は深々と頭を下げる。

「分かりました。必ずアルカミレスどもを倒してきます」

　グロスマンは満足げに毬子の頭を撫なでて、椅い子すの背に己おのれの巨体を預けた。

「ただし、そのためには完かん璧ぺきに仕事をこなしてほしい。一人のアルカミレスも討うち洩もらさないようにな。わたしの調べた範はん囲いでは残ったアルカミレスは二人だが、伏ふく兵へいがいるかもしれん。それを確かめた上で、慎重に仕事を進めてほしい」

　彼は言葉を切って、傍かたわらの空間を見下ろした。

「アパタスもよろしく頼んだぞ。毬子をしっかり助けてくれ」

『……承しよう知ちしております、グロスマン様』

　誰もいないはずの場所から男の声が聞こえてくる。アパタスは毬子と常に行動を共にしているテリオンだった。普段から能力を使って自分の姿を隠かくしているため、ほとんどの者は存在すら知らない。

「毬子もアパタスの言うことをよく聞きなさい」

「……はい。分かりました」

　と、彼女は答える。

『その答えが本ほん心しんなら、わたしの仕事も少しは楽になるのですがね……』

　アパタスは彼女の補ほ佐さであり、参さん謀ぼうでもあり、守り役でもある。毬まり子ことは気き心ごころの知れた間あいだ柄がらだったが、皮ひ肉にく屋なのが唯ゆい一いつの欠点だった。毬子はむすっとしたが、グロスマンに深々とお辞じ儀ぎをした。

「それでは、行って参ります。グロスマン様」

　彼女はアパタスとともに「爪そう牙がの間ま」を退たい出しゆつした。




「アパタスは昔から一ひと言こと多いのよ」

　長い回かい廊ろうを歩きながら毬子は言った。

『あなたには注意を促うながす者が必要ですよ。多少耳みみが痛いぐらいがちょうどいいのです』

「注意なんかいちいち必要ないわ。そんなに子供じゃないもの」

　毬子は頰ほおを膨ふくらませる。しかし、常にそばにいるアパタスの存在が、彼女を安心させているのも確かだった──今の彼女にとって、グロスマンとアパタスは家族のようなものだった。

『それにしても、どうやってアルカミレスどもの伏ふく兵へいの有う無むを確かめるのか、考える必要はありますね。今までのように、ただ隠かくれている敵を捜し出して戦えばいいというわけには行かないようです』

「わたしはなんでもやるわよ」

　と、毬子は言った。彼女の心は来るべきアルカミレスとの戦いに燃えていた。

「細かいことはアパタスに任せるわ。わたしはそれに従ってあげる」

『まったくあなたは……』

　アパタスの嘆たん息そくが聞こえた。それからふと、彼は声を改めた。

『……毬子。本当になんでもやりおおせる自信はありますか？』

「なにか思いついたの？　わたしはどんな相手とでも戦うわよ」

　毬子は胸を張った。

『いいえ、その場合必ひつ要ようとされるのは戦せん闘とう力ではありません。果たしてあなたに出来るかどうか……』

「はっきり言いなさい、アパタス」

　毬子は焦じれて言った。

『……とにかく、ここを出てからゆっくりと話しましょう』

　と、アパタスは言った。




　　　　３




　どこからか蟬せみの声が聞こえる。

　午後になって日差しはますます強くなっていた。制服のシャツの背中から汗がにじんでくる。篠しの宮みや拓たく也やは東とう堂どう学園へ向かって歩いていた。

「ほんと暑いよな……」

　拓也はシャツの襟えり元もとに指を入れて引っ張った。八月も終わりに近いこの時期が一番真ま夏なつらしい気がする。

　彼は自分の隣となりにいる制服を着た少女を見下ろす。長い黒くろ髪かみに切れ長の目。大人おとなびた美び貌ぼうの持ち主だったが、今は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを結んだまま前を向いて歩いていた。

「……あの、日ひ向な子こ？」

　久く慈じ日向子はぷいっと顔を背そむける。拓也はため息をついた。今日は朝からずっとこの調子だった。

「まだ気にしてんのかよ。朝から何時間経たってんだ」

　その途と端たん、日向子はくるりと拓也の方を向いた。

「気にしてなんかない。納なつ得とくしてないだけ」

　気にしてんじゃねーか、という言葉を拓也は吞みこんだ。

「別にいいだろ……たかが味み噌そ汁しるなんだし」

　日向子は先月から篠宮家けに住んでいる。食事は普段家いえの主人である篠宮和かず男おが作っているのだが、今日はたまたま町外はずれの湖へ朝釣づりに出かけていた。普段の役割分ぶん担たんでは和男がいない時は拓也が作ることになっていて、今日もそうするつもりだった。しかし、日向子が起きてきて止める間もなく味噌汁を作ってしまった。

　一緒に暮らし始めて分かったことだったが、日向子は料理が得意ではなかった。他人の料理を食べる分には別におかしなところもないのだが、自分で料理を作り始めると無む自覚にありえない行動を取り始める。拓也は味噌汁の感想を迫られて、つい正直に答えてしまった──「悪いけどあんまり美お味いくない」。そして今に至る。

「でも、わたしはおかしなことをしてないと思う」

「いや……普ふ通つう味噌汁にハムは入れないだろ……」

「人間には動物性タンパクも必要でしょう？……それに味は普通だったはず」

　残念ながら味も普通ではなかった。拓也はハムと味噌の不ぶ気き味みなハーモニーを思い出して身み震ぶるいした。それになにか大事なものも欠けていた──しばらく考えてから、おそるおそる口を開いた。

「日向子、味噌汁のダシって取ったか？」

　日ひ向な子こは首を傾かしげた。さらりとした黒くろ髪かみがまっすぐに地面に向く。

「…………ダシ？」

　原因はそれか、と拓たく也やは思った。ダシの入っていない味み噌そ汁しるは味噌汁ではない。しかもハム入り。どう説明すれば分かってもらえるだろう……

「拓也」

「……ん？」

「次は一緒に作って」

　日向子は拓也の目を見ずに言った。頰ほおがほんのり赤くなっている気がする。

「わ、分かった」

　彼女の唇くちびるにかすかな笑えみが広がる。拓也の心しん臓ぞうがどきりと鳴った。

　篠しの宮みや家けに住むようになってから、日向子は変わってきたと思う。こんな風ふうにすねてみたり、照れたりする姿など出会った頃は想像もつかなかった。以前よりもよく喋しやべるし、笑うことも増えた。アルカミレスではない、普通の女の子と同じように。

「で、結局なんなんだよ、亨きよう司じの用って」

　拓也は話題を変えた。二人が学校へ向かっているのは、亨司に呼び出されたせいだ。表おもて向むきは生徒会執しつ行こう部ぶの集まりということになっている。だから二人とも一いち応おう制服を着ていた。

「わたしもよくは分からない。テリオンのこと、としか聞いていないから」

　一部の人間しか知らされていないが、今の東とう堂どう学園は生徒の亨司が実質上じようのオーナーだった。彼は学園を「方舟アルカ」の拠きよ点てんとして作り替えつつある。最後のアルカミレスである拓也──金色の戦器オニクスの使い手である血刃の王ロワ・デ・ルジエをサポートするため、らしい。

　拓也は右手に提さげている黒いケースを持ち変えた。中には金色の戦器オニクス・金きん焰えんイグニス・アウルムが入っている。自分がなにをしなければならないか、拓也は心こころ得えているつもりだ。ルスランにさらわれた礼れ菜なを取り戻すこと、そのためにクランテリオンと戦うこと──。

「去年とはだいぶ違う夏休みだったな……」

　拓也はぼそっとつぶやいた。テリオンと戦った時に折った腕を治ち療りようしながら、日向子から戦器オニクスの使い方の特とつ訓くんを毎日受けていた。医師も首を傾げるほど回復は早く、腕はもう完全に元通りになっていた。戦器オニクスの使い方も少し上達したような気がする。

「……去年はなにをしていたの？」

「ああ、遊園地行いったり、花火やったり、プール……」

　拓也ははっと口をつぐんだ。これでは遊びたかったと言っているようだ。アルカミレスとしての自覚が足りない、遊びのつもりでいられるとわたしの方が困る、という言葉が当然返かえってくると思ったが、日向子はなにも言わなかった。

　おそるおそる彼女の横よこ顔がおを窺うかがうと、眉まゆをひそめて空を見上げている。なにかに気を取られているらしい。

「どうかしたのか？」

「あそこを見て」

　日ひ向な子こは頭上を指さす。その先には古い電信柱ばしらがある。なんの変へん哲てつもない──。

「ん？」

　拓たく也やは首をかしげた。電信柱の真ん中あたりに、金属製せいの細長い筒つつが取り付けられていた。筒の尖せん端たんには丸いレンズらしきものが見える。

「……監かん視しカメラか、あれ」

　と、拓也は言った。どうしてそんなものがここにあるのだろう。

「最近、町まち中なかであのカメラを見かける」

「町中？」

　拓也は驚いた。何者かがこの古こ滝たき市しを監視しているということだろうか。

「そんなこと一体誰だれ……」

　日向子は無言で拓也を見つめる。すぐに彼も気付いた。誰がやったかなど分かり切った話だ。こんなことが出来るのは、拓也の知っている限りでは一人しかいない。




「……やっと拓也はカメラに気が付いたな」

　窓のカーテンを開けていた東とう堂どう友とも典のりが振り返ると、亨きよう司じは壁面にいっぱいに埋め込まれた監視モニターの前に立っていた。大きなメインモニターは細かく分ぶん割かつされており、その小さな区画の一つ一つに違う映像が映し出されている。友典にとってはどれもこの町の見み慣なれた風景だった。数百もの監視カメラから送られてくるこれらの映像で、この町の主要な場所はほとんど網もう羅らされているらしい。

　今、亨司が見入っているのはメインモニターの下にある小さなサブモニターだった。友典も亨司の後ろからそれを覗のぞきこむ。それを使って特定のカメラからの映像を拡大して見るらしい。線路沿ぞいの道に立っている拓也と日向子がこちらを見上げている。マイクはついていないので話までは聞こえない。やがて二人は歩き出して、このカメラの視し界かいから消えた。もうすぐここへやって来るはずだ。

　友典たちは東堂学園の生徒会室しつにいる。夏休みの間、亨司が最も熱心にやっていたのがこの監視システムの構こう築ちくで、そのために生徒会室の工事まで行っていた。

「……これ、本当に意味があるのか？」

　と、友典は言った。亨司は横よこ目めで友典を見る。

「テリオンが古滝市に入りこんだ場合、どこにいるのかを知るにはこういう情報網もうが必要だろう？　我々は一般市民からの通つう報ほうに頼るわけに行かないからね」

「そうじゃなくて……お前だってこの映像をずっと見てるわけに行かないだろう？　こういうのは誰かがいつも見てないと意味ないんじゃ……」

「もうちょっと頭を使ってほしいな」

　亨きよう司じは呆あきれ顔で言った。

「ここではカメラの映像を確認出来るだけだよ。監かん視しセンターはちゃんと別のところにある。そこで専門のスタッフに二十四時間態たい制せいで見張ってもらってる……ちなみに監視センターがあるのは君の父上が持っていた警けい備び会社だ。もともと、町まち中じゆうに監視カメラを設置するのは君の父上が進めてた計画なんだよ」

「……親父おやじが？」

　友とも典のりの父・東とう堂どう剛たけ広ひろはこの古こ滝たき市しでいくつもの会社を経営していた。テリオンへの不安感を利用した商売ばかりで、法に触れるような真ま似ねもしていたらしい──結局、テリオンに殺されてしまった。亨司は剛広の会社をいくつか買ばい収しゆうし、それを利用してこの町を方舟アルカの拠きよ点てんに作り替えている。

「親父のやろうとしてたことなんか、役に立つのか？」

　友典は生せい前ぜんの父とは折り合いが悪かった。父の遺のこしたものを利用することにどうしても違い和わ感かんがある。

「いや、これはなかなかいいアイディアだと思うよ。テリオンを捜すだけじゃなく、人間の犯罪捜そう査さにも利用出来る。もともとは犯罪多た発はつ地域で警察が導どう入にゆうしていた監視システムを参考にしたものだから」

　友典は古滝市を映し出すモニターを見つめた。町を行く人々は誰もカメラなど意識していない。のぞき見をしているようで気が引けた。

「治ち安あんが向上すれば、この町に住もうとする人はさらに増えると思うよ。より安全な土地に住めるんだったら、彼らは自分が監視されていることなど気にしないと思うね」

　亨司は自信ありげに言った。どうやら、古滝市はいつも誰かに見張られる町になるらしい。

「……刑けい務む所しよみたいだな」

　友典にとっては精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくだったが、亨司は興味をそそられたように目を瞠みはった。

「君にしてはユニークな比ひ喩ゆだな。確かに監かん獄ごくと似ているかもしれない」

「え……？」

「ぼくはここをアルカミレスのための城にすると言ったことがあるだろう？　中世のヨーロッパでは城と監獄の機能は同じようなものだった……互いに代だい替たい可能な存在なんだ」

　亨司は手を伸ばしてモニターに触れる。なにを思い出しているのか、奇き妙みように遠い目をしていた。

「所しよ詮せん、人間はなにかしらにとらわれている。目に見えない檻おりの中にいるようなものだよ。自覚しているか、していないかの違いがあるだけでね」

　亨司がなにを言いたいのか、友典にはよく分からなかった。ただ、珍しく本心を口にしている気がした。

「じゃあ、お前はどういう檻おりに入ってるんだ？」

　亨きよう司じは戸と惑まどったように友とも典のりの顔を見つめる。しばらくの間、そのまま身動き一つしなかったが、やがて重たげに口を開いた。

「まあ、君には話してもいいかもしれないな」

　友典は胸むな騒さわぎがした。なにか予想もしない話を聞かされそうだった。

「そもそも、その問いの立て方自じ体たいが間違ってる。つまり……」

　その時、生徒会室しつのドアが開いて拓たく也やと日ひ向な子こが入ってきた。壁面のモニターを目にした途と端たん、拓也は渋しぶい顔になった。

「やっぱりお前か、亨司」

　亨司は皮ひ肉にくっぽい笑えみを浮かべた。

「……気が付くのが遅すぎるんじゃないかな。もう少し観察力があってもいいと思うよ」

　もう普段どおりの彼に戻っている。話を最後まで聞けなかった──しかし、なぜか友典はその方がいいような気がしていた。




「……まあ、だいたい基本的な機能はこんなところだね」

　亨司は監かん視しモニターの説明を終えて、近くの椅い子すに腰を下ろした。拓也たちは思い思いの場所から亨司の話を聞いている。

「我ながらよく出来ていると思うよ……まあ、まだインターフェイスに改良の余よ地ちがあるから、今は操作の仕方は教えられないけどね。新学期までには間に合わせるつもりだ」

「これってほんとにテリオンのこと以外には使わないんだろうな？」

　拓也は念ねんを押すつもりで言った。管理する人間がその気になれば、いくらでも悪用出来るシステムに思える。

「当たり前じゃないか。ぼくを信用してほしいな」

　亨司は満まん面めんの笑みを浮かべている。拓也はかえって心配になってきた。亨司が有能なのは確かだが、どうも腹の底が読めない。なにか企たくらんでいるように見えて仕方がなかった。

「今日、わたしたちを呼んだのはこれを見せるため？」

　日向子は亨司に尋たずねた。

「いや、実はもう一つ用件がある」

　亨司はポケットから封筒を出すと、その中に入っていた紙をテーブルに並べる。拓也たちはテーブルの周りに集まった。

「この前、理事長の高たか橋はしからもらったんだ。君たちはこの夏、どこへも出かけてないだろう？　たまにはみんなで親しん睦ぼくを深めてもいいんじゃないかと思ってさ」

　拓也は「四よツつ宮みやフラワーワールド」の文字を呆ぼう然ぜんと眺ながめる。隣となり町まちにあるテーマパークの無料招待券けんだった。

「ちょうど人数分ぶんある。学校が始まる前に、このメンバーで遊びに行かないか？」

　亨きよう司じはさわやかな笑顔で言う。しん、と生徒会室しつが静まりかえった。拓たく也やは他の二人の様よう子すを窺うかがう。日ひ向な子こは目を伏せて考えこんでいた。友とも典のりは拓也に向かって軽く首を振っている。様子がおかしいし、やめた方がいい、というサインだ。拓也も同じ意見だった。親しん睦ぼくなどと言っているが、いかにも取って付けたような理由だ。しかし、理由を尋たずねたところで素直に答える相手ではなかった。

（とりあえず、断るか）

　それで相手の出で方かたを見守ろう、と拓也は思った。

　口を開きかけた時、突とつ然ぜん日向子が顔を上げた。

「みんなの予定が合うなら、わたしは行ってもいいけど」

　拓也と友典はぎょっとした。日向子はアルカミレスとしての使命感が強い。拓也たちが賛成しても彼女は反対すると思っていた。

（なんか深いワケがあるのか？）

　それでこの話を受けなければならないと判断したのかもしれない──しかし、日向子の顔を見た拓也は考えを変えた。彼女の口元はかすかにほころんで、黒い瞳ひとみはきらきらと輝いていた。前にもこういう日向子の表情を見たことがある。なにか特別な理由があったわけではない。本気で楽しみにしているのだ。

「リーダーがそう言うんだから、決まりだね」

　亨司は上じよう機き嫌げんで言った。
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　次の日に早さつ速そく出かけることになった。四よツつ宮みやフラワーワールドはその名の通り古こ滝たき市しの隣となりの四ツ宮市にある。この近辺に住んでいる者なら皆そうだが、拓也も子供の頃から何度も行っている場所だった。

　次の日の朝、拓也と日向子が四ツ宮駅に着いたのは待ち合わせの時間の三十分も前だった。日向子が早く身み支じ度たくを終えてしまったので、それに釣つられてつい早めに家を出てしまったからだ。拓也たちは駅前に集合することになっていた。

　四ツ宮は古滝と同じく古くからの温泉街がいだった。今はすっかり住宅地が主になった古滝と違って、四ツ宮はまだ観光地としての顔を保っている。駅から一歩出でると絵付きの案内地ち図ずがあり、ロータリーには温泉旅館からの送そう迎げいバスが停まっている。商店街で一番多いのも土産みやげ物もの屋だった。

　四ツ宮フラワーワールドはこの町の観光の目め玉だまで、駅から歩いて五分ほどの距離にある。拓也たちのいる場所からも大きな観かん覧らん車しやが見える。それがこの町のランドマークにもなっていた。

「亨きよう司じたちはまだ来てないわね」

　日ひ向な子こは残念そうに言った。早めに着いたのだから当然だが、日向子が分かり切ったことをわざわざ口にするのは珍しい。明らかに彼女の様よう子すは普段と違う。本当に今日のイベントを楽しみにしてきたらしい。

「うん、そうだな」

　拓たく也やは生なま返事をする。亨司がこんな提案をした理由が気になっていた。どう考えても遊園地で遊びたがる人間ではない。なにか妙みような意図がなければいいのだが。

「……拓也」

「ん？」

「あれはなに？」

　日向子の指さす方には観光客向むけのソフトクリーム屋がある。「元がん祖そ紫むらさきいもソフト」の看かん板ばんの隣となりに、食欲をそそるとは言いにくい紫色のソフトクリームの写真が飾られていた。

「ああ、あれか……四よツつ宮みやの名物らしいぞ。俺は食ったことないけど」

　ソフトクリームの中にさつまいもを練りこんである、と聞いたことがある。

「初めて見たわ」

　日向子は感心したように言った。ふと、拓也は日向子を四ツ宮へ連れてくるのが初めてだと気付いた。彼女が古こ滝たきへ現れてから三ヶ月近く経たっているのに、隣町まちすら案内したことがなかった。この夏も二人で行った場所と言えば裏うら山やまぐらいのものだった。それも戦器オニクスの扱い方を彼女に教えてもらうためだ──もちろん、アルカミレスとしてはそれがなによりも重要なことだが。

　今日の日向子は普段の日向子とは違う。拓也は改めて彼女をまじまじと見つめた。

「な、なに？」

「なんか、日向子がいつもと違って見えると思って……その服、初めて見た」

　普段はジーンズばかりはいている彼女だったが、今日はシンプルな青いワンピースを身につけている。肩かた紐ひもだけでほとんどむきだしの白い肩がまぶしかった。肩にかけた白のトートバッグは少し大き過ぎたが、服にはよく合っている。

「ああ、これ」

　日向子は大して興味もなさそうに自分の服を見下ろした。

「この前、はる華かと駅前のお店に行った時に買ったの。バッグと一緒に」

　はる華、というのは同じクラスの国くに立たちはる華だった。日向子とは仲が良く、夏休みの間も何度か会っているらしい。きっとはる華に薦すすめられて買ったのだろう。

「動きにくいから着たことなかったけど、今日はそんなに体を動かさなくていいでしょう。だから着てみようと思って……変？」

　日ひ向な子こはまっすぐに拓たく也やの目を見て尋たずねる。途と端たんに拓也はどぎまぎしてきた。これが礼れ菜なだったら、「あたしの気が済むまで誉ほめちぎれ」というサインなのだが、日向子はそんな性格ではない。本当にどう見えるのか知りたいだけだろう。拓也はごくりと唾つばを吞みこんだ。

「あー……いや、変じゃない。す、すごく似に合あってる……と思う」

　舌を嚙かみそうになりながら拓也は言った。一いつ瞬しゆん、日向子の顔に戸と惑まどいの色が浮かぶ──それから、自分が誉められたことに気が付いたらしい。耳まで赤くなって視線を逸そらした。

「あ……ありがとう……」

「べ、別に……」

　友とも典のりたち早く来ねえかな、と拓也は思った。

「やあ、早いな」

　そこへ背後から声をかけられた。振り向くと駅の反対側へ通じている地下道から友典と亨きよう司じが現れた。亨司は夏だというのに長なが袖そでの黒いシャツと黒いズボンを身につけている。友典の方は派は手でなプリントの入ったＴシャツ姿で、体格の良さといい、ますます日焼けした肌はだといい、相変わらず場ば違ちがいなサーファーにしか見えなかった。

「待ち合わせ場所、反対側の改札って勘かん違ちがいしててさ。悪かったな」

　友典は済まなそうに言いながら、日向子に目を留めた。

「日向子、その服ふく似合ってるな」
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　さらりと誉ほめる友とも典のりに拓たく也やは心の底から感心した。さすが長年礼れ菜なの相手をしてきただけある。拓也が誉めた時とは違い、日ひ向な子こも自然に微笑ほほえんだ。

「ありがとう」

　そのやりとりとを聞いていた亨きよう司じは、腕組みをしながら何度もうなずいた。

「うん、確かにいつもと違うね……これなら大丈夫だな」

「……なにが？」

　と、拓也は尋たずねる。しかし、亨司は無言のまま招待券の入った封筒をポケットから取り出した。

「さて、それじゃ……」

　なぜか亨司は言葉を切った。微び妙みような沈ちん黙もくが流れる。その途と端たん、誰かの携帯が派は手でに鳴り始めた。

「あ、済まない。メールが入ったみたいだ」

　亨司はポケットから携帯を出してメールを確認する。彼の表情はわざとらしいほどはっきりと曇っていった。やがて携帯を元通りにしまうと、顔を上げて拓也たちを見た。

「どうかしたのか？」

　と、拓也が尋ねる。すると、亨司は招待券の入った封筒を拓也の手に握らせた。

「……な、なんだよ」

「大変申もうし訳わけないが、ちょっとした急用が入ってしまってね。誠に残念ながらぼくは行けそうもない」

　彼は大おお袈げ裟さに首を振った。

「方舟アルカに関係してること？」

　日向子が言った。

「まあ、そんなようなものかな……大したことじゃないけど、ぼくが直接行って確認しないとまずいんだ」

　拓也は首をひねった──どうも話がよく分からない。

「だったら、俺らも一緒に行った方がいいんじゃないのか？」

　亨司は慌あわてたように首を横に振った。

「いやいや、拓也と日向子の出番はないよ……ただ、そうだな。友典も一緒に来てくれないか？　君に手伝ってもらった方がよさそうだ」

「え、俺？」

　いきなり話を振られて、友典は戸と惑まどった。

「そうなんだ。ちょっと雑用もありそうだからね。いいかな？」

「……まあ、俺は別にいいけど……」

　友典はちらりと拓也を見た。拓也にはなんとなく話が見えてきた。急に亨司も友典も行けなくなった、ということは──。

「でも、せっかくここまで来たんだから、君たち二人で楽しんできてくれ」

（最初っから俺たち二人だけで行かせるつもりだったんだな）

　要するにデートしてこい、ということだ。

「お前、なんでこんなこと……」

「じゃ、そういうことで。ぼくたちは行くから」

　亨きよう司じは友とも典のりを引きずるようにして、たった今出てきた地下道の方へ戻っていってしまった。

「……なんなんだよ、あいつ」

　二人の姿が見えなくなってから拓たく也やはつぶやいた。亨司に渡された封筒の中身を確認する。チケットはきちんと二枚入っていた。

　亨司に担かつがれたようで不ふ愉ゆ快かいだった。もちろん、日ひ向な子こと遊びに行くのが嫌なのではない。むしろ行きたい。こんな回りくどいことをしなくても、最初から自分にこの招待券を渡してくれればよかったのに──。

（いや、よくないか）

　チケットを二枚渡されたところで、日向子に「遊びに行こう」とはとても言えなかっただろう。彼女が喜んでいくとは思っていなかったし、多分色いろ々いろ理由をつけて誘わずじまいだったはずだ。

　それでも、こんな風ふうにセッティングをされてまでデートに行きたくない。彼女にも全部事じ情じようを話して家に帰ろう。拓也はそう決心して日向子を振り返る。

「あのさ……」

　普段と違う姿の日向子が立っていた。彼女を目にした途と端たん、拓也の決心が音を立ててしぼんでいった。

「どうしたの、拓也」

　日向子は怪け訝げんそうに尋たずねる。

（日向子、楽しみにしてたんだよな）

　彼女はこれがデートだと気付いていない。ただ遊園地で遊ぶつもりでここまで来たのだ。もしここで帰ってしまったら、日向子の楽しみを奪うだけになってしまう。

　この三ヶ月、日向子はアルカミレスとして素人しろうとの拓也を守りながら必死に戦ってきた──たまには休息が必要だった。

「行こうか……二人だけになっちゃったけど」

　と、彼は言った。日向子は微笑ほほえみながらうなずいた。

「ええ」

　拓也たちは並んで歩き出した。
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　友とも典のりと亨きよう司じは四よツつ宮みや駅の反対側に出ると、バスターミナルの隅すみにある時計台の前で立ち止まった。亨司の腕をふりほどいて、友典は彼に詰め寄った。

「……なんなんだよ、あれは。メールが来たなんて噓うそなんだろ？」

「一応、メールは来たよ。単なる空メールだけどさ。あの時間に打ってくれるよう高たか橋はしにあらかじめ頼んでおいたんだ」

「なにを企たくらんでるんだ、お前」

　亨司は友典の問いにも眉まゆ一つ動かさなかった。

「そんなに怒らなくてもいいじゃないか。ぼくは二人の仲を取り持とうとしただけだよ」

　その言葉を鵜う吞のみにするほど友典はお人ひと好よしではない。彼が亨司に従っているのは、この少年が拓たく也やたちに害を及ぼさないか監かん視しするためでもあった。

「……本当のことを話せよ」

「だから、ぼくはただあの二人に仲良くなって貰もらいたいだけだよ。出来れば恋人同どう士しになってくれるとありがたい……その方が色々と都つ合ごうがいいしね」

　亨司は屈くつ託たくのない笑えみを浮かべた。友典の胸の奥で不安の火がともった。

「……都合がいいって？」

「二人の関係が深くなれば、それだけ必死にお互いを守るじゃないか。もっと強くなってくれるはずだよ。なにがあろうとも、拓也も日ひ向な子この味方になってくれるだろうしね」

　以前、亨司の言ったことを友典は思い出した。拓也を戦いに縛しばり付けるために、拓也の周囲の人間を「楔くさび」として扱う、と。亨司の頭の中では、日向子もまたその「楔」の一つなのだ。

「本当に下らないことを考えてるんだな」

　と、友典は静かに言った。こういう亨司の考え方にはついていけなかった。

「お前は拓也を見くびってるよ。礼れ菜なを助けた後もテリオンと戦い続けるかどうか、それは拓也の決めることだ。でも、日向子の身に危険が迫ってたとしたら、あいつがそれを放っておくはずない。別に恋人同士じゃなくても……」

「悪いんだけどね、友典」

　突然、亨司は友典の言葉を遮さえぎった。

「ぼくはそんな脳のう天てん気きな話をしているんじゃないんだよ。恋人同士じゃなくたって拓也は日向子を見捨てない。そんなことはぼくにだって分かってるんだ」

　いつのまにか亨司の顔から笑みが消えている。

「君は篠宮礼菜が無事に帰ってくると本気で思ってるのか？」

「な……」

　一いつ瞬しゆん、友とも典のりの頭の中が真っ白になった。ほとんど無意識のうちに拳こぶしを握りしめる。しかし、手を上げる前に手首をしっかりと押さえつけられていた。

「話を最後まで聞くんだ、友典」

　おそろしく強い力で友典の手首を締め上げながら、亨きよう司じはどこかのんびりと言った。

「もう彼女がさらわれてから三ヶ月近い。君はクランテリオンが彼女になんの手出しもせずに、ただ閉じこめておくと思っているのかい」

　友典は亨司の手をふりほどこうともがいた。

「殺されてるって言いたいのか！」

「それも可能性の一つだね。でも、死んでいる方がまだ救いがあるかもしれない」

「……え？」

　友典の拳から力が抜けていった。

「なに言ってるんだ？」

「戦器オニクスに長い時間触ふれていると、テリオンは覚かく醒せいしてしまう。眠っていた本ほん性しようが目覚めてしまうんだ。覚醒したテリオンは人の心を忘れ、戦いを好むようになる……なんのためらいもなく、人類の敵になるんだよ」

　思わず全身が総そう毛け立だった。礼れ菜なが誰かを傷つけるかもしれないと言っているのだ。そうなれば、当然礼菜は拓たく也やの敵ということになる。

「たとえ誰が敵だったとしても、拓也にはぼくたちの側に立って戦ってもらわなければならない。彼にアルカミレスであることを放ほう棄きさせるわけには行かないんだ。だから、篠しの宮みや礼菜がどんな姿でぼくたちの前に現れてもいいように、出来る限りの手を……」

「いい加か減げんにしろよ！」

　耐えられなくなって友典は大声を上げた。駅前を歩いている人々の視線を感じる。亨司は静かに友典から手を放した。

「俺は礼菜を助け出すために、お前に協力してるんだぞ」

　友典は肩をふるわせて言った。

「知ってるよ」

　と、亨司は言った。

「でも、拓也より先に君は知っておく必要がある。それは分かってるだろう」

　その言葉に友典はひるんだ。その通りだと心のどこかでは思っていた。しかし、思っていることと、思いたいことは違う。

「黙れ」

　彼は低い声でつぶやいた。

「拓也と礼菜が戦うことなんて絶対にありえない……そんなこと、二度と口にするな」

　自分の言葉がただの願がん望ぼうだということも、友典には分かっていた。彼はのろのろと向きを変えて歩き出した。後ろで亨きよう司じがなにか言っているが、耳に入らなかった。今は一人になりたかった。
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　夏休み最後の週末のせいか、四よツつ宮みやフラワーワールドは親子連づれの客で賑にぎわっていた。園内はアトラクションの種類によっていくつかの区域に分かれている。入園口ぐちから伸びているメインストリートが境きよう界かい線せんになっていて、拓たく也やたちも人ひと混ごみにまぎれてそこを歩いていた。

（最後に来たの、去年の夏だったな）

　毎年、夏休みには礼れ菜なや友とも典のりとここへ来ていた。礼菜が自分の好きなアトラクションばかりに乗ろうとするので、最後はいつもケンカになっていた。絶対来らい年ねんはお前と行かねえ、と文もん句くを言いながら帰るのが恒こう例れいになっていた。

　まさか、本当に礼菜と一緒にここへ来ない夏があるとは思ってもみなかった。

「……日ひ向な子こ、下向いてると危ないぞ」

　ふと、拓也は隣となりを歩いている日向子に声をかけた。しかし、彼女はパンフレットに夢む中ちゆうで見入っていた。聞いてねえな、と思った時、彼女はふと顔を上げた。

「拓也、ここはなに？」

　日向子は拓也の方にパンフレットを差し出した。彼女は園内の地図の一いち隅ぐうを指さしている。

「あ、そこはバラ園。でも今はあんまり咲いてないんじゃないかな」

　フラワーワールドという名前の通り植物がシンボルになっている。スピードや回転を売り物にした過か激げきなアトラクションが最大の売りだったが、芝しば生ふや花か壇だんといった憩いこいのスペースも充実している。ペットを連れて入ることも許可されていた。

　絶ぜつ叫きようと癒いやしのギャップが個性的だと受け取られているのか、昔からここを目当てに四ツ宮を訪れる観光客きやくは多かった。

「……そう。ありがとう」

　再び彼女はパンフレットに視線を落として歩き始める。雑種らしい中型犬けんを連れて走ってきた小学生ぐらいの女の子が、もう少しで彼女にぶつかりそうになった。

「日向子。危ないって」

　拓也の言葉は耳に入っていない。拓也はしばらくためらってから、パンフレットを持っていない方の彼女の手を取った。途と端たんに日向子は手を握り返してくる。拓也はぎょっとして彼女の顔を覗のぞきこんだが、相変わらずパンフに見入ったままだ。手を繫つないでいることに気が付いていないらしい。

（まあ、いいか）

　拓也は彼女の手を引いて歩いていった。




　日ひ向な子こは心の底から楽しんでいた。今まで遊園地に来たこともなかったし、来たいと思ったこともなかった。こういう場所で楽しめる自分がいたことも知らなかった。彼女はほとんど休みなく園内中のアトラクションで遊び続け、ようやく我に返ったのは観かん覧らん車しやに乗りこんでからだった。

　二人はゴンドラの座席に向かい合って座っている。ゴンドラが上昇していくにつれて、ゆっくりと景色が広がっていく。拓たく也やは戦器オニクスのケースにもたれるようにして、眼下の町に見入っている。その時になって初めて、日向子はここへ来てから拓也の口くち数かずが少ないことに気付いた。

「……ごめん」

　と、彼女は言った。拓也が驚いたように顔を上げた。

「え、なにが？」

「わたしばかり楽しんでしまって」

　戦器オニクスのケースを手放せない拓也は、全部のアトラクションに乗れるわけではなかった。待ってるから乗ってこいよと言われて、本当になにも考えずに一人で乗ってしまっていた。そういう自分が恥ずかしかった。

「俺だって楽しんでるよ」

　拓也はそう言って笑った。しかし、彼の様よう子すはどこか普段と違う──沈んでいるように見えた。

「本当に？」

「ウソなんかつくかよ……まあ、子供の頃から何回も来てるから、あんまり新しん鮮せんな気持ちじゃないけどな」

　日向子ははっとした。子供の頃から来ていたのなら、当然礼れ菜なも一緒に来ていたはずだ。ここは拓也たちの思い出の場所なのだ。そんな当たり前のことにも思い至らなかった。

（わたし、どうしたんだろう）

　以前はこんな風ふうに、なにかに夢む中ちゆうになって周囲が見えなくなるようなことなどなかった。いつもアルカミレスの自覚を持って行動していたと思う。そういう自分にも満足していた。

「とにかく、心配しなくていいって」

　と、拓也が言った。日向子はじっと彼の顔を見つめていた。おかしくなったのはパートナーとして拓也と一緒にいるようになってからだ。

「拓也から見て、わたしは変わった？　初めて会った頃に比べて」

「な、なんだよ、急に……」

　唐とう突とつな質問に拓也は面めん食くらったらしい。

「大事なことだから、正直に答えて」

　日ひ向な子こは真剣に言った。拓たく也やはしばらく考えこんでから、やがて軽くうなずいた。

「うん……確かに前と違うんじゃないか」

　一いつ瞬しゆん、日向子の目の前が暗くなった。やはり周囲の目から見てもおかしいのだ──。

「……前より楽しそうにしてる」

「えっ」

　思いがけない言葉に日向子はびっくりした。拓也はさして気にも留めずに話を続けた。

「最初会った頃はすごく生き真ま面じ目めな感じで、ちょっと取っつきにくいとこがあったけど、最近はそうでもない。よく喋しやべるし、笑うし……なんていうか、日向子も普通の女の子なんだなって思うよ」

　女の子、という言葉を口にした時だけ、拓也は照れくさそうに窓の外を見た。言われてみれば、楽しいと感じることが増えた気がする──今日のように。

「……まあ、今まで同じとこでこんなに長く暮らしたことなかったんだよな？　そういうのが関係してんじゃないのか」

（違う……そうじゃない）

　そんな理由だけで変わったわけではない。拓也と知り合ったから彼女は変わったのだ。そのことははっきりと自覚していた。

（拓也と一緒にいるから、わたしは楽しいんだ）

　日向子は膝ひざの上でぎゅっと両手をにぎりしめる。ひどく胸が苦しかった。その気持ちは別の言葉で言い換えられそうだったからだ。日向子は拓也と離れたくない。同じ時間を過ごし、同じものを見ていたい──一度気が付いてしまえば、その気持ちはずっと前から胸の奥にあった気がする。しかし、日向子はそれを認めるのが怖かった。自分の中にある深い穴を覗のぞきこむように、彼女は目を閉じた。

（ひょっとすると……わたしは）

　その時、みし、という奇き妙みような音が降ってきた。

　二人は同時に天てん井じようを見上げる。かすかだが確かに聞こえた。

「なんだろ、今……」

　拓也が言いかけた時、一いち条じようの白い光線が屋根を突き破り、向かい合った二人の目の前を矢のように横切った。スチール製の床を見下ろした日向子は息を吞む。二人の爪つま先さきのちょうど中間に硬こう貨か大の丸い穴が開いている。黒く変色した穴の縁ふちから、かすかに煙が上がっていた。今の光線が溶かしたに違いない。

　日向子の背中にじわりと冷ひや汗あせがにじんだ。

（……テリオン）

　ゴンドラの屋根の上には、この光線を発する能力を持つテリオンがいる。彼女はバッグの中に手を入れて黒い短たん刀とう──百視剣アルゴスガノンを握りしめた。拓也も無言で戦器オニクスの入った黒いケースの鍵かぎを開く。

（こんな人ひと気けの多いところで……）

　日ひ向な子こは唇くちびるを嚙かんだ。テリオンが現れるはずはないと油ゆ断だんしていた。人間を標ひよう的てきにしているならともかく、アルカミレスと戦おうとするテリオンがこのような場所を選ぶのは珍しいことだった──戦いを至し上じようのものとする性質のためか、第三者の介かい入にゆうを避けようとすると言われていた。

「……拓たく也や」

　日向子は拓也に目め配くばせをする。彼は既すでに金色の大剣クレイモア・イグニス・アウルムを抜きはなっていた。




「反転リトウルネ！」




　二人は同時に叫ぶ。次の瞬しゆん間かん、日向子には白、拓也には赤の堅けん固ごな外殻クラスタがそれぞれの体を覆おおっていく。それは身を守る鎧よろいでもあり、同時に強い力をもたらすもう一つの筋肉でもあった。彼らの手にしている戦器オニクスが、体の内側に潜ひそんでいる外殻クラスタを外側へと「反転」させる。拓也の鎧は全身を隅すみ々ずみまで覆っているが、日向子のそれは不完全で、特に右半身は生なま身みに近い状態だった。

『こんにちは。アルカミレスの皆さん』

　その時、天てん井じようの向こうからくぐもった男の声が聞こえてきた。

「……誰？」

　と、日向子が尋たずねる。

『クランテリオンから遣つかわされた者です……今日はあなた方に警けい告こくに来ました』

「警告？」

　声の場所を慎しん重ちように計りながら拓也は言った。

『ええ。わたしたちの邪じや魔まをしないように、と』

　拓也はイグニス・アウルムを天井に向けて構え、いきなり突きを放った。耳みみ障ざわりな音とともに天井にずぶりと刃やいばが食いこむ。その途と端たん、突き刺さった大剣クレイモアのすぐ隣となりにもう丸い穴が開き、射さしこんだ白い光が拓也の赤いマスクに命めい中ちゆうする。彼はイグニス・アウルムを穴から引き抜いて、片手で額ひたいを押さえながらよろめいた。

「拓也！」

　日向子が呼びかけると、拓也は首を一ひと振ふりして顔を上げた。額の装そう甲こうが溶けかけている。皮ひ膚ふにまでは達していないようだが、この光線には外殻クラスタを傷つける程度の力はあるようだ。

『もう少し、相手の居い場所を正確に把は握あくした方がいいですね』

　屋根の上からからかうようにテリオンは言った。拓也の攻撃は外れたらしい。

　日向子は天井を凝ぎよう視しする。拓也が開けたものも含めて天井の穴は三つあるが、そこからテリオンの姿は見えなかった。

　ふと、彼女の胸に疑ぎ念ねんが兆きざした。どうやってこのテリオンは誰にも気付かれずに屋根に乗ったのだろう。それに、今いま外から見ればテリオンがいることは一いち目もく瞭りよう然ぜんのはずだ。どうして何事もなく観かん覧らん車しやが動き続けているのだろう。

　その時、どこかから金属の軋きしむ音が響ひびき渡り、ぐらりとゴンドラが傾いた。日ひ向な子この足元から戦せん慄りつが駆け上った。はっと扉とびらの外を見ると、ゴンドラを鉄骨の車輪に繫つなげている鋼こう鉄てつ製せいのバーが真まっ赤かに溶けて折れかかっていた──ゴンドラを落とすつもりだ。

（ここから出ないと）

　日向子は窓の外を見る。既すでにゴンドラは頂ちよう上じようを過ぎていたが、地上からはまだ遠い。眼下には低い庭木に囲まれた芝しば生ふが見える。この炎えん天てん下かでは休んでいる者もいない。日向子は着地点をそこに決めた。

　彼女は百視剣アルゴスガノンを振るい、強化プラスチックの窓を切り裂いた。窓に大きな穴が開き、プラスチックの破は片へんがばらばらと地面へと落ちていく。外から生なま暖あたたかい風がゴンドラの中に吹きつけてきた。

「拓たく也や、ここから……」

　窓まど枠わくを摑つかんだまま、パートナーを振り返る。その時、外殻クラスタに包まれているはずの手の甲こうが耐えがたいほどの熱を帯びた。

「日向子！　左手！」

　拓也が大声で叫ぶ。白い光が百視剣アルゴスガノンを握りしめた彼女の左手をまばゆく照らしている。炎ほのおに包まれた外殻クラスタの中で、左手の肉が焼かれていくのがはっきりと分かった。

（わたしの外殻クラスタでは耐えられないんだ）

　激げき痛つうに歯を食いしばりながら彼女は思った──日向子の外殻クラスタは拓也のものとは強度がまったく違っている。

　一いつ瞬しゆん、棒ぼう立だちになった彼女の手から百視剣アルゴスガノンが離れ、地面に向かって放ほう物ぶつ線せんを描いて落ちていった。途と端たんに彼女の全身を覆おおっていた外殻クラスタもすっと消えてしまった。

（……しまった）

　戦器オニクスの力の及ぶ範はん囲い──境域グロブスから出てしまうと、「反転リトウルネ」の状態を維い持じ出来なくなる。外殻クラスタを失った日向子は背せ筋すじを震わせた。あの光は外殻クラスタ越しでも彼女に傷を負わせる力があった。もし生なま身みのまま浴びれば間違いなく貫かん通つうする。

　拓也の赤い腕が日向子の体に回され、ふわりと抱き上げられた。

「行こう」

　短く告げるのと同時に、拓也たちは壊れた窓から空中へ飛び出した。二人の体は植え込みに向かって落ちていく。日向子は急速に遠ざかるゴンドラの屋根に目を凝こらした。

　そこには誰の姿もなかった。

「えっ」

　日ひ向な子こは声を上げた。たった今、テリオンの声も聞き、攻撃を受けたばかりだ。たとえ飛び去ったとしても完全に視し界かいから消えるはずがない。しかし、テリオンは完全に姿を消している。

　その時、拓たく也やが無む人じんの芝しば生ふに着地した。日向子は拓也の体から離れて周囲を見回した。百視剣アルゴスガノンはこの近くに落ちたはずだ。

　二人がいる場所は植木に囲まれて外から見えなかった。それでも、地上にいる人々はなにかが落ちてきたことには気付いたらしい。徐じよ々じよに話し声と足音が近づいてきていた。

「わたしは戦器オニクスを捜す。拓也はテリオンの方を……」

　突然、非常ベルが鳴り響ひびき、ゴンドラを一いつ斉せいにゆらしながら観かん覧らん車しやが動きを止めた。おそらく緊きん急きゆう停止装そう置ちが働いたのだろう。拓也と日向子は同時にゴンドラを見上げた。

　さっきまで彼女たちのいたゴンドラは、巨大な円の上うえ半分──時計の文字盤ばんで言えば十時あたりの位置にあった。それが車輪の外周から外れてゆっくりと落ち始めていた。真下にあるゴンドラや鉄骨に次々と激げき突とつし、回転しながら軌き道どうを変え、やがて勢いよくなにもない空中へと飛び出した。

「あ……」

　日向子は大きく目を見開く。今は植木に遮さえぎられて見えないが、その落下点のあたりには別のアトラクションへと向かう歩道があったはずだ。

　どこかから人々の悲鳴が聞こえてきた。
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　時間は少し前に遡さかのぼる。

　拓たく也やたちが観かん覧らん車しやに乗りこもうとしていた頃、友とも典のりは四よツつ宮みや駅えき前のベンチに座っていた。夏の太陽をまともに浴び続けて、額ひたいから汗あせが流れ落ちる。

　顔を上げると駅前のソフトクリーム屋の看かん板ばんが目に入る。「紫むらさきいもソフト」で有名な店で、毎まい年とし拓也たちと遊園地へ行った帰りには必ず買って食べていた。

　食べたがるのはいつも礼れ菜なだったが、そのくせ「全部はいらない。半分でいい」と言い出すのが常だった。食えなかったら俺たちが食うよ、と拓也が言うと、「全部食べれないからお金は出したくない」と胸を張る──。

　要するにおごれということだった。拓也が礼菜のワガママに厳きびしかったので、最後はいつも友典が財さい布ふを出していた。

「……礼菜」

　と、彼はつぶやいた。さっきの亨きよう司じの話が頭の中に蘇よみがえる──彼にとって礼菜は子供の頃からの幼おさな馴な染じみで、たまたまテリオンの血が混じってしまった「人間」だった。

　彼にとっての「テリオン」は、誰よりもまず父を殺したオフリス・ペインキラーだった。当然、礼菜とオフリスは彼の中ではまったく別のものだった。しかし、よく考えればオフリスにも人間の血が流れている。

　礼菜もオフリスも人間とテリオンの混血という点では変わらない。亨司に言われるまで、そのことを考えたこともなかった。

（……テリオンって、なんなんだろう）

　戦器オニクスを操あやつる人類の敵。人じん外がいの血を引く者。しかし、自分が何者か知らず、礼菜のように人間として生活してきたテリオンはきっと今も大おお勢ぜいいるはずだ。彼らは果たして「テリオン」なのだろうか──というより、テリオンと人間の区分に意味はあるのだろうか。

　万まんが一いち、礼菜が「敵」として現れたら、その時から彼女は自分にとってテリオンになるのだろうか。その時、自分はどうしたらいいのだろうか。

　いくら考えても結論は出なかった。頭がぼやけて、友典は目を閉じる。暗くら闇やみの中で足元がぐらぐらと揺れている気がした。そのまま地の底に引きずりこまれそうだった。彼の体からゆっくりと力が抜けていった。

「…………っと」

　小さな硬いものが頰ほおに触ふれる。振り払うのも億おつ劫くうだったので、友典は放っておくことにした。

「ちょっとちょっと」

　それでもノックするようにつついてくる。聞こえてくるのは高い女の子の声だった。でも、今は眠いのでもう少し放っておいてほしかった。

「ちょっと。起きないと死ぬわよ」

　死ぬ、という言葉にかすかな違い和わ感かんを覚えた──と、頰ほおに当たっている硬いものが強い力でぐいぐい押しつけられる。

「……え？」

　友とも典のりが薄うす目めを開けると、ベンチの前に女の子が立っていた。透すき通るような白い肌はだに栗くり色いろのセミロング。フリルのついた淡あわい色のブラウスに、何いく重えものレースで縁ふちどられた花はな柄がらのスカート。そして、スカートと同じ柄の日ひ傘がさを手にしている──友典の頰に食いこんでいるのはその日傘の尖せん端たんだった。

「……まだ目が覚めないのかしら」

　独り言のようにつぶやいて、さらにぐりぐりと日傘の先を押しこむ。友典は頰を押さえながらあわてて上半身を起こした。

「もう大丈夫。起きてるから」

　友典はからからに乾いた声で言った。いつのまにかベンチに横たわっていたらしい。熱ねつ中ちゆう症しようで意識を失いかけていたのだろう。

　友典は見知らぬ少女を見つめる。小こ柄がらだがおそらく年は友典と変わらない。アンティークの人形が動き出したように可愛かわいい女の子だった。

　彼女が起こしてくれなかったらどうなっていたか。

「どうもありがとう……その……」

　立ち上がろうとしたが、目まいに襲おそわれてうまく腰が上がらない。友典は駅の売店の隣となりにあるドリンクの自じ動どう販売機に目を留めた。

「……悪いんだけど、そこの自じ販はん機きで水のペットボトル買ってきてくれないかな。お金は払うから」

　彼女は露ろ骨こつに嫌な顔をする。どうしてわたしがそんなことしないといけないの、と茶ちや色いろの瞳ひとみが雄ゆう弁べんに語っている。しかし、彼女が口にしたのは別の言葉だった。

「分かったわ。水でいいのね」

　しぶしぶという態度を隠かくしもせずに、彼女は自動販売機で買い物を済ませて戻ってきた。

「はい」

「……ありがとう」

　友典は礼を言ってペットボトルを受け取った。彼はキャップを外して喉のどを鳴らしながら水を飲んだ。全身に染み渡るようでほっと息をもらす。一気に半分まで減ったところで、彼はその残りを頭からばしゃばしゃとかぶった。どうせ汗あせをかいているのだから、これ以上濡ぬれたところで大して変わりはない。

　全部の水を使い終わると、それまでの気分が噓うそのようにすっきりした。

「本当にありがとう。助かったよ」

　彼女にそう言うと、無言で手を差し出してくる。一いつ瞬しゆん、彼は目を瞠みはった。白くて華きや奢しやな手はなんとなく礼れ菜なのそれに似ていた。

「なにをぼんやりしているの。お金」

　不ふ機き嫌げんそうに彼女は言った。

「ああ、ごめん」

　彼はベンチから立ち上がって、ジーンズの尻しりのポケットから財さい布ふを出した。しかし、中には紙し幣へいだけで小こ銭ぜにが入っていない。

「悪いんだけど、ちょっと待っててくれる？　崩してくるから」

　相手の返事を待たずに駅の売店の方へ歩きかける。また熱ねつ中ちゆう症しようにならないために、念ねんのため新しい飲み物を買うつもりだった──が、すぐに彼は振り返った。

「もし良かったら欲しい飲みたいものとかある？　もちろんお金は払うけど、それとは別にお礼をさせてほしいんだ」

「はあ？」

　下らない、と言いたげに少女の眉まゆが吊つり上がる。断られるかと思ったが、途中で気が変わったらしい。ぐるりとあたりを見回して、「紫むらさきいもソフト」の看かん板ばんに目を留めた。

　沈ちん黙もくが流れた。

「あれにする？」

　遠えん慮りよがちに友とも典のりが声をかける。彼女はかすかにうなずいた。

「……でも、全部は要いらないわ」

　友典ははっとした。顔かたちはさほど似ているわけではないが、なぜかこの少女には礼菜を思わせるものがある。つい彼女から目を離せないでいると、

「なによ。気持ち悪いわね。一体……」

「俺は東とう堂どう友典」

　気が付くと友典は自分の名を名乗っていた。彼女はしばらく戸と惑まどっていたが、仕方なさそうに口を開いた。

「わたしは毬まり子こ……」

　そこまで言いかけて、喉のどになにかが引っかかったように咳せき払ばらいをする。

「……榛はる名な。榛名、毬子」




　友典はソフトクリーム屋で紫いもソフトを買った。毬子に渡すと、神しん妙みような顔で紫色のクリームの端はじをかじった。ちっと舌した打うちをする。気に入らなかったのかな、と思っていると、

「これ、美お味いしいわ。甘さもしつこくないし」

　なぜか腹立たしそうに誉ほめて、もう一口かじる。

「……そ、そう。よかった」

　と、友とも典のりは言った。感情表ひよう現げんが普通の人間とはだいぶ違う。かなり変わった性格の持ち主らしかった。

「ここらへんに住んでるの？」

「……古こ滝たき」

　ぶっきらぼうに彼女は答えた。

「じゃ、俺と一緒だ。古滝のどこらへん？」

　彼女は友典を見たが、なにも言わずにクリームをぺろりと舐なめた。答えたくない質問には答えない方針らしい。それにしても、どうしてこうも不ふ機き嫌げんそうなのだろう。

「お前はあそこでなにをしていたの？」

　いきなり「お前」呼ばわりされて友典はぎょっとした。

「……ああ、うん。ちょっと考え事」

「どんな？」

　間かん髪はつ入いれずに彼女は尋たずねてくる。友典の脳のう裏りを笑顔の礼れ菜なが横切った。なぜか紫むらさきいもソフトを片手にＶサインを繰り出していた。

「……友達のこと、かな」

「友達のことを考えると、お前は直ちよく射しや日光を浴びるの？」

　彼女は真ま顔がおで言った。友典は思わず噴ふき出しそうになった。

「なにがおかしいの？」

　彼女はじろりと友典をにらみつけた。

「いや、ごめん……わざと直射日光浴あびたわけじゃないんだけど。今日はちょっとうっかりしてた。最近会えない友達がいて、心配だったんだ」

「どんな友達？」

　友典は戸と惑まどった。興味がありそうでもないのに、妙みように色々と質問してくる。

「幼おさな馴な染じみみたいなもんかな。もう一人男おとこの友達がいて、そいつと三人で兄妹みたいに育ったんだ……でも、三ヶ月ぐらい前にちょっと色々あってさ」

　毬まり子こはいつのまにかソフトクリームを食べるのをやめ、友典を凝ぎよう視ししている。なにか気になることがあるらしい。

「なに？」

「…………友達？」

「友達だよ。別に彼女とかじゃないから」

「向こうもお前を友達だと思っているの？」

「うん。もちろん」

　それは確信を持って言える。友典と礼菜の間には恋愛めいた感情はないが、互いに心を許し合っていた。一緒にいるとお互いに落ち着ける相手だった。

「そう。友達……」

　なぜか友達という言葉にやたらと反応してくる。さすがに理由を知りたくなってきた。

「あのさ、なんで」

「もういらないわ、これ」

　不意に毬まり子こは半分ほど食べ終わったソフトクリームを唇くちびるから離した。

「そう。じゃあ……」

　残りは俺が食べるよ、と言いかけて、目の前にいるのが礼れ菜なではないことを思い出した。自分はこの少女の親しん戚せきでも幼おさな馴な染じみでもない。そういえば、礼菜がこれを食べ残した時もだいたいは拓たく也やが片付けていたと思う。

　その時、かすかにどこかからサイレンの音が聞こえた。友とも典のりは遊園地のある方角に目を凝こらした。商店街の屋根の向こうに観かん覧らん車しやが見えたが、どことなく普段と様よう子すが違っている。

　しばらく眺ながめているうちに、巨大な車輪が完全に停まっていることに気付いた。

「なんかあったのかな」

　そう言いながら友典は毬子の方を振り返る。

「えっ」

　たった今までそこにいた毬子の姿がない。彼女の持っていたソフトクリームは地面に落ちて、無む惨ざんにもつぶれていた。店の前に立っているのは、友典一人ひとりだけだった。
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　観覧車のゴンドラが地面に向かって落下し始めた瞬しゆん間かん、拓也は地面を蹴けって駆け出していた。植木をかき分けて遊歩道に飛び出すと、人々が凍りついたように立ちすくみ、それからさっと左右に散っていった。

　人々の顔に貼はりついているのは驚きと恐怖の感情のどちらかだ。悲鳴を上げている者までいた──テリオンだ、という声も聞こえた。

　拓也は自分の異い形ぎようの姿を意識する。

（……そう見えるのか）

　頭では分かっていたが、複雑な気分だった。

　落下点の近くまで来た時、拓也は息を吞んだ。遊歩道の真ん中に小学生らしい男の子が座りこんでいた。白い猫を胸に抱いている。おそらく、その猫を助けようとして一人だけ逃げ遅れてしまったのだろう。がたがたと震えながら俯うつむいている。

　拓也は少年のＴシャツの襟えりを摑つかんだ。そのまま彼を周囲の群ぐん衆しゆうへと投げ飛ばすつもりだった。自分一人ならこの外殻クラスタの強度と筋きん力りよくに全てを賭かければいい。

　ふと、首くび筋すじがちりちりと灼やけ付くような感覚に襲おそわれた。いつのまにか彼ら二人のいる場所は黒い影の中に沈みかけていた。頭上を見ると、円形のゴンドラの底面がすぐそこまで迫ってきていた。落下のスピードが思ったよりもずっと速い。拓たく也やの心しん臓ぞうがどくんと跳ねた。

（無む理りだ）

　もう少年を逃がすことは出来なかった。この少年の命を守るには、立ったままゴンドラを受け止めなければならない。しかし、受け止める衝しよう撃げきでゴンドラが壊れても少年は無事では済まない。難しい力のコントロールが必要とされる。

（出来るのか、俺に）

　外殻クラスタの下で全身がこわばり、背中が冷たい汗に濡ぬれるのが分かった。

　ふと、少年は顔を上げて、すがるように拓也を見た。紙のように白くなった頰ほおに涙が流れている。拓也の全身に震えが走った。

（俺はテリオンじゃないんだ）

　望んでいるのは戦いなんかじゃない。戦いだけを望む者にはなりたくない。だとしたら、人の命を助ける瞬しゆん間かんにも役に立たなければならない。自分が戦うだけの存在ではないと証しよう明めいするためにも。

　彼は大剣クレイモアを手放し、大地をしっかりと踏みしめながら大きく手を広げた。その刹せつ那な、背中まで地面に押しこまれそうな衝撃がのしかかってきた。

「ぐうっ！」

　膝ひざががくんと折れかかる。全身を包む外殻クラスタが軋きしみ、意識が遠のいた。拓也は渾こん身しんの力をこめて倒れかける自分の体を支える。もう駄だ目めだ、と思った瞬間、地面に突き刺さっているイグニス・アウルムが目に入った。金色に輝く刀とう身しんが自分に語りかけているようだった。




（炎は黄金イグニス・アウルを証明しム・プロバツト、苦難は勇者ミセリア・フオルを証明するテース・ウイロース）




　彼は漠ばく然ぜんと既き視し感かんを覚えた。以前にもこんなことがあった気がする。こんな風ふうにこの大剣クレイモアを眼前にしながら、厳きびしい試し練れんに耐えたことがあるような──。

　突然、外殻クラスタの表面が震え始めた。硬いはずの表面がまるで粘ねん土どをいじるようにうねうねと波打っているように見えた。

（なんだ、これは）

　下半身の外殻クラスタがかすかに膨ふくらんで、力が漲みなぎってくる気がした──。

　我に返るとゴンドラは拓也の背中で静止していた。落下の衝撃が通り過ぎてしまうと、この外殻クラスタで支えられないほどの重さではない。彼は慎しん重ちようにゴンドラを地面に下ろした。ずん、という振しん動どうが下腹に響ひびく。振り返ると猫を抱いた少年は同じ場所に座りこんでいた。体のどこにも怪け我がはないらしい。

　人ひと垣がきをかき分けるようにして、母親らしい三十代の女性が飛び出してくる。抱きかかえられながら、少年はじっと拓たく也やの方を見つめていた。

（良かったな）

　安あん堵どのため息を洩もらしながらあたりを見回す。人々は無言で彼を遠とお巻まきに囲んでいる。テリオンの姿はどこにも見あたらない。どうやら、完全に逃げてしまったらしかった。

　彼は自分の外殻クラスタを見下ろした。一いつ瞬しゆん、外殻クラスタの形けい態たいが変化したように思えたが、今はすっかり元に戻っている。

（気のせいか）

　外殻クラスタが変化するなど聞いたことがない。おそらく、せっぱ詰まって錯さつ覚かくしただけだろう。

　そこへ人垣をかき分けながら何人もの警けい備び員いんがやって来るのが見えた。同時に人々から離れたところに立っている日ひ向な子こにも気付く。彼女は唇くちびるを動かしている──逃げて、と言っているようだった。

（……分かった）

　拓也は軽くうなずいた。拓也の「反転リトウルネ」はせいぜい五分しか保もたない。ぐずぐずしていたら、この場で素す顔がおを晒さらすことになってしまう。それだけはなんとしても避けなければならなかった。

　彼はイグニス・アウルムを拾い上げると、外殻クラスタの力で高く跳ちよう躍やくした。群れをなす人々の頭上を飛び越えて、彼は一いち目もく散さんに人ひと気けのない場所を目指して走った。




　毬まり子こは日ひ傘がさの端はしを少し持ち上げて、西日を浴びている観かん覧らん車しやを見上げた。ゴンドラが一つ欠けた観覧車は停まったままだ。

　彼女は人気のない入園口ぐちの前に立っている。ゲートは既すでに閉ざされており、園内から客はいなくなっている。警察官らしい男たちの姿が見えるだけだった。チケット売り場の先にある駐車場には、警察のものらしい車が何台も停まっていた。

　観覧車のゴンドラが落下する事件が起きてから二時間ほど過ぎている。四よツつ宮みやフラワーワールドは臨りん時じ休業となり、ほとんどの客は簡単な尋じん問もんの後に家へ帰されていた。

『……わたしの方はとりあえず種たねを蒔まきました。これでアルカミレスの連れん中ちゆうも食いついてくるでしょう』

　どこからか声だけが聞こえてくる。

「ずいぶん派は手でにやったわね、アパタス」

　と、毬子は言った。

『今回の任務では必要なことですから』

　彼女とアパタスはお互いの今日の行動を報告しあっていた。一緒にアルカミレスを狩かるようになってからもう何年も経たつが、このようにアパタスが単独でアルカミレスと戦うことは滅めつ多たにない。普段はもっぱら毬まり子この補ほ佐さに徹てつしていた。

「どうだった？　アルカミレスたちは」

『雪花鎧アルヌワ・ブランと血刃の王ロワ・デ・ルジエ……どちらも二流ですね。あなたの敵ではありませんよ』

「あら、最後に残った現役じゃなかったの？」

　毬子は思わず目を丸くした。

「実力があるから今まで活動しているのかと思っていたわ」

『……雪花鎧アルヌワ・ブランは鎧よろいの定着度どが低いですし、使っている戦器オニクスの力が弱いようです。戦いの経験はそれなりにあるようですが、全体的な総そう合ごう力はあなたよりも格かく段だんに落ちるでしょうね』

「そう……残念だわ」

　雪花鎧アルヌワ・ブランは毬子とほぼ同どう年代で、戦器オニクスを扱い始めた時期も同じぐらいだと聞いている。同年代の好こう敵てき手しゆ、というものに少し憧あこがれていた。

『自分の強さを基準に考えない方がいいですよ。毬子』

　毬子は話の続きを待ったが、アパタスはなにも言わない。今日、アパタスはもう一人の「毬子と同年代のアルカミレス」に会っているはずだが──。

「ねえ、肝かん心じんの赤い方はどうなの？血刃の王ロワ・デ・ルジエは？」

　ためらうような沈ちん黙もくが流れる。

『……彼の方は逆に経験がなさ過ぎます。素人しろうとにしては努力している方でしょうが、無む駄だな動きも多いですね。周囲への注意力にも欠ける……外殻クラスタの基本的な能力の高さは特とく筆ひつすべきものがあるでしょうが……』

「ふうん」

『やはり、本当にあの二人だけで火か凜りんと水すい漣れんを退しりぞけたのか、疑問ですね』

　毬子やグロスマンほどではないにせよ、火凜と水漣は戦せん闘とう力の高いテリオンだった。まだ存在を知られていないアルカミレスが二人を助けているかもしれない──そう言いたいらしかった。

　またアパタスは押し黙ってしまう。毬子はじれったくなってきた。

「なにか気になることでもあったの？　赤いアルカミレスに」

　と、毬子は言った。アパタスは篠しの宮みや拓たく也やに関する説明を避けているように思えた。

『気になる、というほどではありませんが……その……』

　と、アパタスは言いよどんだ。

『なにか異い質しつなものを感じさせるアルカミレスでした。他のアルカミレスとはなにかが根本的に違っているような……あくまで、わたしの印いん象しようですが。もっとも、現げん時じ点てんの強さでは問題になりません』

　毬子は黙って耳を傾けていた。アパタスの話はよく分からなかった。他のアルカミレスと多少違ちがっていたところで、強くないなら殺せば済む話だ。戦ってみれば分かるだろうが、すぐというわけには行かない。毬子にはしなければならないことがあるからだ。

『ところで、あなたはどうして今日東とう堂どう友とも典のりと接触したのですか？』

　アパタスの声には強い不満がこもっている。毬まり子こはうるさそうに顔をしかめた。

「どちらにしてもあいつを調べなければならないでしょう？　別に構わないじゃない」

　毬子たちがグロスマンから与えられた任務は、一人残らずアルカミレスを倒すことだった。そのためにはまず篠しの宮みや拓たく也や──血刃の王ロワ・デ・ルジエと、久く慈じ日ひ向な子こ──雪花鎧アルヌワ・ブラン以外にアルカミレスが残っていないかどうか、調査する必要があった。既にアパタスはその可能性がある者を二人に絞しぼっている。大おお江え亨きよう司じと東堂友典。二人ともアルカミレスたちのチームの一員だった。

「あの人間と話すのは本当に気持ち悪かったわ」

　友典のどこか間の抜けた笑顔を思い出して、毬子はぶるっと体を震わせた。馴なれ馴れしく話しかけてくるのがたまらなく不快だった。どんな人間が相手でも話すのは嫌だが、特にあの東堂友典は不快だった。

『ですから、今日きよう接触する必要はなかったと言っているのです。後から不ふ自然に思われますよ』

「……最初は見ているだけのつもりだったのよ」

　毬子はむっとして言い返した。アルカミレスとしての訓練を積んでいる人間は、外殻クラスタを身につけていない時でも身のこなしに特とく徴ちようが出る。毬子はこれまでの経験から、ある程度の時間をかければ、その人間がアルカミレスかどうかを高い確かく率りつで見み極きわめることが出来た。友典を尾び行こうしていたのも「観察」のためだった──が、夏の太陽の下でベンチに座った友典は、だらだらと汗をかきながら倒れてしまった。

『そのまま放っておけばよかったではありませんか。相手はアルカミレスの協力者ですよ。ひょっとするとアルカミレスそのものかもしれない』

「倒れたら情報も引き出せないじゃない。それに……」

　毬子は友典に奢おごられたソフトクリームを思い出した。あれは割合美お味いしかったが、ますますアパタスが怒り出しそうなのでその話はやめておいた。

『……正直なところ、あなたには荷が重い役割ではありませんか？　ここ数年、ほとんど人間と接していないでしょう』

「やれるわよ。第一、わたしがやる以外にないじゃない。そうでしょう、アパタス」

　直ちよく接せつ人間と接触して情報を引き出すのは毬子の役割になっている。彼女はグロスマンに与えられた任務をなんとしてでも果たしたかった──そうすれば、金色の戦器オニクスの使い手となる道も開ける。

　沈ちん黙もくが流れる。かすかに夕ゆう風かぜが吹き始めていた。

『分かりました。とにかく、最初に申し合わせた通りに行動して下さい』

　アパタスは諦あきらめたように言った。

『今後はお互いに連れん絡らくを取りにくくなります。くれぐれも冷静さを失わないように。人間らしい態度を心がけて下さい』

「分かってるわよ」

　ふと、彼女はさっきの友とも典のりの話を思い出した。三ヶ月前から会えないという「友達」──おそらくイレーナ・ヴォルクのことだろう。友典の話はどれも下らなかったが、あの話だけは笑いをこらえるのに苦労した。テリオンと人間の間に友情など生まれるはずがない。愚おろかしい願がん望ぼうだ。

「……真の獣けものは人と相あい容いれない」

　以前どこかで聞いた言葉を彼女はつぶやいた。人がテリオンとなにかの交流を持てるのは、まだ覚かく醒せいしていない時だけだ。覚醒前まえのテリオンは家か畜ちくと同じだからだ。しかし、野のを駆ける獣として目覚めれば、二度と人ひと里ざとへは戻らない。毬まり子こ自身もそうだった。

『どうかしましたか？』

「いいえ。それじゃ、しばらくは別べつ行動ね」

　冷れい笑しようを浮かべながら彼女は言った。




　万まんが一いち、人里へ戻ることがあるとしたら、それは狩かりの時だけだ。

　人間の中に潜ひそむアルカミレスを狩る──毬子・ファランクスにとっては最上の歓よろこびだった。







　　　幕間・一







　拓たくちゃんは来てくれる。来てくれるって言ったから、来てくれるはず。

　……うそ。言ってなかった。あたしは助けてって、言ったのに。

　でも、そう思ってくれたはず。多分。




　イレーナ様、と声が聞こえる。目を開けるとレディ・バレットが心配そうに礼れ菜なを覗のぞきこんでいる。また床に倒れていたらしい。

「イレーナ様、どうか長なが椅い子すでお休み下さいませ」

　返事を待たずに軽かる々がると礼菜を抱きかかえて立ち上がる。少し瘦やせたかもしれない。ずっと食欲がなかった。

「あたし、は……」

　舌がもつれた。言葉が出てこない。泣きそうになるほど考えてから、やっと思い出す。

「……しのみや、れな」

　大きな仕事を終わらせたように、バレットの胸にぐったりと顔を預けてしまう。

「存ぞんじておりますわ……でも、今は無む理りにものをおっしゃらない方が」

　礼れ菜なの体は黒い長なが椅い子すに横たえられる。ドレスを着たままの体がひどく重く、体がけだるかった。ひどい頭痛のせいで考えがはっきりしない。うっすらと目を開けて、窓の向こうの乳にゆう白はく色の霧きりを眺ながめた。

　この「城カストラ」がどこにあるのか、相変わらず分からないままだ。聞こえるのは風の音ばかりで、鳥の声は聞こえない。ただ、現実の世界のどこかではあるらしい。一度だけ、かなり近くを飛行機の爆ばく音おんが通り過ぎていった。

　多分、もう夏も終わりのはずだ。ふと、礼菜はこの季節に必ず食べていた四よツつ宮みやのソフトクリームを思い出した。半分しか食べないので拓たく也やに叱しかられていたけれど、あの店の前に行くと必ず欲しくなった。

　拓也はいつも礼菜が残したソフトクリームをぶつぶつ言いながら食べていた。それを見ているのが好きだった。本当はあれが欲しかったのではなくて、一つのものを拓也と半分ずつ食べたかっただけかもしれない。礼菜、と呼ぶ時の拓也の言葉の響ひびきが好きだった。もう何ヶ月も拓也の声を聞いていない。

「イレーナ様、お加か減げんはいかがですか」

　一いつ瞬しゆん、自分の名前が分からなくなった。

「……ちがう。あたしは……」

「おかわいそうに、イレーナ様」

　イレーナ、という言葉で頭がいっぱいになりそうだった。イレーナ、イレーナ、イレーナ。そう呼ばれるたび、自分の名前が分からなくなりそうで恐ろしくなる。忘れた自分がどうなるかを想像することも恐ろしい。礼菜の中で恐怖はどんどん膨ふくらんでいき、やがてぱんと弾はじける。その中からどろどろした怒りが流れ出してくる。

　まるで誰かの血のように赤く、きっと誰かの肉のように甘い。

「殺すぞ……バレット」

　思わず口くち走ばしった自分の言葉も恐ろしかった。

　しかし、なぜかバレットの唇くちびるにはかすかな喜き色しよくがよぎる。

「本ほん望もうですわ。イレーナ様」

　バレットは礼菜に囁ささやきかける。彼女のひやりとした唇が額ひたいに触れた。バレットの唇が手の届くところにある──どんな味、だろう、と、彼女は思った。

　食べて、みたら。

「いいのですよ」

　きれいな声でバレットは歌うように言った。

「その白い爪つめ、白い牙きばでわたくしを引き裂さいて、終わりなき夜への供そなえ物ものとなさいませ」

　牙きばと、爪つめ……誰のだろう？

　礼れ菜なは体を縮めてぎゅっと目を閉じる。

　自分が少しずつ別のなにかに変わっていくのを感じる。信じるんだ、と彼女は自分に言い聞かせる。きっとその前に拓たく也やが助けに来てくれる──。

　でも、拓也はまだ来てくれなかった。




　どうしてまだ来てくれないんだろう。

　まだ来ない、は、来ない、と、どう違うんだろう。







　　　第二章　ヒトとケモノ
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　新学期は月曜日から始まった。

　ホームルームの前に講堂での始業式が行われた。

　日ひ向な子こが学校の始業式に出るのはこれが初めてだった。今まで長い時間同じ学校に通わなかったせいだ。周囲を見回しているうちに、終了式の時よりも生徒の数が少し増えていることに気付いた。オフリス・ペインキラーの事件の後で生徒は一いつ旦たんどっと減ったが、また新しく転てん入にゆうしてきているようだった。

　生徒たちはしらっとして式が終わるのを待っていた。しかし、「理事長」の高たか橋はしが講堂の後ろの扉とびらから走ってきて、壇だん上じように立ってズボンで手を拭ふきながら挨あい拶さつを始めると、あちこちから笑い混じりの拍手が起こった。第一声は「あー、講堂のトイレもペーパータオルがあった方がいいですね」で、生徒たちは大だい爆ばく笑しようした。

　どうやら今までトイレにいたらしい。

「まあ、とにかく秋も頑がん張ばりましょう」と、適当な激げき励れいで壇だん上じようを離れようとしたが、ふと思い出したようにマイクに戻って付け加えた。

「えー、転校してきた人も多かったりするので色いろ々いろ大変だと思いますが、なんか困ったことがありましたらお近くの係員……じゃねえや、生徒会役やく員いんにでも言って下さい」

　これは亨きよう司じの指し示じだと日ひ向な子こは思った。高たか橋はしは理事長といっても亨司の部下でしかない。それに生徒会を仕切っているのも亨司だった。学園内の情報が自分に集まってくるように軽く促うながしたのだろう。




　講堂での始業式の後で日向子が教室に戻ると、隣となりの席の国くに立たちはる華かがすうすう寝ね息いきを立てていた。始業式をサボってここで寝ていたらしい。くりくりパーマの長い髪かみが机を隠かくすように大きく広がっている。日向子ははる華の眠りを邪じや魔ましないようにそっと椅い子すを引いて座った。ゆっくりと腰を下ろして、手元を見つめながら深いため息を洩もらした。

　その途と端たん、はる華ががばっと跳ね起きて叫んだ。

「デパ地下グルメっっっ！」

　日向子はびくっと肩を震わせた。教室中の生徒たちもお喋しやべりをやめて、一いつ斉せいにはる華の方を振り返った。しん、と静まりかえった教室の中で、はる華が眠そうに両目めをごしごしこすっている。

「あー、もうすっごいヤな夢ゆめ見みたよー！」

　寝ね言ごとだったらしい。

　なんだ国立か、じゃあしょうがないか、びっくりしてソンした、というように、生徒たちはそれぞれの会話に戻っていった。はる華の突とつ拍ぴよう子しもない発言はよくあることだ。はる華も周囲の目を気にしている様よう子すもなく、日向子を見つけて嬉うれしそうに笑った。

「あー、日向子さん。おはよーございます！」

「おはよう」

　はる華は大あくびをしながら乱れた髪を両手でかき上げた。

「……どんな夢見てたの？」

　好こう奇き心しんにかられて日向子は尋たずねた。うーん、とはる華は苦しそうに眉まゆを寄せてうなった。

「お母かあさんとあたしでデパートに行くんだけどー、地下一階で『北ほつ海かい道どう激げきうまいもんフェア』やっててー、あたしが匂においにつられて一人で試食しに行っちゃうの！　もー、怖い！　怖いよ日向子さん！」

　はる華は日向子の肩を摑つかんでがくがく揺さぶった──日向子には怖さのポイントがよく分からなかったが、これ以上尋ねても無む駄だな気がした。

　はる華は教室を見回して首を傾かしげる。日向子はとうに気付いていたが、どこか雰ふん囲い気きが重苦しい。中心になっている話題もそれぞれの夏休みのことではなかった。週刊誌を広げて言い合いをしている者もいる。

「みんななに話してるのー？」

　と、はる華かは小声で言った。

「……一昨日おととい、四よツつ宮みやの遊園地で起こった……事件、のことだと思う」

　日ひ向な子こは口ごもりながら答えた。まさか自分も当事者の一人だとは言えない。

「あー、真まっ赤かなヒーローのこと？」

　はる華はぽんと手を叩たたきながら大声で言った。教室のドアのそばで友とも典のりと話していた拓たく也やが、渋しぶい表情でちらっと日向子たちを振り返った。

　一昨日、四ツ宮フラワーワールドでテリオンに襲おそわれた拓也と日向子は、どうにか周囲の目を逃れてその場を離れることが出来た。四ツ宮市も古こ滝たき市しと同じように、人の住む区く域いきの外側には人ひと気けのない山々が広がっている。拓也はそこで反転リトウルネを解いて、百視剣アルゴスガノンを回収した日向子と合流。一緒に山道を伝って町まち境ざかいを越え、篠しの宮みや家けへと帰り着いた。

　家に戻った二人は自分たちについてのニュースを延えん々えんと目にすることになった。最初は「赤いテリオンが遊園地を襲った」という内容が大たい半はんだったが、あの場にいた客の一人が撮とっていた映像が公開され始めると、報道のニュアンスが変わってきた。

　親子連づれが多かったせいか、ビデオカメラを持っていた客がいたらしい。そこには拓也が子供を庇かばってゴンドラを受け止めている瞬しゆん間かんがはっきりと映っていた。

　居い合あわせた人々が「赤い鎧よろいの男が子供を助けた」と証しよう言げんしたことも影えい響きようして、単にテリオンが遊園地を襲ったという報道は影を潜ひそめていった。

　今はその正体が誰かも含めて、様々な憶おく測そくが乱れ飛んでいる状態だった。今のところ「赤い鎧の男」が人間を助けた理由ははっきりしないが、とにかくテリオン同士の内うち輪わもめがあり、遊園地はその舞台になっただけだという見方が大たい勢せいを占しめている。

　しかし、以前から一部で囁ささやかれていた噂うわさと結びつけて、「テリオンと戦う謎なぞの戦士がいる」という報道も出始めていた。ネットでは様々な検けん証しようサイトが作られて、別の人間が撮さつ影えいしたらしい映像や、でっち上げにしか見えない怪あやしげな画が像ぞうなど、様々な「証しよう拠こ」を元に無数の仮か説せつが流れていた。

（どうしてこんなことになったんだろう）

　ここ数日の事じ態たいに日向子は戸と惑まどっていた。アルカミレスがこれほど多くの人ひと目めに晒さらされたことはなかった。アルカミレスとテリオンの戦いは、今まで人間の目につかない場所で行われていた。

（……今回は違う）

　わざわざあの場所を選んで襲ってきたのはテリオンの方だ。まるでわざわざ注目を集めているかのようだった──一体、なんのために。

「みんな興味津しん々しんだねー」

　はる華か自身はまた欠伸あくびをしながら言った。彼女はさほど興味を持っていないらしい。

「そうね……」

「あ、日ひ向な子こさん。その手どうしたのー？」

　はる華は日向子の包ほう帯たいの巻かれた左手を指さす。テリオンから攻撃による傷だった。友とも典のりの叔お母ばの経営する東とう堂どう診しん療りよう所じよで診みてもらったが、ただの火傷やけどだということだった。範はん囲いが広いわりに、さほどひどい傷ではないらしい。

「これは料理した時に火傷したの」

　一いつ瞬しゆん、はる華は首をかしげた。

「ふ──ん。そうですかー」

　今ひとつ納なつ得とくしていない口く調ちようで彼女は言う。胸のあたりがひやりとした。はる華は妙みように勘かんの鋭い時がある。

「そういえば、結局はる華は実家に帰ったの？」

　日向子は話題を変えた。はる華は学園の敷しき地ちの中にある学生寮りように住んでいる。夏休みに入ってからもしばらく寮に残っていたので、何度か日向子と会っていた。

「うん、帰ったよー。帰ってこいこいこいこいってうるさかったからー。でも、三日ぐらいで寮に戻ってきちゃった」

　へへへ、とはる華は笑った。ふと、日向子ははる華がほとんど家族の話をしないことに気付いた。日向子自じ身しんに血の繫つながった家族がいないので今まで気にしていなかったが、なにか複雑な事情があるのかもしれない。

「日向子さんは篠しの宮みやくんとどっか遊びに行ったりしたー？」

　日向子はぐっと答えに詰まった。確かに遊びには行ったが、とんでもない結果に終わった。

「あの青いワンピ着たー？　あたしと一緒に買ったやつ」

「うん……」

　日向子は沈んだ声で答えた。観かん覧らん車しやから飛び降りた時にどこかに引っかけたらしく、裾すそがひどく破れていた。もう二度と着られないだろう。

「ふーん……じゃあ悩のう殺さつだ。篠宮くんもドッキドキだねえ……」

「な、なにワケの分からないこと言ってるの」

　日向子は思わず顔を背そむけた。後から振り返ってみると、あの遊園地行ゆきは明らかにデートだったと思う。拓たく也やも途中で気が付いていたような気がする。日向子は観覧車に乗るまで、拓也と二人きりだということすらまったく意識していなかった。

「日向子さん、次は下着もかわいいの買いなよー。いつもスポーツブラみたいなのばっかりでしょー？」

　いきなり始まった下着の話に、近くにいた男子生徒たちが狼狽うろたえていた。ちらちらと日向子たちの方を見ている。

「は、はる華か、声が大きい……」

「えー、でもあんまり地じ味みだと日ひ向な子こさんのせっかくの美び乳にゆうが……」

「日向子」

　すぐそばから声をかけられて、日向子はぎょっとした。いつのまにか机のすぐそばに拓たく也やが立っている。

「……なにか用？」

　日向子は微び妙みような角度で拓也を見上げる。今の話を聞かれたかもしれないと思うと、顔から火を噴ふきそうだった。

「さっき廊下で亨きよう司じに会ったんだけど、後で生徒会室に来てくれって。なんか日向子に話があるみたいだぞ」

　そういえば亨司は教室に来ていなかった。この学園の運営と方舟アルカのバックアップの両方をこなしているのだから、忙しいに決まっているが。

「うん……分かった」

　拓也は遠ざかっていった。顔を見られないのは今日に始まったことではない。遊園地で観かん覧らん車しやに乗ってからずっとそうだった。あの時、もしテリオンが襲おそってこなかったら、自分がなにを口くち走ばしっていたか自信がない。

　日向子は自分を恥じていた。あんな浮ついたことよりも、もっと考えなければならないことが自分には沢たく山さんある──日向子はぎゅっと自分の左手の包ほう帯たいを握りしめた。

「日向子さん」

　と、はる華が言った。珍しくきりっとした真剣な表情だった。

「な、なに？」

「日向子さんの胸は、どんどん大きくなっていくね……」

「はあ？」

　またさっきの話の続きかと思った。すると、はる華は慌あわてたように両手を振る。

「じゃなくてときめきでした！　日向子さんの胸のときめきは、どんどん大きくなっていくね……篠しの宮みやくんに……」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、日向子は絶ぜつ句くした。

「ち、ちがう。わたしは……そんな……」

　彼女は弱々しく首を振った。以前ならもっときっぱりと否定出来た気がする。はる華は日向子の方へぐっと身を乗り出してきた。そして、ほとんど聞こえるか聞こえないかの小さな声で囁ささやいた。

「あたしはもっと日向子さんは正直でもいいと思います……」

　はる華かはぴょこんと自分の椅い子すに戻る。日ひ向な子こはつい拓たく也やの方を見た。友とも典のりと話していた拓也が彼女を振り返る。なんか用か、という風ふうに目め配くばせをしてくる。日向子が首を横に振ると、彼はまた友典との話に戻った。

（……わたしたちはずっと一緒とは限らない）

　拓也が日向子と一緒にいるのは、礼れ菜なを取り戻すためだった。彼女さえ戻ってくれば、彼はアルカミレスとして戦うことをやめてしまうかもしれない。先のことをどう考えているのか、日向子は彼に尋たずねたことがない。以前は結論を急ぐこともないと思っていたが、今は確かめるのが怖かった。

　その時、拓也たちの近くのドアから担任が姿を現した。生徒たちはそれぞれ自分の席へ戻っていく。担任が廊下の方へ手招きをすると、転校生らしい小こ柄がらな女子生徒が教室へ入ってきた。肩までの髪かみは薄い茶ちや色いろで、肌はだの色は陶とう器きのように白い。人形のような作り物めいた美しさを漂ただよわせていた。

　彼女は担任の隣となりに立つと、髪と同じ色の瞳ひとみをせわしなく動かして、無ぶ遠えん慮りよに教室を見回し始める。

（……え？）

　日向子は首をひねった。どこかで会ったことがあるような気がする──いや、ただ似たような人間を知っているだけかもしれない。席に戻りかけていた友典がなぜか立ち止まって、目を丸くしている。知り合いらしかった。
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「ホームルームの前に転校生を紹介する。彼女は……」

　担任はそこで口ごもった。名前を忘れてしまったらしい。途と端たんに転校生の眉まゆが不ふ機き嫌げんそうに釣つり上がった。

「……榛はる名な毬まり子こです」

　と、彼女は投げやりに言った。




　　　　２




　ホームルームの間、友とも典のりは転校生をずっと気にしているようだった。誰なんだよ、と拓たく也やはこっそり尋たずねたが、返事が要よう領りようを得ない。一昨日おととい、四よツつ宮みや駅で拓也たちと別れた後に知り合って話をしたのは分かった。しかし、それだけにしては妙みようにそわそわしている。

　やがてホームルームが終わった。今日は授業もないのでこれで下校だ。日ひ向な子この席を振り返ると、彼女は立ち上がって逃げるように教室から出て行ってしまった。亨きよう司じと話をしに生徒会室へ行ったのだろう。拓也と一緒に帰るつもりなのか訊ききたかったのだが。

（日向子、なんかヘンだよな）

　あの遊園地に行った日から拓也を避けている気がする。怒っている様よう子すはないし、無む視しされているわけでもないのだが、なんとなく気になっていた。

（……ま、今日は先に帰るか）

　拓也は後ろの席の友典を見る。

「友典は今日どうすんだ？　これからなんか用とか……」

　拓也は口をつぐんだ。廊下側がわの席から毬子が近づいてくる。彼女は友典の前で立ち止まり、無言で拓也たちを見下ろした。

「君、うちの学校だったんだ」

　友典は愛あい想そよく言った。それでも彼女は口をつぐんだままだ。

「学校の近くに住んでるの？」

　毬子は窓の外を顎あごで指した。グラウンドの隅すみの方には五階建ての学生寮りようが建っている。

「そうか、寮に住んでるのか……いつ引っ越してきたの？」

　彼女はそれにも答えなかった。

「同じクラスなんて凄すごい偶然だよな」

　友典は毬子に笑いかける──毬子は人を小こ馬鹿にするように片かた頰ほおに笑えみを浮かべた。拓也はだんだん腹が立ってきた。どういうつもりでこういう態度を取っているのだろう。

「なんか用か？」

　拓也はつい口をはさむ。毬子はちらりと横よこ目めで彼を見た。一いつ瞬しゆん、机の脇にある戦器オニクスのケースに目を留めた気がした。

「この学校を案内しなさい」

　彼女は友とも典のりに向かって言った。友典はぽかんと口を開けて毬まり子こを見上げている。

「なんでだよ」

　と、拓たく也やは言った。なんとなく友典の代わりに喋しやべっている気分だった。

「わたし、この学校のことをよく知らないから」

「全ぜん然ぜん理由になってねえだろ」

　拓也は苛いら々いらしてきた。どうやら毬子は相そう当とうわがままな性格らしい。彼女は拓也をじろりとにらんだ。

「うるさいわね。お前がわたしを案内したいの？」

「なんでそうなるんだよ。話おかしいだろ。だいたいなんだよ『お前』って……」

　ふと、拓也は妙みような気持ちになった。相手のわがままに腹を立てているはずなのに、なぜかこの会話はしっくり来る。昔から何度も繰り返してきたような懐なつかしさが──。

（ん……？）

　礼れ菜なだ。この少女は礼菜に少し似ている。もちろん、礼菜の方がずっと可愛かわいげがあったし、ここまで無ぶ愛あい想そでもない。しかし、彼女にも相手の都つ合ごうなどお構いなしに自分の言いたいことを並べ立てる癖くせがあった。だいたいそれを注意する拓也と言い合いになって、雲くも行ゆきが怪あやしくなってきた頃に、

「俺、案内してもいいけど」

　そう。こんな風ふうに友典が間に入ってきてくれる。

「あ？」

　拓也は耳を疑った。いつのまにか友典は立ち上がっていた。

「学校を案内するぐらいいいだろ。榛はる名なさんは転校生で、俺たちは一いち応おう生徒会の役員なんだから。さっき理事長の話にもあったじゃないか。相談事ごとは気き軽がるに生徒会に言えって」

　ふう、と拓也は溜ため息いきをついた。友典も拓也と同じことを感じているに違いない。この転校生が持つ「礼菜のようななにか」に引きずられているらしい。

「拓也も一緒に来いよ」

「はあ？」

「別に用事ないだろ、これから」

　拓也はしばし考えこんだ。確かに今日はこのまま帰るだけのつもりだった。

「……ま、付き合ってもいいか」

　戦器オニクスのケースを摑つかんで立ち上がる。引きずられているのは拓也も同じだった。




　生徒会室へ日ひ向な子こが入っていくと、亨きよう司じは壁面の監かん視しモニターの前に足を組んで座り、コンソールらしい機械をいじっている。サブモニターに映っているのは学内のカメラからの映像だった。

　日ひ向な子こは亨きよう司じの後ろからモニターを覗のぞきこむ。廊下を歩く拓たく也やと友とも典のりが映っていた。なぜか、今日来た転校生も一緒だ。

「……やっぱり、インターフェイスはこのままだと使いにくいな。いっそこの部屋のパソコンと連れん動どうさせた方がいいかもしれない。その方がみんな操作の仕方を覚えやすいだろうし」

　亨司は独り言のようにつぶやいて、モニターの電源を切って立ち上がった。

「……四よツつ宮みやに現れたテリオンについては、まだ詳しいことは分かっていない」

　と、彼は言った。

「まあ、テリオンがすぐにいなくなってしまったんじゃどうしようもないからね。警察や安全対策庁ちようの方にも探りを入れているが、あそこで目もく撃げきされた『テリオンらしきもの』は拓也だけらしいよ」

　日向子は首を傾かしげた。あの時、確かにテリオンは観かん覧らん車しやのゴンドラの上にいた。しかし、日向子たちが飛び出した時は姿が見えなかった。立ち去ったにしてはあまりにも早すぎる──なにか心に引っかかっていた。

「で、その左手は大丈夫かい」

　日向子は包ほう帯たいの巻かれた左手を見下ろした。

「……ええ」

　友典の叔お母ばで診しん療りよう所じよを開いている世せ津つ子こに治ち療りようしてもらったが、単なる火傷やけどということだった。治なおるまでにしばらく時間はかかるが、戦いにはさほど支し障しようはない。日向子は左右どちらの手でも戦器オニクスを扱えるよう訓くん練れんを積んでいた。

「火か凜りんや水すい漣れんの能力とはまた違うのかい？」

　先月、日向子たちを襲おそった双ふた子ごのテリオン・火凜と水漣は周囲の熱を自じ在ざいに操あやつる能力を持っていた。彼女たちの最大の武器は、銃じゆうのような戦器オニクスから発射される超ちよう高熱で圧あつ縮しゆくされた空気だった。

「違うと思う……もっと厄やつ介かいかもしれない」

　火凜たちが発する「熱」は、空気故ゆえに切り裂くことが出来た。昨日のあの光は確かに熱を帯びていたが、媒ばい介かいを必要としていなかった。なによりも光では避けようがない。拓也なら多少命めい中ちゆうしても外殻クラスタで守ることも出来るが、日向子はそうも行かない。

（……せめて昔の戦器オニクスだったら、もっと違う戦いが出来た）

　彼女は以前使つかっていた戦器オニクスを思い出す──細く反そりのある刃やいばを持つ片手剣けん。彼女はその戦器オニクスに合わせて肉体を「調整」されているらしい。

　今、持ち歩いている百視剣アルゴスガノンは、あくまで「臨時」の戦器オニクスだった。そのせいで使える能力は、脳の処しよ理り能力を上げる「加速ヴイテ」と、膨ぼう大だいな脳の記き憶おくの中から微び細さいな情報を見つけ出す「検索エグザミネ」の二種類だけだった。本来の戦器オニクスならば、もっと強い能力を使うことが出来た。

　あの戦器オニクスがあれば、今までのテリオンとの戦いはかなり違ったものになっていたはずだ。それに──。

　もっと多くの仲間が生き残っていたかもしれない。

「まあ、ぼくの方でも引き続き調べは進めておく。日ひ向な子こたちも気が付いたことがあったらいつでも言ってほしい」

「分かった」

　と、日向子はうなずいた。

　亨きよう司じはふっと口をつぐんだ。彼は会議用の机の上に腰かけて膝ひざの上で手を組んでいる。なにか言葉を選んでいるように見えた。

「……なにがあったの？」

　亨司は顔を上げる。珍しく沈んだ目つきになっているのがメガネ越しに見て取れた。今の話が本ほん題だいでないことは日向子にも分かっていた。この話だけなら拓たく也やも一緒に呼んだはずだ。拓也は気が付いていないようだが、亨司が日向子と二人だけで話をしようとする時は、たいてい悪い知らせを受けた後だった。

「日向子、まだ死んでいないアルカミレスがどれぐらいいるか知っているかい？」

　突然の質問に日向子は戸と惑まどった。

「……鮫さめ石いしさんも入れて？」

　一いつ瞬しゆん、彼の表情がさらに曇った。

「いや、深み月つきさんは入れなくてもいい」

　日向子は心の中で指を折って考えこんだ。

「拓也とわたしの二人と……あとはよく分からないわ。三、四人だと思うけど」

「そうか」

　亨司はうなずいた。

「緑のアルカミレス・碧天の盾アスピス・クロエは知っているか？」

「……ええ」

　戸惑いながら日向子は言った。彼女も一、二度しか顔を合わせたことがないし、本名も知らないが、方舟アルカの中でも高い戦せん闘とう力を持つ戦せん士しだ。ここ数年、連れん絡らくが取れないが、深月からは「戦せん線せんに復帰する可能性がある唯ゆい一いつのアルカミレス」だと聞いていた。

「彼はクランテリオンに殺された」

　と、亨司は言った。日向子は息を吞む。

「いつ？」

「一週間前だ。死んだと分かったのはつい昨日だけどね」

「……そう」

　日ひ向な子こは小さな声でつぶやいた。方舟アルカとクランテリオンの戦力差さが歴れき然ぜんとしている以上、いつ誰が殺されてもおかしくない状況だった。

「これでもう、ぼくらに加わってくれる戦力は望めないらしい」

　亨きよう司じは失望しているようだったが、日向子はもう増ぞう援えんをあまり期待していなかった。今、行ゆく方えが分からないアルカミレスたちは、死んでいるのでなければ戦いから逃げている可能性が高い。戦器オニクスを持つ意志のない者に期待してはならない──それが深み月つきの教えだった。

「話はそれだけ？」

　亨司はうなずいた。日向子は生徒会室しつのドアに向かって歩き出した。拓たく也やに会って今聞いた話をしようと思った。ひょっとするとまだ学内に残っているかもしれない。

「済まない。もう一つあった」

　亨司の言葉に日向子は振り返った。

「その碧天の盾アスピス・クロエを殺したテリオンなんだけど……瞑めい目もくの星せい火か、と名乗ったそうだよ」

　その名を耳にした途と端たん、日向子の全身が凍りついた。

「知っているみたいだね」

「……ええ」

　彼女は声を震わせた。アルカミレスを専門に狩かる正体不ふ明めいのテリオン。女だということ以外は、本当の名前も、戦器オニクスも、素す顔がおすらも謎なぞだった。そのテリオンに出会った者はほぼ例外なく死んでいるからだ。

　少なくとも二十人もの仲間が、このテリオンに屠ほふられていた。クランテリオンの追っ手から逃れながら、かろうじて任務を続けてきた日向子にとって最も憎むべき死しに神がみの名だった。

「わたしたちの流す血で、星の称しよう号ごうを得たと言われているわ」

　高い戦せん闘とう能力を持つと認められたテリオンは、クランテリオンから「星」のつく称号を与えられるらしい。クランテリオンの中でもほんの一ひと握にぎりだと言われている。最も有名な称号がルスラン・ヴォルクの持つ「災さい厄やくの絶ぜつ星せい」だった。

　日向子は爪つめが食いこむほど固く拳こぶしを握りしめた。碧天の盾アスピス・クロエを殺したということは、次に狙うのはおそらく日向子たちだろう。いつ自分たちの元へ来るのかは分からない。しかし──。

（拓也を守らなければ）

　日向子の知っているアルカミレスは、ほとんど全員この世にいない。そのほとんどが瞑めい目もくの星せい火かに殺されている。拓也が死ぬところだけは見たくなかった。
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「……日向子さん」

　視し界かいの外から声が聞こえる。彼女は慌あわてて顔を上げた。

「は、はい」

　日ひ向な子こは篠しの宮みや家けの居間で夕食を食べている。座ざ卓たくの反対側から篠宮和かず男おが彼女の顔を覗のぞきこんでいた。

「さっきから食が進んどらんが、どうかしたかね」

　いつのまにか思いに耽ふけっていたらしい。彼女は手に持った器うつわを見下ろした。今夜の食事は素そう麵めんだった。夏の間に買い過ぎてしまったので、まだ暑いうちに食べてしまおうという話だったと思う。

「いいえ、別に」

　日向子は箸はしを止めたまま考えこむ。こうして和やかに食卓を囲んでいると、たまに自分がひどく場ば違ちがいに思えてくる。本当はここにいない人間のはずなのに、と。

「……麵をゆで過ぎたかな」

　と、老人がつぶやいた。日向子は慌あわてて首を振った。

「大丈夫です」

　そうか、とだけ和男は言った。日向子の様よう子すがおかしいことは見み抜ぬいているはずだ。周囲の人間の心の動きに敏さとく、いつも気を配っているようなのに、安あん易いに口を挟もうとはしない。不ふ思し議ぎな老人だった。

　拓たく也やも日向子の方をちらちら見ていたが、彼女は目を合わせようとはしなかった。さっき彼には碧天の盾アスピス・クロエが殺されたことも、その刺し客かくが瞑めい目もくの星せい火かというテリオンであることも話した。拓也は真剣に耳を傾けていたが、自分の考えをなにも口にしなかった。恐怖を押し隠かくしているのか、あるいは本当になにも感じなかったのか。

（それとも……）

　礼れ菜なを取り戻したところで戦いをやめるつもりだとしたら、目の前にいない刺客のことなど、どうでもいいと考えても不思議はない。自分とは無関係な先さき々ざきのことに興味を持っても意味がないからだ。

（拓也はそんな人間じゃない）

　彼女は頭に浮かんだ考えを振り払った。しかし、本当のところ彼がどう思っているのかよく分からない。いつかは拓也にきちんと訊きかなければならないことだった。ただ、それがアルカミレスとしての拓也の考えなのか、それとももっと別のことなのか、自分でもはっきりしなかった。

「学校はどうだったかね」

　和男は二人を見み比くらべながら言った。

「別に……相変わらずかな。うちのクラスにヘンな転校生の女が来たぐらいで」

　と、拓也が言った。和男は興味をそそられたように目を瞬まばたかせた。

「というと？」

「ヘンっていうかすげえわがままでさ。いきなり人のこと『お前』って呼ぶし。俺と友とも典のりが学校の案内させられたんだけど、まともに人の話聞きかねえし、自分の質問の答えが返ってこないと不ふ機き嫌げんになるし……」

　和かず男おは黙って拓たく也やの話を聞いていたが、やがてかすかに口元を緩めた。

「……ずいぶんと面白い娘さんのようだな」

「俺は全ぜん然ぜん面白くねーよ」

　拓也は顔をしかめる。

「良かったら今度うちに連れてきなさい」

「なんで？冗じよう談だんじゃねえよあんな女」

「いや、ちょっとな……友典にもそう伝えてくれんか」

　なにか老人には思うところがあるらしい。日ひ向な子こにもさりげなく笑顔を向ける──なにか話があるなら聞く、と言っているような気がした。




　夕食の後の洗い物は日向子の仕事だった。洗った皿を全ぜん部ぶ水切り台に並べて、彼女は居間へ戻った。拓也は二階の自分の部屋へ上がっていったらしく、和男一人ひとりが庭に面した窓のそばに座っていた。

　篠しの宮みや家けに住むようになってから、老人がその場所からしょっちゅう庭を眺ながめていることに気付いた。昼も夜もなにをするでもなくぼんやりと座っている。

　日向子は座ざ卓たくのそばに腰を下ろして、老人の背中越ごしに庭を見た。今夜は月も出ていないらしく、外の闇やみは普段よりも濃い。彼がなにを見ているのか日向子には分からなかった。

「どうかしたのかね」

　老人は肩かた越ごしに日向子をちらりと振り返った。穏おだやかな声に背中を押される気がした。

「……お金のことなんですけど」

　と、日向子は言った。口に出してみると、自分のしたかった話は別にあるような気がした。しかし、他に言うべきことも思い付かない。

「前にも話したと思うが、そんなもの要いらんよ」

　一応、今の彼女はこの家に「下宿」していることになっているが、いくら言っても和男は家や賃ちんを受け取ってくれなかった。

「でも、わたしの分の生活費もありますから」

　和男の肩がかすかに上下する。笑っているらしい。

「二人が三人になったところで変わらんさ」

　からかうように和男は言った。

「……それに、もともとこの家には三人住すんでいたことだしな」

　日向子は何気ないその言葉に体を硬くする。ここが礼れ菜なの家だということを改めて意識した。この家の平和な暮らしは、日ひ向な子このために用意されているものではない。頭では分かっているつもりなのに、勘かん違ちがいしてしまいそうな自分が怖かった。

（いつか、わたしはここを出て行くんだ）

　彼女は自分に言い聞かせた。今まで命を落としてきたアルカミレスたちは、こんな平へい穏おんな生活と無む縁えんだった。彼女一人がいつまでもこうしていていいはずがない。

「……ん？」

　その時、和かず男おは首をひねるようにして網あみ戸どの先の夜空を見上げた。

「どうかしましたか？」

「いや、鳥が飛んでいるような気がしたんだが……」

　鳥。日向子はすっと立ち上がると、一いつ直線に窓へ向かった。網戸を開け放つと、彼女は目を凝こらして動くものを探した。

　先月、レディ・バレットがこの家へやって来た。日向子も拓たく也やも家におらず、和男一人ひとりが応おう対たいすることになった。結局、バレットは話をしただけで立ち去ったそうだが、次もそうとは限らない。相手はルスラン・ヴォルクの右腕なのだ。

「今はいないようです」

　注意深ぶかく周囲を確認した後、日向子は言った。

「俺の勘違いか……すまなかったな。騒がせて」

　老人はなぜか残念そうに言った。

「もし来たら、また一緒に茶でも飲もうと思ったんだが」

　日向子はぎょっとして老人を見下ろした。別に冗じよう談だんを言っているわけではないようだった。

「レディ・バレットは人間を殺しに来るかもしれません」

　和男は軽く肩をすくめた。

「そうかもしれんが、この前はそんな風ふうには見えなかったな。ものの考え方はこっちとだいぶ違ったが……きちんと礼れい儀ぎも弁わきまえとったし、礼れ菜なを大事にしてくれとるようだったよ」

　日向子の唇くちびるがぎゅっと引き締まった。失礼だとは思ったが、老人の安全を考えると、なにも言わずに済ませるわけには行かない。

「クランテリオンの者に気を許すと危険です……相手はわたしたちの敵ですから」

「言いたいことは分かるが、テリオンでも色々だろう。こちらに敵てき意いを持っていない者を厳きびしく扱う気にはなれんよ」

　日向子は多くのテリオンを見てきた。一人で戦っている間は、その多くから逃げなければならなかったが、人間の命を奪うことに良心を咎とがめているテリオンには一度も出会わなかった。

「でも、所しよ詮せん相手はテリオンで……」

　不意に和男の顔つきが厳しくなった。日向子ははっと口をつぐむ。三ヶ月前にさらわれるまで、この家にもテリオンの血を引く者が一人住んでいた。

「……ごめんなさい」

　日ひ向な子こは小さな声で謝った。テリオンを全て否定してしまうと、礼れ菜なまで否定することになってしまう。そんな当たり前のことを忘れていた。

　和かず男おは静かに首を横に振った。

「いや、あんたは色々な目に遭あってきとるんだろう……俺とはものの見方が違うのは当たり前だ。俺もテリオンが礼菜をさらっていったことは許せん。ただ……」

　老人は言葉を途と切ぎれさせる。その続きを捜すように、闇やみの奥を見つめた。

「時々、考えてしまうんだよ。きっと向こうにも向こうなりの理由があって、人間と戦っているんだろう……とな」

「……理由」

　日向子は口の中で繰り返した。テリオンが自分たちと戦う理由など、今まで考えたことがなかった。

「お互い相手のことが分かれば、戦わずに済ませる方法もあったかもしれんな」

　日向子はどこか遠い気持ちで老人の声を聞いていた。目の前に暗くら闇やみが広がっている。しばらくの間、彼女は無言で見えないものに目を凝こらしていた。




　　　　４




　公園のアヒルが見たい、と毬まり子こは母に言った。

　小学校の入学式に行った帰りの道だった。フォーマルなツーピースを着た母は立ち止まり、しばらく考えた後で、

「でも、すぐに帰った方がいいと思うわ」

　と、なだめるように言った。

「怖い事件が起こっているもの」

　ここ最近、黒い武器を持った怪かい物ぶつが住民を殺すという事件が何件も起こっていた。母の知り合いも犠ぎ牲せい者しやに含まれているらしい。まだ、犯人は捕まっていない──というより、警察には捕まえることが出来ないようだった。

「今日はお父とうさんも早く帰ってくるのよ。それに、冷蔵庫にババロアが入っているわ。昨日の晩、作っておいたの」

　母は懸けん命めいに言い聞かせようとしたが、その日はどうしても公園に行きたかった。

「わたしは入学式でいい子にしてたんだから、アヒルが見たい。おやつはいらない」

　毬子は繰り返し繰り返しそう言い続けた。けれども、本心ではそれほどアヒルが見たかったわけではない。本当の理由は背中のランドセルだった。家族三人でデパートに行って選んだそのランドセルは、誰も持っていないきれいな薄いピンク色だった。学校へ向かう道でも、教室の中でも、他の子供たちの注目の的まとだった。

　少しでも遠とお回まわりをして、出来るだけ大おお勢ぜいの人にランドセルを見せびらかしたかった。あの日まではそんなことが誇らしくて仕方がなかった。

　結局、母は折れてくれた。おとなしく優しい性格の持ち主だった。外で言い合っているよりは、急いで公園へ行った方が早く終わると思ったのかもしれない。




　午後の公園には大勢の人間がいた。公園の真ん中には貸しボートにも乗れる大きな池があり、池を二に分ぶんするようにコンクリートの長い橋がかかっていた。橋の真ん中のあたりが、アヒルの群れを見るのにちょうどいい場所だった。

　アヒルたちは一いつ糸し乱れずに水面を進んでいた。先頭が向きを変えると、他のアヒルも示し合わせたように一いつ斉せいに向きを変える。

「かわいいわね」

　と、母は目を細める。ここに来たいと言って正解だったと思った。アヒルは母が一番好すきな動物だったからだ。もっと小さかった頃、『みにくいあひるの子』の絵本を読んでくれた時も、「お母かあさんはアヒルの方になりたいわ」と繰り返し言っていた。「真っ白で、かわいくて、みんな一緒で」。

　白はく鳥ちようはきらいなの、と尋たずねると、「白鳥ってあまり幸せそうじゃないもの」と、どこか寂しそうに笑いながら答えた。「結局、アヒルにはなれないままでしょう？」。




　思ったよりも長く橋の上にいたかもしれない。いつのまにか太陽は傾きかけていた。その間に大勢の人が後ろを通り過ぎていったので、「ランドセルを見せびらかす」という目的は十分に達せられた。

「そろそろ、帰ろうか」

　と、母は言った。

　おそらく、最初に異い変へんに気が付いたのは母の方だった。橋を渡る人がいなくなり、橋の両岸に背の高い男が一人ずつ、逃げ道をふさぐように立っていた。男たちはそれぞれ長い槍やりと大きな楯たてを持っている。彼らが手にしているものはどちらも影のように黒かった。

　やがて、二人はゆっくりと橋の中央へ向かって歩き出した。

「……口をきいてはダメよ」

　母が小声で耳打ちする。その声に入り交じった不安と緊きん張ちようから、なにか大変なことが起こり始めていることを感じた。

　不ふ意いに男たちの外見が変化し始めた。黒い武器を持った右手を中心に、彼らの体はみるみるうちに人ではないものへと変へん貌ぼうしていった。

（……あ）

　きっとこれがテレビのニュースでやっていた「怪かい物ぶつ」なんだと思った。武器を持ち、異い形ぎようの姿に変身し、人を殺す。そういえば、「怪物」の名前もその時ニュースで聞いた気がする。確かそれは──。

「お前はテリオンだな」

　槍やりを持った男の方が母に言った。一いつ瞬しゆん、頭が混乱した。どう見ても怪物は男たちの方だ。黒い武器を持っているし、体も甲こう羅らのような硬そうなもので覆おおわれている。体の色だって槍の男は黄色、楯たての男は緑だった。

　どうしてお母かあさんがテリオンなんだろう？

「そいつはお前の娘か、テリオン」

　緑の男があごをしゃくった。どうやら、この男の方がリーダーらしい。

「いいえ、この子は……」

　母は首を振ろうとする。つい、たった今母からされたばかりの注意を忘れていた。

「お母さんにへんなこと言わないで！」

　男たちに向かって叫んだ。

「テリオンはお前たちの方じゃない」

　くくっと男たちは同時に笑い声を洩もらした。マスクに覆われているので、表情までは分からない。

「やっぱりお前の娘だったのか……しかし、俺たちがテリオンとはな」

　緑の男は背を屈かがめて顔を覗のぞきこんできた。

「残念ながらな、お嬢じようちゃん」

　彼はくぐもった低い声で言った。

「俺たちはテリオンじゃない。その逆だ。テリオンを狩かる方なんだよ」

「え……」

　なにを言われているのか分からなかった。怖くなって母の腰のあたりにしがみつく。母は強い力でぎゅっと抱き寄せてくれた。

「この町に住んでいた他のテリオンは、全部俺おれたちが狩った……残っているのはお前だけだ」

　それから、思い付いたように付け加えた。

「……いや、お前たちかな」

　その途と端たん、母の顔がさっと青ざめた。

「わたしは人を殺したことはありません。あなた方が戦っているテリオンの組織とは無関係です」

　かすかに母の唇くちびるは戦慄わなないていた。

「わたしはずっと人として生きてきました。夫もわたしが何者か知りません……このままひっそりと暮らしたいだけなんです」

「しかし、組織のテリオンがお前のところに来ただろう？戦器オニクスも支給されたはずだ。違うか？」

　母の体がぎくりと震えたのが分かった。

「組織への協力を断ったら、護ご身しん用ようにと置いていっただけです。あなた方のような人間が現れた時のために、と……もちろん、使ったことはありません。この場であなた方に渡しても構いません」

　母はハンドバッグを開き、白い布に包まれた細長いものを取り出す。それを開くと、奇き妙みような形の短たん剣けんが現れた。装そう飾しよくに彩いろどられた黒い刃やいばがうねうねと波打っている。

「なかなかいい戦器オニクスだな」

　皮ひ肉にくっぽく緑の男が言った。

「詳しいことは知りません。誰にでも扱える、初心者用ようの戦器オニクスだと聞きました」

「……とにかく、貰もらっておこう」

　緑の装そう甲こうに包まれた無ぶ骨こつな腕が、母の手に向かって伸びてくる。

「わたしと娘の命は助けていただけますか？」

　一いつ瞬しゆん、男の手が空中で止まった。

「いいだろう。約束しよう」

　そして、短剣をもぎ取ろうとする──が、母はその手を避けて短剣を胸に抱いた。

「では、その武ぶ装そうを解いて下さい。わたしたちに手を出さないのなら、その姿でいる必要はないでしょう？」

　沈ちん黙もくが流れる。男たちはなにかを待ちかまえるように無言で立っているだけだった。しばらくの間、その場にあった全員が微び動どうだにしなかった。通り抜ける風が池の水面をざわめかせる。

「毬まり子こ」

　母が押し殺した声で名を呼んだ。思わず母の顔を見上げる。

「どこまでも遠くへ逃げなさい……どこまでも」

　突然、肩に回されていた母の腕が丸まる太たのように太く硬くなった。びりっと布の破れる音が聞こえ、袖そでの中から金色の剛ごう毛もうにくるまれた獣けものの腕が現れた。母はランドセルの肩ひもの付け根を摑つかみ、娘の体ごと遠くへ投げ飛ばした。

　悲鳴を上げる余よ裕ゆうすらなかった。彼女の体は放ほう物ぶつ線せんを描いて空中を飛び、水の上へ斜めに落下する。たちまち冷たい水が全身を包みこんだ。幸い池の底までは浅く、すぐに立ち上がることが出来た。

　そこは池の岸に近い場所で、すぐそばに公園の出口へと通じる遊ゆう歩ほ道どうが見えた。

　ずっと後方で金属のぶつかり合う音が聞こえた。思わず橋の方を振り返ろうとする──その途と端たん、せっぱ詰まった母の声が耳に突き刺さった。

「振り向いちゃ駄だめ目！　早く行きなさい！」

　背中を力一いつ杯ぱい叩たたかれたような気がした。慌あわてて水をかき分けて前へ進み、重たく濡ぬれた体を岸の上へ引き上げる。すると、橋の方から凄すさまじい女の悲鳴が響ひびき渡った。

（おかあさん）

　反射的に背後を見ようとした。しかし、その寸すん前ぜんで母の言葉が脳のう裏りに閃ひらめいた。振り向いたらきっと走り出せなくなる。

（いかなくちゃ）

　ぽろぽろと両目めから涙が流れ落ちた。水で重くなったランドセルをその場に捨て、涙を拭ふきながら遊ゆう歩ほ道どうの先を見み据すえた。

　再び悲鳴が聞こえた。今度は力のない、ため息に似た声だった。一いつ瞬しゆん、ぴたりと足が止まった。

（……おかあさん）

　これ以上声こえを聞くのが怖い。そして、それ以上にもう声が聞こえないことを知るのが怖かった。泣きじゃくりながら耳を塞ふさいで、公園の出口へ向かって懸けん命めいに走り出した。




　毬まり子こは家に向かって走った。見み慣なれたコンビニの前を通り抜け、点てん滅めつする信号で横おう断だん歩道を渡り、いくつもの角を曲がった。

（おとうさんにあわなきゃ）

　今日は早く帰ってくると聞いた。ひょっとするともう家にいるかもしれない。

　家の近くまで辿たどり着いた時、彼女はほっと胸を撫なで下ろした。父の車が門の前に停まっている。たった今いま帰ってきたばかりなのか、まだ車庫の中には入れていない。それどころか車のドアも開きっぱなしだった。あたりに父の姿は見えない。

　なにかがおかしいと思うべきだったのかもしれない。しかし、もうそんな余よ裕ゆうは残っていなかった。「榛はる名な」という表ひよう札さつのかかった門を抜けて、玄げん関かんへと一気に駆けこんだ。

「お父とうさん！」

　息を切らしながら叫んだが、返事はなかった。玄関にはちゃんと父の靴が並んでいる。もう一いつ足そく見たことのない男物の靴もあったが、気にも留めずに廊下へ上がる。走り続けたせいで疲れきっていた。よろよろとリビングへ向かい、やっとのことでドアを開けた。

　応接セットのソファにはスーツ姿の父が座っていた。リビングへ入っていくと、父は弾はじかれたように立ち上がった。長身で色いろ黒ぐろの父の顔は青ざめていた。

「毬子……」

　父の声を耳にした途端、力が抜けてへなへなと座りこんでしまった。

「お父とうさん……お母かあさん……が……」

　両手で顔を覆おおってすすり泣く。自分の身になにが起こったのか分からない。混乱した記き憶おくが次々と頭をよぎった。変身した恐ろしい男たち。男たちの持つ黒い武器。黒い武器を差し出した母。母が生はやしていた獣けものの腕──振り向いちゃ駄だ目め……お前はテリオンだな……テリオン？

　その時、部屋の中に漂ただよっている奇き妙みような気配に気付いた。もう一人この部屋にいる。ふっと顔を上げると、父の反対側がわのソファに若い男が座っていた。男の傍かたわらの床には黒い槍やりが突き刺さっている。

「あっ」

　楯たてを持った「緑の男」と一緒にいた男だ──先回りされたのだ。

「全ては今ご説明した通りです、榛はる名なさん」

　男は父に向かって話しかけながら立ち上がる。そして、床に刺してあった槍を抜いた。

「あなたの妻に収まっていた女は、出身地も、名前も、生せい年ねん月日も、すべて偽いつわりでした。人間のふりをしてあなたと一緒にいたんです。あなたの妻と娘はテリオンです……いつ本ほん性しようを現して、人間に襲おそいかかるか分からない怪かい物ぶつなんだ」

　頭の中が真っ白になった──あなたの妻と娘はテリオンです。今までの出来事が唐とう突とつに一つの繫つながりを持ち始める。恐怖のあまりかちかちと歯が鳴った。テリオン、テリオン、テリオン……

「し、しかし……だからといってテリオンだなんて……」

　父が怯おびえた声でつぶやいた。

「証しよう拠こをお見せしますよ」

　男の声とともに、膝ひざと膝の間に鈍い音が響ひびいた。彼女の目の前の床に長い棒ぼう状じようのものが突き刺さっている。細かな装そう飾しよくで隙すき間まなく埋め尽くされた黒い槍だった。

「それに触ってみるんだ」

　と、男は言った。その槍はかすかに脈みやく打うっている気がした──まるで生きているように。持ち主を待っているように。

　気が付くと吸い寄せられるように両手が伸びていた。十本の指がひとりでに黒い柄えに絡む。次の瞬しゆん間かん、痺しびれに似た痛みが両肩かたまで駆け上がった。

「ああっ」

　腕の皮ひ膚ふの内側に無数の赤と青の血管がぼこりと浮かび、複雑な格こう子し模も様ようを描く。同時に弾はじけるように筋肉が膨ふくれ上がった。そして、ざわざわと音を立てながら金色の体たい毛もうが両腕を覆おおっていく。

（……おかあさん）

　さっき見た母の腕と同じ獣の腕だった。その美しい毛け並なみに目を奪われる。

「ひいいっ！」

　父の悲鳴がリビングに響ひびき渡り、唐とう突とつに現実に引き戻された。両手から強ごう引いんに槍やりが引き抜かれる。すると、あっという間に両腕は元通りになった。

「これでお分かりでしょう」

　勝ち誇ったように男は言った。

「娘さんは怪かい物ぶつです。人間じゃない」

　父はがたがたと体を震わせていた。

「お父とうさん……？」

　おずおずと呼びかけると、父は怯おびえた目で一歩後あとずさった。ショックで体が凍りついた。

「後は見ない方がいいと思いますよ……しばらく席を外して下さい」

　父は痙けい攣れんのように首を動かしてうなずいた──そして、くるりと踵きびすを返して廊下へ走り出した。

「お父さん！」

　遠ざかる背中に向かって叫んだ。しかし、父は振り返りもせずに玄げん関かんへ向かい、そのままドアを開けて外へ飛び出していった。

　突然、それを見送る男の口元に嘲ちよう笑しようが浮かんだ。

「あーあ。ひっでえ親」

　突然、男の口く調ちようががらりと変わる。彼はどこか疲れた目で少女を見下ろした。

「こっちもとっとと終わらせるか……正直、あんまり気分のいい仕事じゃねえけどな」

　彼は槍を握り直して、大きく後ろに振りかぶった──殺される。逃げなければならないことは頭では分かっていたが、体がどうしても動かない。かろうじて目を閉じただけだった。

「どこかから情報が入らなかったら、うちの組織もあんたたちを殺すこともなかったんだが……俺を恨うらむのはいいけど、せめて天国へ行けよな」

　暗くら闇やみの奥から殺さつ気きがひりひりと伝わってくる。もはやどうすることも出来ない。ゆっくりと気が遠くなっていった。




　どこかからぱちぱちと木の爆はぜる音が聞こえる。頰ほおに心ここ地ちよい温かさを感じた。毬まり子こは目を開ける──とてつもなく大きな腕に抱きかかえられていた。頭上には白いひげを伸ばした老人の顔がある。その瞳ひとみは炎ほのおに照らされてオレンジ色に染まっている。

　肩かた越ごしに振り返ると、家の門の前だった。生まれた時から住んでいた家は、黒い煙を吐き出しながら燃えていた。

「目を覚ましたか」

　静かな声で老人は言った。どうして自分が生きているのか分からなかった。さっき、確かに死んだはずだったのに。

「危ないところだったな。もう少しで命を落とすところだった」

　老人はつぶやき、それから悔くやむように首を振った。

「いや、もう少し早く到着すれば、お前まえ以外の命も助けられたかもしれん」

　その時、黒こく煙えん混まじりの炎ほのおが窓ガラスを突き破ってどっと吹き出した。

「おうちが……」

　彼女は震える声でつぶやいた。

「お前を殺そうとしていた薄うす汚ぎたないアルカミレスの仕し業わざだ……もう、わたしが始し末まつした」

「……アルカ、ミレス」

　ゆっくりと口の中で繰り返す。初めて耳にする言葉だった。

「そう。お前の母の命を奪った者どもだ」

　公園でアヒルをじっと見ていた母の姿が頭に浮かんだ。母はアヒルになりたいと言っていた。みんなと一緒だから。みんなと違わない平へい凡ぼんな自分が、母の望みだったのだ。

「……お母かあさん」

　母を呼んだ途と端たん、まぶたの裏がかっと熱くなった。老人の胸にしがみついて泣き始めると、ごつごつした大きな手が優しく頭を撫なでてくれた。

「ここへ来る時、逃げていくお前の父親を見た。愚ぐ劣れつな人間の男だ」

　悲鳴を上げて逃げていく父の姿を彼女は頭から追い出した。もう、これ以上考えたくなかった。

「今日、お前は命以い外がいの全てを失った。母親は死に、住みかは燃えた……父親ももう戻るまい。お前が人として生きる道は断たれた」

　言葉は厳きびしかったが、老人の声は不ふ思し議ぎに優しかった。

「もしお前にその意志があるなら、わたしがお前に生きる道を与えよう。戦器オニクスを悪用し、鎧よろいをその身に宿した陋ろう劣れつなアルカミレスども……奴やつらを仕し留とめる最強の狩人かりうどとしての道だ」

　涙を流しながらこくりとうなずく。この老人について行く以外、どうしたらいいか分からなかった。老人は耳みみ元もとに囁ささやきかけてくる。

「わたしの名はグロスマン……グロスマン・Ｈ・スパイリオン。今日からわたしがお前の主あるじであり、お前の全てだ」

　心地よく響ひびく声を聞きながら目をこする──ふと、指に違い和わ感かんを感じた。右手の親指に黒い指輪が嵌はまっていた。石はついていないが、精せい巧こうな細さい工くが施ほどこされている。

「それはわたしとお前の絆きずなの証あかしだ……わたしと縁えんを結ぶ者は、皆その指輪を身につける。いつでも、その指輪を外さないようにしなさい」

「……はい」

　老人は満足げにうなずいて歩き出した。
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　午前中の授業が終わると、拓たく也やは一番後うしろの日ひ向な子この席へ行った。それに気付いた彼女はあたふたとノートと教科書をしまった。

「日向子、メシ食いに行こうぜ」

　拓也は彼女が立ち上がる前に話しかけた。日向子は相変わらず目を合わせようとしない。

「……うん。あの、友とも典のりは？」

「なんか転校生の女と一緒に出て行った」

　授業が終わると同時に、ほとんど否いや応おうなしに友典は引きずられていった。相変わらず傲ごう慢まんな態度だったが、よく考えてみると積極的なアプローチと言えないこともない。ひょっとすると友典を気に入っているのかもしれない。

「そ、そう……」

　日向子は困ったようにうつむいてしまった。

「なんだよ、俺と二人だとマズいことでもあるのか？」

　軽い気持ちで言ったつもりだったが、日向子はがばっと顔を上げた。久しぶりに至し近きん距離で日向子の目を見て、かえって拓也の方が動どう揺ようした。

「そんなことない！」

「そ、そっか……じゃあ行こうぜ」

　拓也は先に立って歩き出した。




（どう考えてもヘンだよな、やっぱり）

　ランチセットのクラブハウスサンドを食べながら拓也は思った。日向子もテーブルの向かいで同じものを口に運んでいる。拓也が話しかけてもほとんど生なま返事だった。

　拓也たちは体育館のそばのカフェに来ていた。日向子が転校してきたばかりの頃、初めて一緒に食事をしたのもここだった。まだ夏の陽ひ射ざしが残っていて、外のテラスで食事をする生徒はあまりいない。拓也たちは木こ陰かげにある一番涼すずしい席に陣じん取どっていた。

（一応、聞いた方がいいか……）

　以前、お互いの考えをなるべく共きよう有ゆうしようと話し合ったことがある。コンビを組む上では大事なことだからだ。

「……拓也」

　その時、日向子の方が口を開いた。久しぶりに話しかけられた気がした。

「なに？」

　日向子は食べるのをやめて膝ひざに手を置いている。なにか改まった話らしい。

「拓たく也やは、これから先のことを考えたりする？」

「先って？」

　拓也は首を傾かしげる。

「例えば……礼れ菜なさんが帰ってきた後、とか」

　なぜか恐る恐る日ひ向な子こは質問してきた。拓也は不ふ意いを衝つかれたが、自分たち以外にはもうアルカミレスはいないという話を思い出した。

（……そういうことか）

　礼菜を取り戻したとしても、クランテリオンがなくなっているとは限らない。もし、拓也が元の生活に戻ってしまったら、方舟アルカの戦力は日向子一人になってしまう。方舟アルカに協力し続ける気があるのか、問われている気がした。

「それはアルカミレスとしてってことだよな？」

「えっ」

　一いつ瞬しゆん、日向子は意い表ひようを突かれたようだった。

「え、違うのか？」

　拓也は戸と惑まどいながら尋たずねる。

「うん……も、もちろんそうだけど……別にそれだけの意味じゃなくても……拓也がどうしたいと思っているか、知りたいと思っただけ」

　日向子にしては珍しく歯は切ぎれが悪かった。そういえば、オフリス・ペインキラーを倒した後、一度だけ「これからどうするのか」と訊きかれたことがある。あの時は礼菜を守るべきだと思った。しかし、それはまだアルカミレスというものについて考えたことがなかった時の話だ。今の拓也は彼女一人を戦わせることなど考えていない。

　この戦器オニクスを使い続けることに不安がないわけではない。戦い続けることで、行き過ぎた戦いへの欲求が呼び覚まされそうな気がする。しかし、それよりも大切なことは日向子のことだった。彼女と離れたいとは思っていなかった。

「俺は……」

　不意に礼菜の顔が頭に浮かんだ。もし、自分が日向子と行ってしまったら、今度は礼菜が取り残されることになる。拓也には礼菜を守る責任もあった。

　おそらく、礼菜は拓也の意志を尊そん重ちようしてくれると思う──ルスランにさらわれる前も、日向子と一緒に行けと拓也に言っていた。

　それでも万まんが一いち、日向子と礼菜のどちらかとしか一緒にいられないとしたら、自分はどちらを選ぶのだろう？

「拓也」

　黙りこくったままの拓也に、日向子が言った。

「無む理りに方舟アルカに強力し続ける必要はないわ。拓也の好きにしていいと思う。もともと、拓也が戦っているのは礼れ菜なさんを家に帰すのが目的なんだし……わたしは一人でも十分やって行けるから」

　どこか突き放した物もの言いいに拓たく也やはショックを受けた。日ひ向な子こと一緒に戦いたい、という言葉を吞みこむ。お前を必要としないと言われているようでみじめな気分だった。

「じゃあ、日向子は先のことをどう考えてるんだ？」

　つい強い口く調ちようで拓也は言った。それはちょっとした自じ尊そん心しんの表れだったかもしれない。心のどこかで「この先も拓也を戦力として必要としている」と言ってほしかったのだ。

「わ、わたしは……別に今までと変わらない。アルカミレスとして行動すると思う」

「じゃなくて、日向子はどうしたいんだよ？　俺に訊きくってことは、なにか考えてるんだろ？」

　日向子の顔がかっと赤くなった。大きく目を見開いて、拓也を凝ぎよう視ししている。まるで拓也の顔に答えがあるかのように。

「な、なんだよ」

　拓也は気け圧おされて聞き返す。すると、日向子は我に返ったらしい。恥じるように顔を背そむけた。

「……言えない」

「はあ？」

「わたしがどうしたいかなんて、どうでもいい！」

　日向子はがたんと椅い子すを蹴けるようにして立ち上がった。そして、背を向けて走っていってしまう。拓也は呆ぼう然ぜんと彼女を見送った。

（……なんでそこで怒るんだよ）

　ふと、拓也はここで礼菜や友とも典のりと一緒に食事をした時のことを思い出した。あの時もこんな風ふうに日向子は席を立って行ってしまった。最近忘わすれかけていたが、もともと日向子は自分の感情を他人に見せることに慣れていない。

　もう少し別の話の仕方があったかもしれない──友典ならこういうのもうまくやるんだろうな、と拓也は思った。




　毬まり子こは友典を連れて廊下を歩いていた。

「どういうつもりであんな店に連れていったの？」

　と、彼女は言った。教室を出た毬子は真っ先に「まともな食事の出来るところに案内しなさい」と命令した。友典は毬子を連れて正門の外へ出て、道路を挟んで斜め向かいにあるお世せ辞じにも綺き麗れいとは言えない中ちゆう華か料理屋へ入った。

「でも、悪くなかっただろ。古こ滝たき亭ていの塩ラーメン」

　毬子はむすっとした顔で視線を逸そらした。カウンターしかない店内は東とう堂どう学園の生徒でいっぱいだった。人にん気きの店らしく、味もそれに相応ふさわしかったと思う。それは正直に認めざるを得ない。

　ふと、天てん井じよう近くの壁に取り付けられた監かん視しカメラに目を留める。毬子たちを追うようにレンズがゆっくりと動いていた。昨日きのう案内させた時にも感じたが、この学園にはやたらと監かん視しカメラが多い。学園だけではなく町まち中じゆうに似たようなカメラが設置されている。おそらく、方舟アルカが常に目を光らせているのだろう。

「そろそろ教室に戻らないか？　次の授業って視し聴ちよう覚かく室へ移動しなきゃならないし」

　遠えん慮りよがちに話しかけてくる友とも典のりを、毬まり子こは思いきりよく無む視しした。やれやれという顔で彼は後をついてくる。

　昨日と今日で東とう堂どう友典については把は握あくしつつある。一言でいうとゴミのような人間だった。もちろんアルカミレスであることを窺うかがわせるものはなにもない。戦器オニクスを持ち歩いている様よう子すはないし、体格のわりには運動神しん経けいもさほどいいわけではないし、特別に知ち性せいがあるわけでもないようだ。方舟アルカの中でも単なる使いっ走りだろう。

　これほど平へい凡ぼんな人間も珍しいが、なぜかこの友典と一緒にいると苛いら々いらする。昨日、話をした篠しの宮みや拓たく也やもそれなりに不快だったが、この友典がかき立てる苛いら立だちはそれとはどこか質が違う。この人間について気になっているのはそのことだけだった。

「榛はる名なさん、昨日から訊きこうと思ってたんだけど」

　友典の緊きん張ちよう感かんに欠ける声が聞こえた。どうせまた下くだらない話をするんだろう、と思ってまた無視していると、

「榛名さんの家族ってどこに住んでるの？」

　と、友典は言った。これは予想されるべき質問だった。今まで尋たずねてこなかったのが不ふ思し議ぎなぐらいだ。

「そんなことをお前に説明する理由はないわ」

　彼女は平へい然ぜんと答えた。予想はしていたが、答えるつもりもなかった。

「うん。まあ、そうなんだけどさ」

　あっさりと友典は認めた。しかし、次の言葉で彼女はぎょっとした。

「君も親がいないだろ？」

　毬子はぎくりと足を止めて記き憶おくを探った。今までこちらから家族の話をしたことはなかったはずだ。

「ごめん。驚かせるつもりじゃなかったんだけど……やっぱりそうだったのか」

「……いつ調べたの？」

　毬子は低い声で言った。出会ってからまだほんの数日だ。普通の人間が他人の身元を調査するはずはないから、最初から疑われていたということになる。

「え？　調べた？」

　友典はぷっと噴ふき出した。

「なにがおかしい！」

　毬子はつい大声で叫んだ。廊下を歩いていた生徒たちがこちらを振り返る。

「ごめんごめん。調べたわけじゃなくて。初めて会った時にそう思っただけだよ」

　到とう底てい信じられない説明だった。

（まさか、戦器オニクスの能力？）

　人間の記き憶おくを操そう作さする戦器オニクスの存在なら耳にしたことはあるが、他者の頭の中まで覗のぞきこむ戦器オニクスなど聞いたことはない。

（……え？）

　ほんの一いつ瞬しゆん、違い和わ感かんが頭をよぎった──しかし、今の状況には無む関係な気がする。

　彼女はすぐにそれを忘れた。

「……どうして分かったの」

　そうだなあ、と友とも典のりはしばらく考えこんだ。

「なんとなくそういうのが分かる時があるんだ。俺も似たようなもんだしさ……まあ、匂においみたいなもんかな」

　なんの説明にもなっていない。一瞬、毬まり子こは苛いら立だちを通り越して殺さつ意いを覚えた。アルカミレスならともかく、ただの人間に殺意を抱いたことなど一度もなかった──その時、この少年と接しているとどうしてこうも自分が不ふ機き嫌げんになるのか、理由に思い当たった。

（この男は父に似ている）

　アルカミレスの前に彼女を置いたまま逃げ出して、それっきり戻らなかった父。彼女にとっては人間の愚ぐ劣れつさの象しよう徴ちようだった。

（冷静さを失わないように）

　ふと、アパタスの注意が頭に蘇よみがえる。彼女は目を閉じて考えこんだ。父に似ていたせいで、無意識のうちに友典を侮あなどり過ぎていたのかもしない。

「他になにか分かっていることは？」

「え？　さあ……兄弟はいなさそうだけど」

　自信なさげに友典は言う。ひょっとするとこちらを欺あざむこうとしているのかもしれない。「匂い」とやらで相手のことを察するよりも、調べたことを調べないと言う方がはるかに簡単だ。

「お前の他にこういった特とく技ぎ……能力を持つ人間はいる？」

　質問の意図が分からない、というように友典は首をかしげた。

「へんなことにこだわるんだな。急にそんなこと言われても……あ」

　友典は小さくつぶやいた。誰かに思い当たったらしい。

「今日、放課後ごヒマ？」

「……どうして？」

「ちょっと付き合ってほしいところがあるんだけど」

　彼はどこかいたずらっぽく笑った。毬子の中で警けい戒かい心しんが頭をもたげる。

「どこへ行くつもり？」

「それは後で説明するよ」

　と、友とも典のりは言った。
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　坂道の右手は山の斜面になっていて、そこから四よツつ宮みや市の中心部を一いち望ぼうすることが出来た。

「……ふむ」

　亨きよう司じはガードレールにもたれて腕うで組ぐみをする。ちらりと腕時計を見ると、まだ午後の授業は終わっていない。今日は学校へ行かずにこの四ツ宮市へ偵てい察さつに来ていた。

　町の中心部に目を凝こらす。そこには四ツ宮フラワーワールドがあり、停止したままの観かん覧らん車しやが見える。まだ営業は再開されていないらしい。

（そもそも、テリオンのあの襲しゆう撃げきは妙みようだった）

　日ひ向な子こも言っていたが、テリオンがあのように人目につく場所でアルカミレスを襲おそうことは滅めつ多たになかった。警けい告こくだとしてもあのような騒ぎを起こす必要はない。むしろ拓たく也やたちをこの四ツ宮へおびき出そうとしているように思える。

　拓也たちに四ツ宮でなにかをさせようとしているのか──あるいは二人を古こ滝たきから出すことそのものが目的なのかもしれない。

　いずれにせよ、あのテリオンはこの四ツ宮にいると見ていい。拓也たちをここに連れてくる前に、自分の目で見てみようとここまで来た──のだが。

「ん？」

　ふと、亨司の目が細くなった。わずかに背を屈かがめて、注意深ぶかく周囲を見回す。

（またか）

　彼は舌した打うちをする。四ツ宮に入ってから、時とき折おり何者かに見られている気け配はいを感じる。気配を消している様よう子すはない。むしろ自分の存在を誇こ示じしているかのようだった。

　姿はどこにも見えない。

　亨司は遊園地で拓也たちを襲ったテリオンが唐とう突とつに消えたという話を思い出した。大おお勢ぜいの人間が周囲にいたにも関わらず、そのテリオンは誰にも目もく撃げきされなかった。

（……姿を消す能力かもしれないな）

　しかし、どのような原理で姿を消すことが出来るのだろう。

　その時、坂の上から一台のタンクローリーが現れた。一いつ車線だけの狭い道みち幅はばをほとんど塞ふさぎながらのろのろと徐じよ行こうしてくる。この坂を上がって山を一つ越えると古滝市だった。おそらく、混んでいる国道を避けるための裏うら道みちになっているのだろう。

　亨司は坂の一番上に目を凝らす。タンクローリーが通り過ぎた後に、小学生ぐらいの少年が立っている。逆ぎやつ光こうでシルエットになっているので顔かたちははっきり見えない。

　ふと、異い変へんに気付く。突とつ然ぜん頭上からの太陽の光が弱くなった。さっきよりも周囲の温度が下がっていた。木こ陰かげにでも入ったように肌はだがひやりとする。あたりにはおかしなものも見あたらない。動いているのはタンクローリーだけだ──。

（ん？）

　タンクローリーからはエンジン音が聞こえてこなかった。惰だ性せいで坂を下っているのだ。車内では運転手がステアリングから手を放し、両手で顔を抑えたままシートにぐったりと体を預けている。どうやら意識を失っているらしい。

「あれは……？」

　車体の数メートル上で透とう明めいな円えん盤ばんのようものが薄く広がっている。その円盤は亨きよう司じの頭上にまで達していた。かすかに光が遮さえぎられているのが分かる。太陽の光を遮っている──そう思った瞬しゆん間かん、円盤の中心から一いち条じようの白い光が銀色のタンクに向かって発射された。

　亨司は大きく目を見開いた。

（光線を発する能力じゃない）

　光を屈くつ折せつさせる能力だ──光線は地上に降り注そそぐ太陽光を束たばねたものだったのだ。

　しかし、それだけで事じ態たいは終わらなかった。

　突然、轟ごう音おんと共にタンクが爆発した。亨司は反射的に両腕で顔をかばう。タンクの形が変形し、炎ほのおをしぶきのようにまき散らしている。中身は可か燃ねん性せいのガスか石油の類たぐいに違いない。ああいったタンクは分ぶ厚あつい鋼こう板はんで作られているはずだ。それをやすやすとあの白い光は焼き切った。

　亨司の背せ筋すじが冷たくなった。

（あれに直接狙ねらわれたら、死体も残らないな）

　車体は炎に包まれていたが、停止しなかった。むしろ加速しながら亨司の方へ迫ってきていた。ふと、彼は自分がなんの遮しや蔽へい物ぶつもない狭い道に突っ立っていることに気付いた。坂の下までは一いつ直線で、避ひ難なん出来る場所も見あたらない。走って逃げても途中で追いつかれるだろう。

「くそっ」

　亨司はガードレールをひらりと飛び越える。その下はほとんど垂直に切り立った山の斜面だった。彼は片手でガードレールを摑つかんでぶら下がる。

　それと同時に真ま横よこを車輪のついた炎の塊かたまりが通り過ぎていった。すぐさま道路に再び這はい上がり、亨司はタンクローリーを目で追った。途中からわずかに右へ逸それた車体は、それでも断だん続ぞく的に小さな爆発を繰り返しながら坂の下にある十字路ろに向かっていた。

（……停まらないのか）

　激しく炎えん上じようしながらも車体の下した半分は無事だった。タンクローリーは交差点に達し、角にある信号機の支柱を薙なぎ倒してようやく静止した。ずん、と腹に響ひびく低音と共に最後の爆発が起こった。タンクローリーは巨大な火ひ柱ばしらに吞みこまれる。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後で、両側から走ってきた乗用車が次々とタンクローリーに突っ込んだ。耳みみ障ざわりな衝しよう突とつ音おんとともに、二台は炎えん上じようし始めた。

　生せい存ぞん者がいるとは思えなかった。

（さっきの子供）

　タンクローリーが通り過ぎた後、坂の上に子供が立っていた──あれがテリオンだったのかもしれない。

　振り返ったが、もうそこには誰もいなかった。

　亨きよう司じはちっと舌した打うちをする。それから事じ故こ現場へ向かって走り出した。




　　　　７




「一体、どこへ向かっているの？」

　と、毬まり子こは苛いら々いらして言った。彼女は友とも典のりと一緒に線路沿ぞいの道路を歩いている。

「うん。ちょっと会わせたい人がいてさ」

　授業が終わり、放課後の時間になっていた。昼休みに言った通り、友典は彼女を学園の外へ連れ出した。だが、いくら尋たずねても行き先を言わない。癪しやくに障さわる態度だったが、それでも回れ右をして帰ろうとは思わなかった。友典が昼休みに見せた「特技」が気になっていたし、これから会うという人間も同じようなことが出来るらしいからだ。

　今の任務が内ない偵ていである以上、敵の情報はなるべく多く得ておくべきだ。

　やがて友典は古い一いつ軒けん家やの前で立ち止まり、門を開けて中に入った。

「どうぞ」

　と、毬子を手招きする。

「お前の家？」

「友達の家だよ。毎朝、ここまでバイクで来て停めさせてもらってるんだ」

　そのわりには自分の家のように気安く振る舞っている。門の表ひよう札さつを確認した毬子は、あっと声を上げそうになった──篠しの宮みや。

　彼女は改めて目の前の家を見上げた。ここはアルカミレスたちの巣すだ。

（……罠わな？）

　周囲を見回したが、静かな昼下がりの風景が広がっているだけだった。動いているものと言えば、路上で揺らいでいる陽かげ炎ろうぐらいだ。近くにアルカミレスたちの気け配はいは感じられない。

「早く来なよ、榛はる名なさん」

　庭の方から友典が声をかけてくる。こちらに危き害がいを加えようとしているわけではなさそうだ。だとしたら、アルカミレスの巣を見ておくのも悪くはない。彼女は警けい戒かい心しんを解かずに、慎しん重ちように門の中へ足を踏み入れた。

「ただいま、篠しの宮みやのおじさん」

　友とも典のりの妙みように明るい声に、毬まり子こは思わず足を止める。庭に面した窓の向こうに、色あせた作さ務む衣えを着た白はく髪はつの老人が端たん然ぜんと座っていた。彼は友典を見ると、お帰り、とのんびり挨あい拶さつをした。

「拓たく也やから連絡はありましたか？」

　と、友典は言った。老人は軽くうなずいた。

「ああ、さっき電話があった。なんでも日ひ向な子こさんと急に四よツつ宮みやへ行くことになったとか言ってたが……」

　亨きよう司じはうなずいた。

「連れん絡らくがあったならいいんですけど。二人とも急いで出てったから、ちゃんと連絡したのか気になってて」

　四ツ宮、という地名に毬子は反応した。アルカミレスが出かけたということは、アパタスが四ツ宮で動いたのだろう。だとすると、あの二人はしばらくはここへ戻ってこない。邪じや魔まが入らない方が任務もやりやすい。

　ふと、老人は毬子に目を留めた。

「……そちらの娘さんは？」

　友典はいわくありげにニッと笑えみを浮かべた。

「拓也から話を聞いたんで……あの、例の……」

　そう言いかけると、老人は納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ああ、転校生の娘さんか。どうもこんにちは」

　老人は相そう好ごうを崩した。毬子は居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。相手は自分を知っているようなのに、こちらは相手を知らない。

「この人は拓也……篠宮のおじいさん」

　ふと、アルカミレスたちの情報を思い返した。そういえば、篠宮拓也を育てた老人がいると聞いている。名前は確か「篠宮和かず男お」。

　毬子は軽く頭を下げた。人間相あい手てに愛あい想そなど振りまきたくはなかったが、この場合は仕方がない。アパタスからも人間らしい態度を心がけるよう注意を受けている。

　顔を上げた毬子と老人の目が正面から合った。柔らかい視線が彼女に注そそがれている。胸の内を見み透すかされているようで、落ち着かない気分だった。

　ふと、老人が思い出したように友典の方を向いた。

「そういえばさっき世せ津つ子こちゃんから電話があってな。お前に診しん療りよう所じよの方へ来てほしいそうだ」

「叔お母ばさんから？　今すぐですか？」

　友典は目を丸くしている。

「ああ。なんでも剛たけ広ひろくんの家の処しよ分ぶんのことで、ちょっと目を通して欲しいものがあるそうだ。すぐに終わるとは言っとったが」

「そうですか……」

　彼は困ったように毬まり子こを見る。話はよく分からないが、少し席を外すということらしい。

「そこの娘さんだったら、俺と茶でも飲んどるよ……それでいいかね？」

　突とつ然ぜん話しかけられて、毬子は考える間もなくうなずいていた。友とも典のりもそれで一ひと安心したらしい。

「分かりました……じゃあ、悪いけどすぐに戻ってくるから」

　彼は毬子にそう言って、庭の隅すみに置いてあったぼろぼろのスクーターのところへ走っていった。

「まったく、叔お母ばさんも俺の携帯にかけてくれればいいのに」

　ぶつぶつ独り言を言いながら、スクーターを押して門の外へ出て行った。




「こっちへ来て座りなさい」

　友典のスクーターのエンジン音が遠ざかると、和かず男おは窓のそばに座ざ布ぶ団とんを敷いた。そして、自分は立ち上がって部屋の外へ出て行ってしまう。毬子は勧すすめられるままに座布団の端はしにちょこんと腰を下ろした。

　毬子は篠しの宮みや家けの庭を眺ながめた。あまり手入れをしていない植木は青々と葉を茂らせている。それらは傾きかけた陽ひ射ざしを浴びて輝いていた。どこからか季節外はずれのひぐらしの声が聞こえる。美しいというわけではないが、どこか目を奪われる景色だった。

　そこへ麦茶の入ったコップを盆ぼんに載せて、老人が戻ってきた。

「どうも茶ちや菓子を切らしとるようだ」

　和男は申し訳なさそうに言い、毬子の隣となりに腰を下ろす。畳たたみの上に置かれた盆から、麦茶のコップを取って一ひと口くち飲んだ。口には出さなかったが、美お味いしかった。

「すまんな。どこまで聞いているか分からんが、俺があんたをここへ連れてきてくれるように頼んだんだ……ちょっと話をしてみたくてな」

　老人の皺しわの刻まれた顔にはくつろいだ笑えみが浮かんでいる。

「……わたしのことが分かるの？」

　毬子は慎しん重ちように尋たずねた。この老人も友典のように彼女のことを言い当ててしまうかもしれない。そう思うと不ぶ気き味みだった。

「いや、よくは分からんがね」

　老人の答えに彼女の体から力が抜けた。こんなところまでわざわざ連れてきた友典に腹が立ってきた。

「ただ、拓たく也やの話で、どういう娘さんかはなんとなく見当がついとったが」

「どういうこと？」

　和男はふっと遠い目をした。

「うちの子供たちは……友とも典のりも、それから今ここに下宿しとる娘さんもそうだが、みんな少し変わった生い立ちでな。普通の人間にはあまり心を開かん」

　そういえば、以前ここにはイレーナ・ヴォルクが住んでいたと聞いた。この老人は普通の人間でない者ばかりと一緒に暮らしてきたことになる。

「それがどうしたの？」

　と、毬まり子こは言った。

「こうしてわたしを呼んだことと、なんの関係が……」

「多分、あの子たちはあんたを気に入っとる」

　毬子は啞あ然ぜんとした──老人はさらに言葉を続ける。

「今日、あんたに会ってみて確信が持てたよ。今はここにいないが……うちの娘とあんたが少し似ているせいかもしれん。あんたもちょっと変わり者のようだからな」

　はっはっは、と和かず男おは声を出して笑った。毬子の頭は混乱していた。自分が人間に「気に入られる」ことなど想像したこともなかった。特にアルカミレスにとって自分は天てん敵てきのはずだ。

「……篠しの宮みや拓たく也やはわたしに文もん句くばかり言っていたわよ」

「それもあんたと波長が合っとるからだろう。本当に合わないと思った相手には、あいつは文句すら言わんよ。本人は意識しとらんだろうがな」

　そういえば、文句を言うわりに最後まで学校を案内していた。あれが気に入っている態度だとすると、気き色しよく悪いとしか言いようがない。

「まあ、拓也よりも友典の方が……まあ、なんというか、あんたを気に入っとるかもしれんな。あんたは友典をどう思うかね？」

「虫むし酸ずが走るわ」

　きっぱりと毬子は答えた。

「あんな人間。へらへらして、意志が弱そうで……凡ぼん庸ようの極きわみね」

「これはまた手て厳きびしいな」

　老人は頭をかきながら苦く笑しようした。

「しかし、一つだけ訂正させてもらうとするかな……あいつは決して凡庸な子ではない。周りの都つ合ごうに振り回されとったせいで、他の子供よりずっと苦労しとるよ。きっと本人は子供の頃から、自分が他人と違うと悩んどったと思う……まあ、ちょっとした『みにくいアヒルの子』みたいなもんだ」

　その題名を耳にした瞬しゆん間かん、頭にかっと血がのぼった。池を眺ながめている母の寂しげな笑顔が鮮あざやかに蘇よみがえった。他人と違うというのは、母のような悲ひ運うんを背負った者のことを言うのだ。あんな「普通」の人間には絶対に相応ふさわしくない。

「あんなおめでたい人間のどこが他人と違っているというの？」

　毬子は吐はき捨てるように言った。友典には母や自分のような者の気持ちは絶対に分からない。大事なものを失ったこともないはずだ。

「なんの不幸も知らない顔をして。第一……」

　和かず男おは体の向きを変えて、毬まり子この顔を正面から見み据すえた。その眼がん光こうの鋭さに気け圧おされて、彼女は口をつぐんだ。

「皆がもう知っとることだから話すが」

　むしろ今までよりも静かな声で老人は言った。

「あの子の父親はテリオンに殺された。死んだ父親を最初に見つけたのもあの子だ」

　毬子はなにも言えなくなった。




「悪かったな。途中でいなくなっちゃって」

　と、友とも典のりはスクーターを押しながら言った。あの後、彼は三十分ほどで戻ってきた。しばらく話をして、毬子が篠しの宮みや家けを出た時にはもう日が沈みかけていた。彼女は一人で学園へ帰れると言ったのだが、友典は送っていくと言って聞かなかった。結局、断り切れずに二人でさっきと同じ道を逆に辿たどっている。

「いい人だろ、篠宮のおじさん」

　どこか誇らしげに友典は言う。毬子には答えられなかった。いい人間、というものがいると考えたことがなかったからだ。

「俺がいない間、なに話してたの」

「……別に」

　気が向いたらあの子たちと仲良くしてくれ、と和男は言った。もちろん、無む理りにと言っているわけじゃない。あの子たちと通じ合うものがあればということだが。

（そんなことあるはずがない）

　馬ば鹿か馬鹿しいにもほどがある。「あの子たち」はアルカミレスとテリオンに親を殺された人間で、どちらもテリオンである自分と相あい容いれるはずがない。毬子はアルカミレスという敵への憎しみを忘れたことはない──でも、どうして無理だとはっきり言わなかったのだろう。

「またいつでも遊びに来なさい。今度は拓たく也やたちのいる時に来るといい」

　あの家を出る時にもそんなことを言われたが、もう二度と来ない、とはなぜか言わなかった。

「子供の頃からイヤなことがあると、あの家に泊まりに行ってた。あそこはもう一つの俺の家なんだよ」

　友典は昔を懐なつかしむように言った。人の好さそうな横よこ顔がおを眺ながめているうちに、毬子の胸に抑えようのない苛いら立だちが募つのった。

　この少年の心の奥にも自分と同じように肉親を殺された憎しみが渦うず巻まいているはずだ。どうしてこんな風ふうに何事もなかったかのように毎日を過ごしていられるのだろう？　毬子は友典が秘めているであろう醜みにくい感情を目の前に引きずり出してみたいと思った──そうすれば、この苛立ちも治おさまるかもしれない。

「ねえ、そういえばお前はテリオンに父親を殺されたそうね」

　毬まり子こは徴ちよう発はつするように言った。夕暮の中でも、友とも典のりの顔が青ざめるのがはっきり分かった。

「父親の死体を見つけたのはお前だったんでしょう？　どんな風ふうに殺されていたの？」

　友典は歯を食いしばる。怒りに震えているのだろうと毬子は思った──テリオンに。そして毬子にも。なぜか胸の奥がちくりと痛んだが、深く考えないようにした。

「全身を切り刻まれて、自分の車のトランクに詰め込まれてたよ」

　抑よく揚ようのない声で友典は言った。

「そのテリオンは父とうさんの死体を入れたまま、何日もその車を乗り回していたんだ……父さんになりすまして」

　人間に擬ぎ態たいする能力を持つテリオンがいたことは毬子も知っている。名前はオフリス・ペインキラー。人間を殺すことに快かい楽らくを見いだす、品ひん位いの欠片かけらもないテリオンだった。憎しみを買うのも当然だ。

　毬子の中で、オフリスの姿が母を殺したアルカミレスと重なった。

「じゃあ、お前はテリオンを許せないわよね」

　と、毬子は言った。なぜか心が軽く浮き立った。

「テリオンの血を引く者は、全員この地上から消えてなくなればいいと思っているでしょう？　そうよね？」

　そう考えて当然だ。毬子も母を殺したアルカミレスを地上から消すために戦ってきたのだから。しかし、友典は答えなかった。スクーターごとその場に立ち止まってしまう。毬子は振り返り、友典と向かい合った。

「……よく、分からないんだ」

　友典は苦しげにつぶやいた。

「父さんを殺したテリオンは憎かったけど、テリオンの血を引いてれば、どんな奴やつでも憎いって気持ちになれないんだ」

　一いつ瞬しゆん、自分がなにを耳にしたのか理解出来なかった。目の前にいるのが人間だということも、自分がテリオンだということも、頭の中から消えていた。

「じゃあ、お前はテリオンの血を引いている者と、仲良く出来るっていうの？　他の人間と同じように扱えるの？　本気でそんなことが出来ると思っているの？」

　毬子は我を忘れて詰め寄った。友典は顔を上げる。

　今までと違う決意に満ちた目をしていた。

「俺は自分にとって大事な相手かどうかを考えるよ。テリオンなのか人間なのかじゃなくて……その方がいい」

　ふと、毬子は違い和わ感かんを覚えた。友典はここにはいない誰かのことを話しているような気がした。イレーナ・ヴォルクのことかもしれない。

「だから、出来るよ」

　友とも典のりは自分に言い聞かせるようにうなずいた。

「俺には、出来る」
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　何度か呼び出し音が鳴った後で、相手は電話を取った。しかし、なんの言葉も発しようとしない。

「アパタス？」

　と、毬まり子こは思わず確認した。

『……なにかあったのですか？』

　携帯の向こうから低い男の声が聞こえてくる。特に話したいことがあったわけではない。ただ、どうしてもアパタスやグロスマンの声が聞きたくなっただけだった。不安にかられた時、毬子にとって他に頼る者はいなかった。

『緊きん急きゆう事じ態たいでない限り、この番号にはかけてこないようにと言ったはずですが』

　少し厳きびしい口く調ちようでアパタスは言った。
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「ええ……」

　かけるべきではないことは毬まり子こにも分かっていた。今回の任務でのアパタスの役割は陽よう動どうで、アルカミレスたちの注意を東とう堂どう学園から逸そらすために四よツつ宮みや市にいる。毬子はその間に東堂学園に潜せん入にゆうし、アルカミレスが他にいないかを調査する。

　そして、戦力が正確に分かった時点で敵を殲せん滅めつ──それが今回の作戦だった。

　そのためには毬子とアパタスの繫つながりを断った方がいい。出来るだけ連れん絡らくを取り合わないように決めたのはそのせいだった。

「切った方がいい？」

　と、毬子は尋たずねる。当たり前だと言われたら切るつもりだった。しばらくアパタスは考えこむ風ふうだったが、やがてふうっと息をついた。

『まあ、今回だけなら問題はないでしょう……ちょうど、わたしの方もあなたがどうしているか心配になっていたところです。今、どこにいるのですか？』

　アパタスは優しい声で言った。

「学生寮りようの部屋よ」

　毬子は東堂学園の寮に戻った後、食事もせずに部屋に閉じこもっていた。時間は確認していないが、もう真ま夜よ中なかになっているはずだ。

　部屋の中にあるのは備え付けのベッドと机ぐらいで、彼女自じ身しんが持ちこんだものはほとんどなかった。どうせ長くここにいるわけではない。

『調査の方は進んでいますか？』

　そう言われて毬子は任務のことを忘れかけていた自分に気付いた。篠しの宮みや家けへ行ったのも、友とも典のりがアルカミレスかどうかを確かめるためだった。

「……東堂友典を観察していたけれど、やはりアルカミレスではないわ。方舟アルカでも特別な地位に就ついているわけでもなさそうだし。多分、可能性があるのは大おお江え亨きよう司じの方でしょうね」

　友典はほとんど普通の生活を送っているようだし、アパタスが四ツ宮で事件を起こしても特になにもしていない。しかし、大江亨司の方は新学期が始まってから教室には現れなかった。授業をサボって生徒会室しつにいる、という噂うわさが立っていた。

　その生徒会室には一般生徒はおろか職員も足を踏み入れることは出来なかった。今の理事長の意向だそうだが、その理事長もどうやら方舟アルカの協力者らしい。

『そうですか。東堂友典の父親は学園の理事長でしたし、今の理事長も元は父親の人じん脈みやくですから、なにか重要な働きをしていると思ったのですがね』

「違うと思うわ。重要なことが友典を通じて決まっている様よう子すはないもの」

『分かりました。では、明日から調査の対たい象しようを大江亨司に変えて下さい』

「えっ……」

　毬子は動どう揺ようした。友典がアルカミレスでない以上、そうするのが当然だった。しかし、なぜかそれには抵抗がある。

（俺には出来る）

　さっきの友とも典のりの言葉を思い出す。あの時、彼女は心のどこかで考えていた。

　もし自分がテリオンだと知ったら、それでも仲良く出来ると言うだろうか──。

『……情じようが移りましたか。東とう堂どう友典に』

　突然、アパタスが言った。毬まり子この顔にかっと血がのぼった。それが怒りのためなのか、もっと別の感情のためなのか、自分でも分からなかった。

「バ、バカ言わないでよ！　人間なんかに情なんか移すもんですか！」

『しかし、心に迷いが生まれた。だから電話してきたのでしょう？　違いますか？』

　毬子は唇くちびるを嚙かんだ。友典と仲良くなりたいわけではない──と思う。ただ、人とテリオンが「仲良くなれる」という話に戸と惑まどったのは確かだった。

『毬子・ファランクス』

　穏おだやかではあるがどこか厳きびしい声でアパタスは言った。

『あなたの主あるじはどなたですか？』

　頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。ほとんど無む意識のうちに左手の小指を探る。そこには母が殺されたあの日、グロスマンから賜たまわった指輪が嵌はまっている。最初は親指だったが、成長した今は小指にしか入らない。この十年、肌はだ身み離さず身につけているものだった。

『わたしたちはグロスマン様の御おん為ためにあります。人と関わるためではありません』

「……」

『あなたはグロスマン様の右腕です。あの方が直じき々じきに仕込まれたテリオンの傑けつ作さくと言ってもいい。おそらく、あなたほど高いレベルで完成された戦せん闘とう力を持つ者は、今のクランにもほとんど見あたりません。あなたはたった一人で何十人ものアルカミレスを屠ほふってきた……全て、公正な決闘という形でです』

　毬子はアパタスの言葉を黙って聞いていた。自分は毬子・ファランクス──瞑めい目もくの星せい火か。アルカミレスを狩かるテリオン。

　今さら他の生き方などあり得ない、はずだ。

『誰よりも公正さと信しん義ぎを慮おもんぱかるあなたなら、分かるはずでしょう。自分が何者で、どんな使命を帯びているか』

「……分かってるわよ。わたしがどんな目に遭あったのかもね」

　母を殺したのはアルカミレス。自分を見捨てたのは人間の父。それは動かしたい事実だ。ふと、電話の向こうでアパタスの息づかいが止やんだ気がした。

「アパタス？」

　と、毬子は言った。一いつ瞬しゆん、電話が切れてしまったのかと思った。

『あなたも、わたしも、後あと戻もどりは出来ませんよ。毬子』

　不ふ意いにアパタスは言った。

『昔に戻ろうとしたところで、取り戻せるものなどない……それを忘れてはなりません。決して』

　それはアパタスの口くち癖ぐせだった。行動を共にするようになってから十年、何度もこの言葉を耳にしてきた。毬まり子こへの忠ちゆう告こくというより、アパタスが自分に言い聞かせているようだった。

　アパタスの言葉にはたまによく分からないところがあった。しかし、基本的に間違ったことを言わないし、常に毬子を気き遣づかっているのは伝わってくる──毬子はアパタスを信頼していた。

『今後は慎しん重ちように行動して下さい。その間にこちらは次の手を準備します』

　次の手、という言葉を聞いた時、毬子の心に暗い影が射さした。寮りようの食堂の前を通りかかった時、四よツつ宮みや市で複数の死者を出す事件が起こったというニュースがテレビから流れていた。間違いなくアパタスの仕し業わざで、「次の手」でも死者が出ることだろう──テリオンが人間を殺すことに問題を感じているわけではない。それは当然の行為だ。しかし、その死者たちにも友とも典のりのような遺い族ぞくがいると思うと、複雑な思いがした。

『どうかしましたか？』

「……いいえ。なんでもないわ」

　毬子は迷いを振り払うように首を振った。自分はグロスマンの配はい下かであり、するべきことは決まっている。今の迷いなど大した問題ではない──。

　そう思うことにした。







　　　幕間・二







　ルスラン・ヴォルクはティーテーブルからカップを手に取った。青いスーツに身を包んだ彼は、優ゆう美びな装そう飾しよくの施ほどこされた古い椅い子すに腰こし掛かけて、長い脚あしを窮きゆう屈くつそうに組んでいた。窓から滑すべりこむ微び風ふうが金色の巻き毛をかすかに揺らしている。

　窓の外は漆しつ黒こくの闇くら夜やみで、テーブルの上のランプがわずかな光の輪を作っていた。明かりがなくともルスランには闇の奥を見通す力がある。このランプはルスランの同席者のためのものだった。

「グロスマンが『瞑めい目もくの星せい火か』を差し向けたようですわ」

　傍かたわらに控えているレディ・バレットが言った。カップの縁ふちに触れかけていたルスランの唇くちびるから笑えみがこぼれた。

「そろそろ、あの老人も本気になったかな」

　バレットは主あるじの表情を見るともなく窺うかがっていた。

「火か凜れん・水すい漣れんとは強さの次元が違うテリオンだ。明日にでもイグニス・アウルムが『城カストラ』に戻ってくるかもしれないね」

　ルスランはどこか茶ちや化かすように言った。火凜たちを見送った時もそう感じたが、この主はアルカミレスが刺し客かくを返り討うちにすることを期待している気がする。

「ルスラン様は篠しの宮みや拓たく也やをグロスマンたちへの牽けん制せいにお使いになっているのですか？」

　バレットはずばりと尋たずねた。戦器オニクスを管理する立場にあるグロスマンは、自然とイグニス・アウルムの回かい収しゆうに積極的にならざるを得ない。それにルスランへの対抗上じよう、配はい下かに金色の戦器オニクスの使い手を欲しているし、配下の多くもそれに名乗りを上げたがっているはずだ。

「バレットは想像力りよくが豊かだね」

　ルスランはかすかに笑い声を洩もらした。

「ぼくはグロスマンと争っているつもりはないよ。あの老人がなにを考えているかは知らないけど、今のところ彼がぼくたちに害を為なすような行動を取ることもないだろう。そのことはあまり心配していない」

　バレットは主の話に黙って耳を傾けていた。ルスラン・ヴォルクは噓うそをつかない。本当にグロスマンは彼にとって敵ではないのだろう。しかし、グロスマンは別だとバレットは思った。確かに今のところグロスマンはルスランへの敵意をむき出しにはしていない。しかし、状況が変わればなにをするか分からない。

「ぼくの心配は今のところ一つだけ……しばらくここを留る守すにしなければならないことだよ」

　数日中にルスランはやがて来るべき「聖婚ヒエロス・ガモス」の本格的な準備のために出発し、バレットは古こ滝たき市しへ偵てい察さつに行くことになっていた。

　ルスランはカップの中身を一ひと口くち飲んで、テーブルの反対側をちらりと見る。バレットは主あるじの心しん中ちゆうを察した。黒いドレスに身を包んだ彼の妹が、テーブルに両手を投げ出したままじっとしている。ランプはイレーナのために置かれたものだったが、うつろな目はどこも見ていない。このような状態の妹を置いていくことが心配なのだ。

　身み内うちへの愛情のあり方は、テリオンも人間も変わらなかった。

「意識があるのかな？」

「今ははっきりしてらっしゃらないと思います……時々、正気にお戻りになりますが」

　ルスランはカップを置き、手を伸ばして妹の手の甲こうに触れる。彼女は無む反応だった。

「……覚かく醒せいは間ま近ぢかだね」

　満足げにルスランは言った。

「もうすぐお前は全てを取り戻す……奪われていたものも、自ら捨てたものも。その時こそ、お前はぼくたちの道を照らす松明イレーナとなるだろう」

　バレットはイレーナの唇くちびるを見つめる。

　人形のように動かない彼女の体の中で、唯ゆい一いつそこだけが動いていた。




　拓たくちゃん助けて、と彼女はつぶやき続けていた。







　　　第三章　最後の狩り
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　炎えん上じようしたタンクローリーが交差点に突っ込んだ事件は、五人の死者を出す惨さん事じとなった。先日の四よツつ宮みやフラワーワールドでの事件と同じく、テリオンの関係している可能性が高いと判断し、多数の捜そう査さ員を投入して手がかりを捜しているらしい。

　一いち夜や明あけた次の日、四ツ宮駅えき前まえに一台の黒いミニバンが停まっていた。特別な外装が施ほどこされているわけではないが、後部座ざ席せきの窓は完全に塞ふさがれていて、中を覗のぞきこむことは出来ない。人々は気に留めることなくそのそばを通り過ぎていた。

　車内には拓たく也やと日ひ向な子こと亨きよう司じが乗りこんでいた。

「……どうもね、色々と納なつ得とくが行かないんだ」

　ミニバンの後部座席で亨司は言った。彼の所有物であるこの車は「方舟アルカ」の移動式の拠きよ点てんになるよう改造され、端たん末まつなどの必要な機器も積み込まれている。亨司と向かい合うように制服を着た拓たく也やと日ひ向な子こが座っている。

「なんの話だよ？」

　拓也は苛いら々いらしながら言った。今日はなにをするかも聞かされず、登校の最中に車に乗せられてここまで来ていた。

「ここにいるテリオンがなにをしたいのか、はっきりしなくてね」

　亨きよう司じの話では光の方向を操あやつることの出来るテリオン、ということだった。

「この町でなにかしようとしてるんじゃないのか。それで俺たちが邪じや魔まなんだろ」

　亨司は話にならないと言うようにため息をついた。

「警けい告こくというのは手を引かせるためのものだろう。君たちは四よツつ宮みやにテリオンがいることすら気付いていなかったじゃないか」

「……あ」

　言われてみればその通りだ。警告などしなくとも、放っておけば邪魔は入らなかったはずだ。

「遊園地でも君たちを襲おそったけど、とても本気でやったとは思えない。わざわざこの四ツ宮で、一般人を巻きこむような方法を取っている。つまり……」

「わたしたちをここにおびき出すのが目的ということ？」

　それまで黙っていた日向子が口を開いた。

「その可能性が高いと思う。昨日の事件も、ぼくたちに見せるために起こしたんじゃないかな……自分が四ツ宮にいると言いたかったんだろう」

　拓也は足元の戦器オニクスのケースをぎゅっと摑つかんだ。昨日の事件では何人もの死者が出ている。

「……そんなことだけのために、人を殺したっていうのか？」

「脅おどしの意味もあると思うよ。現にテリオンの意図が別のところにあると疑っていても、ぼくはここに君たちを連れて来ざるを得ない」

　確かにテリオンがまた新しい事件を四ツ宮で起こすかもしれない。それを防ごうと考えれば、今は四ツ宮にいるしかなかった。

「ということは、古こ滝たきでもなにかをしているのかもしれないわ」

　日向子が低い声で言うと、亨司はうなずいた。

「当然そうなるね。こっちは陽よう動どうってわけだ」

　拓也は二人の会話を聞きながら考えこんだ。だとすると、四ツ宮の事件だけに関わっているわけにはいかないということだ。

「じゃあ、四ツ宮にいるテリオンを一いつ刻こくも早く倒さないと」

　拓也がそう言うと、亨司はシートにもたれながら頭の後ろで手を組んだ、

「まあ、原則的にはそうなんだけどさ。でも、多分そううまくは行かない」

「なんで？」

「日向子なら分かるだろ？」

　拓たく也やは日ひ向な子この顔を見る──と、彼女は微び妙みように視線を逸そらした。昨日、二人は四よツつ宮みやへ来る前に一応は仲直りしていた。

　瞑めい目もくの星せい火かの話を聞いて少し神しん経けい質しつになっていたかもしれない、と日向子は言った。拓也は釈しやく然ぜんとしなかったが、自分も少し言い方が悪かったかもしれないと謝った。

　表面上はそれで元通りになったが、話しているとどこか居い心ごこ地ちが悪い。かえってわだかまりが残ってしまった気がする。

　日向子は拓也と目を合わせずに口を開く。

「わたしたちがここへ来た以上、そのテリオンの目的は達せられる……だから、わたしたちがどこかへ行かない限り、隠かくれていると思う……昨日と同じように」

「そういうこと」

　亨きよう司じが同意した。昨日、事件が起こったのを知った拓也たちは、その「子供」のテリオンを探しに四ツ宮市へ来ていた──しかし、なんの収しゆう穫かくもなかった。

「しかも今の四ツ宮には警察が多いから、町の中を捜すことすら難しいしね」

「……じゃあ、なんにも出来ない状態でここに釘くぎ付づけってことか？」

　と、拓也は言った。古こ滝たきの方でもなにかが起こっているかもしれないというのに。すると、亨司が苦く笑しようしながら首を横に振った。

「ぼくがなんの手も打たずに、君たちをここに連れてくると思うかい？　警察の注意を逸らし、それなりの確かく率りつで君たちの前にテリオンを引きずり出す手を打ってある」

「え……？」

　そんな都つ合ごうのいい方法があるのだろうか。

「まあ、しばらく二人で四ツ宮を歩き回ってほしい。そうすれば分かる」

　亨司は自信たっぷりに胸を張った。




　日向子は拓也と一緒にミニバンの外へ出て、商店街に足を踏み入れた。ここ数日のテリオンによる事件のせいか人通りはまばらだ。店主たちは暇ひまを持て余しているようだった。

　亨司からはなるべくテリオンに見つかりやすい場所を歩いてくれと言われていた。こちらがテリオンを見つけるのではなく、向こうに発見させるようにしてほしい、と。

「ん……？」

　拓也はふと足を止めて振り返った。

「どうしたの？」

「今なんか音が聞こえなかったか？」

　日向子は拓也が見ている方に視線を向けた。家々の向こうに雑ぞう木きで覆おおわれた山が見える。その先には古滝市があるはずだった。山の上に鉛なまり色いろの雲がかかっていて、かすかに雷かみなりの音が響ひびいてきた。

「あの音？」

　拓たく也やは首をひねっている。

「うーん……そうだったかな」

　どうやらもうすぐ一ひと雨あめ来るらしい。

　二人はあまり口を聞かずに商店街を歩き回った。日ひ向な子こは周りに目を配りながら、昨日の昼休みに拓也と話したことをぼんやり思い出していた。あの時、お互いになにか大事なことを言いそびれてしまった気がする──とても単純で分かりやすい言葉を。

「日向子」

　隣となりを歩いている拓也が言った。彼は商店街の先にある遊園地の観かん覧らん車しやを見つめている。あの日からずっと停まったままだった。

「なに？」

「また行かないとな、遊園地。この前は途中で邪じや魔まが入ったしさ」

　日向子の胸がじわりと温かくなった。同じことを彼女も望んでいた。そうね、と言いたかったが、それは言わない方がいいことのような気がした。

（もっと日向子さんは素直になっていいと思います）

　なぜかはる華かの忠ちゆう告こくが頭に蘇よみがえる──でも、そう簡単に素直になどなれない。

「わたしは別にいい」

　日向子は弱々しい声で言った。

「礼れ菜なさんが戻ってきたら、一緒に行けばいい」

　拓也は怪け訝げんそうに瞬まばたきをした。

「礼菜が帰ってきたら行くかもしれないけどさ……日向子は行きたくないのか？」

「わたしは他にすることがあるから」

　以前、拓也には友達になってほしいと言ったことがある。それ以来、彼からは色々なものをもらった気がする。これ以上深ふか入いりすると、なにか別の感情に行きついてしまいそうで怖かった。あの時、観覧車でそうなりかけたように。

「俺はそういうこと言ってんじゃなくて……ん？」

　ふと、拓也は言葉を切った。通りの少し先にあるショーウィンドーの前に大おお勢ぜいの人が集まっている。

「なんだ、あれ」

　二人は小こ走ばしりでその店に近づいていった。そこは小さな電器店で、人々はガラスの向こうに並べられている液えき晶しようテレビに見入っていた。

「あっ」

　日向子たちは思わず立ちすくんだ。テレビの画面には「古こ滝たき市しから中継」というテロップとともに、どこかのマンションらしい建物が二つ並んで映っている。マンションは両方とも激しい炎ほのおと煙に包まれていた。




「……テリオン」

　拓たく也やの胸に激しい怒りが湧わき上がってきた。

　これで隠かくれているテリオンを引きずり出すどころではなくなった。もうここにテリオンはいない。四よツつ宮みやではなく古こ滝たきで活動をし始めているのだ。

　マンションの上階のガラスは全て吹き飛んでいる。タンクローリーと同じように爆発を起こしたらしい。さっき耳にしたと思ったのもこの音だろう。拓也は踵きびすを返して駅へ走り出そうとした。すぐに古滝市へ戻らなければ──。

「待って！」

　日ひ向な子こが拓也の腕を摑つかんだ。彼女はまだテレビの画面を凝ぎよう視ししている。

「なんだよ、早く行かないと」

「あれを見て」

　彼女は押し殺した声で言った。音声は聞こえないが、レポーターがちょうどマンションの前に立って喋しやべり始めたところだった。画面の下の方に「ウィングツイン古滝西にし」という文字が見えた。

　拓也は目を丸くする。そのマンションの名前には見覚えがあった。

「これ……火か凜りんたちと戦ったマンションだよな」

　先月、刺し客かくとして送りこまれたテリオンをそこで罠わなにかけた。まだ完成前で入居者は一人もいない。友とも典のりの父の会社から亨きよう司じが買い取ったものだと聞いていた。

「なんでテリオンがわざわざあのマンションを壊すんだ？」

　拓也は首を傾かしげると、日向子が耳元で囁ささやいた。

「テリオンがやったんじゃないと思う」

「じゃ、誰が……」

　答えはすぐに浮かんだ──一人しかいない。亨きよう司じだ。

「なんでこんなことしたんだ、あいつ」

　日向子はテレビの画面を指さした。マイクに向かって話し続けているレポーターの向こうで、警察官や消防隊たい員いんが忙しそうに走り回っている。

「……警察の注意を逸そらし、テリオンを引きずり出す」

　日向子はさっき亨司が言っていたことを繰り返した。確かにここまでやれば警察は古滝に集まるだろう。しかし──。

「テリオンが出てくるっていうのは？」

「すぐにここから離れた方がいい。歩きながら話すわ」

　日向子は拓也の腕を引いて歩き出す。二人は商店街を逸れて、人ひと気けのない住宅地へ入っていった。




　　　　２




　日ひ向な子こたちが立ち去った後で、電器店のテレビを覗のぞきこんだアパタスは啞あ然ぜんとした。自分が起こした覚えのない事件が古こ滝たきで起こっている──。

（……毬まり子こではないな）

　毬子は己おのれのすべきことをきちんと理解している。それに彼女はテリオンでありながら、このような理由のない破壊への欲求を持っていない。

　ということは、アパタスの仕し業わざに見せかけようとしている何者か、ということになる。

　彼はアルカミレスたちが立ち去った住宅街へと向かいながら考える。

（誰が、なんのために）

　アルカミレスたちがあのような事件を起こす理由があるとは思えない。彼らはアパタスを捜しにこの四よツつ宮みやまで来ている。もしなにかの意図があったとしても、人間への被害も厭いとわない方法は方舟アルカにはそぐわない──まるでテリオンのやり口だ。

（……まさか）

　アパタスたちの任務を知る何者かが、それを妨害する意図で起こしたのだとしたら。自分たちはともかく、グロスマンはルスラン一いつ派ぱと対立している。ルスラン・ヴォルクのような古い一族の者なら、そのような姑こ息そくな手段を取ることはないだろうが、配はい下かとなれば話は別だ。特にあのレディ・バレットのような成り上がり者は、主あるじのために裏で泥をかぶることも厭いとわないだろう。

　もしこれで彼の陽よう動どうが意味をなさなくなり、任務が失敗したとしても、あのマンションの爆発がアパタスの仕し業わざではないと信じる者はおそらくいない。責任を取らされるのは自分たちということになる。

　もちろん、毬子にも累るいが及ぶだろう。

　それはアパタスにとって最も避けるべき事じ態たいだ。純血のテリオンとして生きてきた彼にとって、毬子は初めての「守るべき存在」だった。

　アパタスは角を曲がったところで立ち止まった。そこは隣となりの古滝市にも通じている国道だが、今日はほとんど車通りが絶えている。外出を控えるように注意を呼びかけられていることと、昨日の事件では車に乗った人間が被害に遭あっているせいだろう。

　アルカミレスたちは歩道で向かい合っている。むろん、姿を消しているのでこちらには気付いていない。一人が電話をしているところを見ると、仲間と連れん絡らくを取って今後の対策を話し合っているのだろう。

（まずいな）

　マンションの爆ばく破はが誰の仕し業わざだったとしても、アルカミレスたちの関心は当然古こ滝たき市しの方へ向かざるを得ない。テリオンが四よツつ宮みやではなく、古滝にいると見なされる──それはアパタスにとっては最も避けるべき事態だ。

　だとすると、もう一度四ツ宮で事件を起こしておく必要がある。

　空を見上げると、急速に暗あん雲うんが広がりつつあった。雨が降ってはあの「光」は使えない。四ツ宮で大きな事件を起こすとしたら、一いつ刻こくの猶ゆう予よも残っていない。

　その時、一つの直ちよつ観かんがアパタスの頭をよぎった。自分がこのように行動することも、あのマンションの事件を起こした者の策さく略りやくではないのか。なにかの罠わなが待ちかまえているのではないか。

　しかし、アパタスは考えを変えなかった。

（……構うことはない）

　もしそうだとしても、彼の真の姿が見破られるはずはない。この計画が揺らぐことも、アルカミレスたちが自分を倒すことも絶対にないのだから。




「どう思う？　現れると思うか？」

　と、拓たく也やは小声で言った。

「……正直、分からない」

　日ひ向な子こは携帯をスカートのポケットにしまいながら言った。たった今、亨きよう司じと電話で話し終えたところだった。雲が空を覆おおってもなんの動きがなかったら駅の方へ戻るように、と亨司は言った。

「せいぜい、五分五分だと思う」

　これは確実な手ではない。あのマンションが亨司のものだということも知らず、あのマンションの炎えん上じようで人間が死なないことにも気付かないのが前ぜん提ていだ。

　それに、現れるとしても本気で日向子たちと戦おうとするかどうかは分からない。テリオンの目的は、自分が古滝ではなくここにいると知らしめることだからだ。ただ、そのためには遊園地でそうしたように、日向子たちに近づいてこなければならない──姿を現すか、あるいは話しかけてくるか。

（チャンスは一回きり）

　日向子はスカートから百視剣アルゴスガノンを抜いた。周囲に人の姿はない。日向子たちの背後には閉店したコンビニの建物があり、道路の向かいには無む人じんのガソリンスタンドがあるだけだった。日向子は空を見上げる。もうあと数分で太陽が雲に隠かくれるはずだ。

『こんにちは、アルカミレスの皆さん』

　背後から声をかけられる。ほんの数メートルほど離れた道路の上に、いつのまにか誰かが立っていた。




「反転リトウルネ」




　日ひ向な子こはそうつぶやくと、外殻クラスタが完全に発現するのを待たずに、低い体勢で一いつ足そく飛とびにテリオンとの距離を縮めた。そして、握りしめた百視剣アルゴスガノンで逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上げた。

「えっ」

　日向子の腕がぎくりと凍りついた。その誰かは白い鎧よろいを身につけ、黒くろ髪かみを長く伸ばし、同じように短たん剣けんを振り上げている──彼女自じ身しんの姿だった。刃やいばからはなんの手て応ごたえも伝わってこない。風圧でその影が揺らぎ、もやのような物質になってゆっくりと四し散さんしていく。

（……鏡かがみ）

　光を屈くつ折せつさせることが出来るなら、空中で反射させることもたやすい。斬ったと思ったのは彼女自身を映した鏡だった。

『そっちではありませんよ』

　まったく別の方向から声が聞こえた。

「日向子、上！」

　いつのまにか反転を終えた拓たく也やが日向子の方へ走ってくる。緊きん迫ぱくした声に日向子は空を見上げる。なにか透明の円えん盤ばんのようなものが大きく広がっていた。すっと明かりを消すように彼女の周囲が暗くなる──円盤が空からの光を遮さえぎっている。それと同時に、円の中心部の光がどんどん強くなってきていた。

　背後に飛び退のくのと同時に、ついさっきまで彼女が立っていた地面を白い光が灼しやく熱ねつした。ぶすぶすと地面から黒こく煙えんが立ちのぼる。光はそのまま消えることなく、アスファルトを溶よう解かいさせながら彼女へ向かってまっすぐに奔はしった。

（あっ）

　思いがけない光線の動きに日向子の反応が遅れた。今度は横に飛び退こうとした日向子の動きに合わせて光が軌き道どうを変える。外殻クラスタで守られていない右足が凶きよう暴ぼうな白い矢の中に包まれそうになった。

　彼女の外殻クラスタを瞬しゆん時じに焼き切った光だ。生なま身みで受け止められるとは思えない。

　右足を失う予感に日向子は一いつ瞬しゆん目を閉じた。しかし、駆け上がってくるはずの激げき痛つうがない。目を開けると、彼女の体を庇かばうようにイグニス・アウルムを片手に持った赤いアルカミレスが立ちはだかっていた。

「拓也！」

　左手で拓也は光を受け止めている。手のひらの装そう甲こうが音を立てて溶け始めていた。しかし、彼が見み据すえているのは光の出で所どころ──空中の円盤の中心だった。彼の握りしめたイグニス・アウルムの刃から、目の眩くらむような光がどっと溢あふれ出す。今、彼が左手に浴びている光よりはるかに強い。

　涼すずやかな金属音とともに彼の手の中で大剣クレイモアがかすかに回る。

「金きん焰えんイグニス・アウルム、『斬刹リネア・レクタ』！」

　拓たく也やは空に向かって金色の戦器オニクスを振り上げる。迸ほとばしる光の刃やいばが円えん盤ばんを真まっ二ぷたつに切り裂さき、形を失ったもやは完全に消えてしまった。

『また会いましょう。アルカミレスの皆さん』

　と、テリオンが言った。その途と端たん、鉛なまり色いろの太陽が太陽を覆おおい隠かくし始めた。カーテンを引くように日ひ向な子こたちの視し界かいが暗くなっていく。

「逃げやがったか」

　拓也は悔くやしそうにつぶやく。

　ぽつぽつと道路を大おお粒つぶの雨が叩たたき始めた。このあたりの土地ではよく降る突然の強い雨だった。太陽が隠れてしまった以上、あのテリオンは「光」の能力を使うことは出来ない。だから退たい却きやくしたのだろう。しかし──。

（本当にここから立ち去っているの？）

　もし姿が完全に消えているのなら、急いで立ち去る必要はない。むしろ、ゆっくりと移動した方が気け取どられる心配はないはずだ。

　日向子は無む人じんの道路の真ん中で大きく目を見開いた。

「日向子……？」

　不ふ審しんそうに拓也が話しかけてくる。

「わたしが指を差したら、その方向に『斬刹リネア・レクタ』を放って」

　雨あま足あしはあっという間に激しくなり、日向子の生なま身みの肩や腕を濡ぬらし始めていた。激しい雨で視界が遮さえぎられつつある。始めるなら今しかない。彼女は百視剣アルゴスガノンを固く握りしめた。




「……加速ヴイテ」




　突然、今まで無数の「線」として見えていた雨が、ゆっくりと落ちる水すい滴てきの群れに変わった。戦器オニクスによって引き出された日向子の力だった──脳の情報の処しよ理り能力を一時的に上げることにより、体たい感かん時間の流れを「遅く」する。もっとも、肉体の動き自体は速くならない。

　あくまで敵の動きを「見る」ための能力だった。

（あのテリオンは透とう明めいになっているわけじゃない）

　もやのような物質を体にまとって、自分の体に当たった光を迂う回かいさせているだけだ。つまり、視し覚かく的には存在しない空間ということになる。存在しない空間は見た目め上じよう省略される──要するに、テリオンのいる場所だけ遠近感がずれる。

　彼女は緩かん慢まんな動きで三百六十度を見回し始めた。目を凝こらして見え方が不自然な場所を捜していく。しかし、一周してもどこにも見当たらなかった。

　二周目に入る──締め付けられるような圧あつ迫ぱくを頭に感じ始めた。この「能力」は脳に負ふ担たんをかけてしまう。鼻の奥に血の臭においがする。視し界かいがぼやけ、ゆっくりと暗くなり始めた。意識を失いかけていることを自覚した。

（無む駄だだったかもしれない）

　能力を停止させようと思った途と端たん、二十メートルほど先にある脇わき道みちへ入る曲がり角で目が留まった。不ふ審しんに思ったのは雨あま粒つぶの落ち方だった。空から落ちてきた水すい滴てきが、なにもない空間に吞みこまれては消えている。体が小さい上に屈かがんでいるのか、地面すれすれの場所だった。

（あそこ！）

　日ひ向な子こは姿の見えないテリオンをまっすぐに指さす──その途と端たん、「加速ヴイテ」の能力が停まった。

「『斬刹リネア・レクタ』」

　日向子の指の方向へ、拓たく也やはイグニス・アウルムで突きを放った。光の刃やいばが一本の矢のようにどこまでも伸びていく。テリオンは姿を消したままくるりと曲がり角の向こうへ消えた。

（避けられた？）

「斬刹リネア・レクタ」は雨あめ混まじりの大気を切り裂さいただけで消えた。すぐにその脇道に向かって走り出そうとしたが、突然締しめつけられるような頭痛に襲おそわれた。片かた膝ひざをつきそうになる彼女を拓也が支えた。

「わたしのことはいい。早くテリオンを追って……」

　そう言いかけた時、日向子はブロック塀べいの角から十歳さいぐらいの少年が顔を出していることに気付いた。日向子は亨きよう司じが見たという少年の話を思い出した──あの子がテリオンなのかもしれない。

「……あいつは」

　拓也は震える声で言った。少年は青ざめた顔で日向子たちを見つめた後、突然身みを翻ひるがえして曲がり角の向こうへ消えた。

「知ってるの？」

　と、日向子は問いかける。拓也は「反転リトウルネ」を解いて、日向子に向かって言った。

「遊園地で観かん覧らん車しやのゴンドラが落ちてきた時、俺が助けた子供だ」
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　一時間ほどで雨は止やんだが、その後も日は射ささなかった。

　一いつ瞬しゆん、拓也は廊下の手すりから首を出して頭上を見た。相変わらず空は灰色の雲で覆おおわれている。四よツつ宮みや市の中心部にあるマンションに拓也たち三人はやって来ていた。彼らは二階のとある部屋の前で、扉とびらを囲むように立っている。

「……反応がないね」

　チャイムを鳴らしていた亨きよう司じが言った。

　拓たく也やたちが来ているのは、あの少年が住むマンションだった。遊園地で助けられた後、いくつかのニュースで子供の名前が公開されていたので、それを元に亨司が住所を調べ出したのだ。

　亨司がドアノブを回すとドアはあっさりと開いた。

「鍵かぎはかかっていない、と……どうしようか？」

　マンションの中は明かりが点ついていなかった。しかし、薄うす暗ぐらい廊下の向こうから人のいる気け配はいが伝わってくる。土ど間まには女おんな物もののローファーとサンダル、男の子向けのスニーカーがそれぞれ違う向きで転がっている。

「……わたしたちが先に入る」

　日ひ向な子こは言うと、亨司はうなずいて脇にどいた。彼女は百視剣アルゴスガノンを手に靴のまま廊下に上がった。拓也も戦器オニクスを抜いてその後に続く。玄げん関かんの下げ駄た箱ばこには埃ほこりの積もった子供用のキックボードが立てかけられている。

　拓也はふと首をかしげた。

（……テリオンの家、かもしれないんだよな）

　子供がテリオンなら親もテリオンのはずだが、妙みように人間らしい生活感に満ちた住まいだった。

　玄関から一番近いドアが開いている。中を覗のぞきこむとそこは子供部屋で、カーペットの上には汚れた洗せん濯たく物ものとカードゲームが散さん乱らんしている。あまり掃除の行き届いていない棚には少年の写真が何枚か飾られていた。

　なにかの賞を獲とった記念らしく、このマンションの廊下で少し幼い頃の少年が、賞状を広げて笑っていた。彼は冬物のセーターを着ている。その隣となりに父親らしい男性も写っているが、なぜか角の部分を折ってあり、その折り返しで顔が隠かくれている。

　どうしてそんなことをしているのか気になったが、それよりも大事なことをこの写真は示していた。

（あの子は昔から四よツつ宮みやに住んでる）

　四ツ宮へ来たのはつい最近のはずだと思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。クランテリオンに属するテリオンが、長年人として生活し続けるとは思えない──。

「拓也」

　廊下から日向子の声が聞こえる。部屋を出ると、彼女は廊下の奥にあるドアの前に立っていた。その向こうはリビングになっているらしい。

「どうかしたの？」

　日向子は拓也の方を怪け訝げんそうに振り返っている。

「いや、別になんでも……」

　そう言いかけた時、ガラスのドアの向こうでがたんと物音が聞こえた。

「……日ひ向な子こ」

　拓たく也やは声を低めた。日向子はうなずきながら片手に百視剣アルゴスガノンを構え、もう片手でドアのノブを回した。

　拓也たちはリビングに飛びこむ。部屋の中はひどく散らかっていた。フローリングの床にカップラーメンの容器やコンビニのおにぎりの包ほう装そうやペットボトルが散乱している。どこからか生ぬるい風が吹きこんでいる。

　リビングの中央に白いラグマットが敷かれているが、そこにさっきの少年が大だいの字じになって倒れていた。拓也たちはゆっくりとその少年に近づいていく。彼はぴくりとも身動きしなかった。

「どうなってるんだろう、これ」

　と、拓也は日向子に言った。彼女はしゃがみこんで少年の首くび筋すじの脈を確かめた。

「……気を失ってるだけみたい。体に傷もないようだし」

『その少年はテリオンではありません』

　突然、例のテリオンの声が聞こえた。拓也たちが声のする方を振り向くと、レースのカーテンの向こうにベランダがある。

　誰の姿も見えない──しかし、おそらくテリオンはそこにいる。拓也は思わず少年と誰もいない空間を見み比くらべた。どうやらこの少年はただの人間らしい。

『彼はしばらくの間、わたしと一緒に住んでいただけです。もちろん、わたしの正体も知りません』

　と、見えない相手は言った。日向子が戦器オニクスを構えて立ち上がり、声のする方へ慎しん重ちように足を踏み出した。

『わたしの正体を探ろうとしても無む駄だですよ。もうしばらく、わたしは四よツつ宮みやにいます』

　ふと、ベランダから漂ただよう気け配はいがすっと消えた。日向子は部屋を横切ってレースのカーテンを開けた。むろん、そこに誰かいる様よう子すはなかった。

「……逃げたみたいだね」

　と、亨きよう司じは言った。




　少年は子供部屋のベッドに横たわっている。拓也と日向子が様子を見ているが、少年は静かな寝ね息いきを立てているだけだった。

　そこへ亨司が長身を屈かがめるようにしてドアから現れる。

「隣となり近所の人から話を聞いてきたよ」

　と、亨司は言った。

「遊園地での事件の後、この子の母親はマンションの階段から落ちて病院に入院してる。近所の人はこの子が親しん戚せきにでも預けられてると思っていて、ここで寝起きしてることも気が付いてなかったらしい」

「父親は？」

　と、拓たく也やは尋たずねる。さっきの写真が少し気になっていた。すると、亨きよう司じは肩をすくめた。

「そのあたりは近所の人もよく分からないそうだよ。一緒に住んでる様よう子すはなかったらしいから、母ぼ子し家庭なんじゃないかな」

　そういえば、遊園地でも父親は一緒にいなかったし、さっき玄げん関かんにも大人おとなの男おとこ物ものの靴は見当たらなかった。

「とにかく、テリオンらしい者を誰も見ていない。もともと見えないテリオンだから、目もく撃げき情報を期待する方が間違いかもしれないけどね……それで、家の中になにか手がかりは残っていたかい？」

「なにもなかったわ」

　家の中に散らばっているものの大たい半はんは少年のもののようだった。日用品も他の誰かが使っていた様子はない。本当にここにいたのか首を傾かしげたくなるほど、まったく痕こん跡せきが残っていない。

（後はこの子に聞くしかないか）

　拓也は少年を見下ろしながら思った。さっきのテリオンの話では、ただ一緒に住んでいただけだということだった。もしテリオンが姿を消していたなら、家の中にいたことすら気が付いていなかったかもしれない。

「さっきから不ふ思し議ぎに思っていたのだけど」

　と、日ひ向な子こは言った。

「この子を気き絶ぜつさせていったのはともかくとして、どうしてわたしたちに情報を与えていったんだと思う？」

「え……？」

「わたしたちはこの子をテリオンだと思っていた。わざわざその誤ご解かいを解く必要はないわ……わたしたちが混乱していれば、それだけあのテリオンには有利なはず」

「さっきのテリオンが噓うそをついているからじゃないのかな」

　亨司が腕組みをしながら言った。

「この子は本当はテリオンとなんらかの繫つながりがある……あるいは、あのテリオンの正体に関係する情報を持っている」

　拓也はかすかな違い和わ感かんを覚えた。亨司の言っていることはもっともだが、なんとなくそれだけではないような気がする──。

「この子がテリオンだって疑われないように庇かばった……っていうのはないのかな」

「はあ？」

　亨司は呆あきれ顔になった。

「どうしてテリオンがわざわざ人間の子供を庇うんだ？」

　拓也も理由までは分からない。直感のようなものだった。

「なんだかそんな風ふうに見えたんだよ……気を遣つかってたっていうか」

「……その可能性はあるかもしれないわ」

　考えこんでいた日ひ向な子こが口を開いた。

「この子があのテリオンの正体を知っていることを、わたしたちに隠かくしておきたかったのなら、あんな噓をつくよりももっと……確実な方法がある」

　しん、と静せい寂じやくが漂ただよう。日向子がなにを言いたいか、拓たく也やにも分かった。あのテリオンは四よツつ宮みやでもう何人もの人間を殺している。情報が洩もれるのを防ぎたいなら、この子もそうしてもよかったはずだ。

　その時、少年がベッドの中でかすかに身じろぎした。焦しよう点てんの合わない目をゆっくりと動かして、拓也たちを見上げる。

「……誰？」

　と、弱々しい声で言った。どう説明しようか、と思った時、

「さっき、大きな道路で戦ってた人たち……？」

　拓也たちはぎくりとした。そういえば、日向子はさっきの戦いの時に顔を見られている。迂う闊かつにもそのことを全然考かんがえていなかった。

「いや、違うよ。ぼくたちもあの戦いを見てたけどね」

　亨きよう司じがにこやかに否定した。少年は少し不ふ審しんそうな顔をしたが、自信は持てなかったらしい。

「そう……かな」

　と、少年はつぶやいた。まだ意識がはっきりしていないようだった。

「そうだよ。で、君はどうしてあの場にいたのかな？」

「ちょっと散歩してた……テリオンが出るから、学校はお休みだし」

　そうか、と拓也は思った。四ツ宮の一部の私立小学校は、大事を取って夏休みを延長したとニュースでやっていた。それで彼は家にいたのだ。

「お母かあさんが入院してから、ここには君きみ一人で住んでたのかい？　他に誰か人はいなかったかな？」

　しばらく考えてから、少年は首を横に振った。

「……いない」

　三人は顔を見合わせた。テリオンは子供には姿を見せていなかったのかもしれない。だとすると、この子にはこれ以上尋たずねてもあまり意味がない。

「なあ、お父とうさんは？」

　拓也が尋ねると、少年はぎゅっと顔をしかめる。

「……お父さん、ずっと前に出て行った。一人で色んなとこをうろうろしてる」

　まずいこと訊きいたな、と拓也は思った。




「……結局、大した収しゆう穫かくもなしか」

　と、亨きよう司じは言った。

　拓たく也やたちはマンションの近くに停めたミニバンの中で話をしている。三人は少年から話を聞くのを断だん念ねんして部屋を後にした。立ち去り際ぎわに、亨司があの家の電話で救きゆう急きゆう車しやを呼んだ。今いま頃ごろ、あの部屋には救急隊員が来ているはずだ。

　拓也は携帯で時刻を確認した。まだ正しよう午ごを過ぎたばかりだった。これだけ色々なことがあったというのに、まだ半日も時間が経たっていない。

「これからどうするのか、考えるべきだと思う」

　日ひ向な子こは他の二人の顔を見ながら言った。

「テリオンは姿を消してしまった……わたしたちにはなんの手がかりもない」

　亨司は苦く笑しようしながらうなずいた。

「残念ながらそういうことになるね。ぼくもマンションを一つ壊し損ぞんってわけだ」

　午前中に亨司が起こしたウィングツイン古こ滝たき西にしの火災はひとまず消し止められたらしい。彼の狙いどおり死し傷しよう者はいなかったが、現場検けん証しようはこれからということだった。そしてさっきの拓也たちの戦いは警察には知られていない。当面、警察の注意はあのマンションの事件に向いているはずだ。

「テリオンは四よツつ宮みやのどこかにはいるんだよな」

　と、拓也は言った。

「それもどこまで本当か分からないわ」

　沈ちん黙もくが流れた──結局、今日四ツ宮でやったことはほとんど徒と労ろうだった気がする。あのテリオンのアジトを見つけたぐらいだった。

「なあ、別の方面から当たってみるのはどうだろう？」

　ふと、亨司が口を開いた。

「別の方面？」

　と、拓也は尋たずねる。

「四ツ宮じゃなくて、古滝の中にいるヤツを捜すんだ。今日はもうぼくたちがここを離れてもさほど問題はないはずだ。あのテリオンも大きな働きは出来ないはずだからね」

　亨司は親指で頭上を指す。雨が止やんだ後も曇り空のままだ。今日は太陽が見えることはないだろう。ということは、あのテリオンも「光」を使った能力を使えない。

「でも、それこそどこにいるのか分からないんじゃないのか？」

「それなんだけど」

　と、亨司は言った。

「もし四ツ宮にいるテリオンの目的が陽よう動どうだとしたら、古滝にいるテリオンがどこに潜もぐりこんでいるか、かなり限定されてくると思わないか？」

　拓たく也やは腕を組んだ──が、よく分からなかった。亨きよう司じたちと違って、拓也はこういう駆け引きで頭を使うのは苦にが手てだった。

「わたしたちが普段いる場所の可能性が高いということね」

　日ひ向な子こが助け船を出すように言った。

「そう。ここにいる三人が共通して普段いる場所というと……」

「……東とう堂どう学園か」

　拓也がようやく言うと、亨司はうなずいた。

「学校なら人が入りこんでもおかしくないからね。ただ、その分ぶん捜すのは容易じゃない」

「なんでだよ。新しく入ってきたヤツを調べればいいんじゃないのか？」

「理り屈くつではそうだけど、九月から転入してきた生徒だけでも五十人近ちかくいるんだよ？」

「……五十人？」

　拓也は目を丸くした。そんなに大おお勢ぜいいるとは思ってもみなかった。

「転校していった生徒も大勢いるから、生徒の人数はさほど増えていないけどね。ぼくたちは二年だからそうでもないけど、一年の生徒はかなり入れ替わってるよ」

「……学校の中にスパイが入りこむ可能性を、想そう定ていしていなかったの？」

　日向子が咎とがめるように言うと、多た少しよう亨司はむっとしたらしい。

「もちろん、想定はしていたけど、限度はあるさ。そもそも、テリオンのほとんどはきちんとした人間の戸こ籍せきを持っている。テリオンとして覚かく醒せいする前は大たい半はんが人間として生活していたわけだからね。怪あやしい奴やつを完全に排除するのは事じ実じつ上じよう不可能なんだ。逆にこちらの懐ふところに呼び込んでおいて、じっくり時間をかけて調べ上げるつもりだった。そのために監かん視しシステムを強化していたんだ……情報が欲しかったからさ」

　日向子はそれ以上なにも言わなかった。方舟アルカの情報網もうはほとんど機能していない。情報を得るために、あえて危険な方法を取る必要があったのだろう。

「とにかく、今日中に連れん中ちゆうの中からあぶり出さなきゃならない。なにしろ、明日になったらさっきのテリオンが動き出すのは確実だろうからね」

「どうやるんだよ、そんなの」

　と、拓也は尋たずねた。

「それはこれから考えるさ」

　亨司はそう言って笑った。
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　アパタスはマンションの正面玄げん関かんの近くの植え込みのそばに立ち、救きゆう急きゆう車しやに乗せられていく少年を眺ながめている。少年の部屋をアジトとして使うようになったのは、あの遊園地での事件の後だ。むろん彼の母親が入院するように仕し向むけたのは彼だった。

　この数日間、少年には姿を見せて一緒に生活していた。少年はアパタスがテリオンだと気付いていなかった。

　アルカミレスたちと戦っている現場に少年が来てしまったのは誤ご算さんだった──おそらく、散歩がてらアパタスを探していたのだろう。昨日、タンクローリーの事件を起こした時、少年が居い合あわせてしまったのも同じ誤算だった。彼がテリオンがいつ現れるか分からない四よツつ宮みやを歩き回っていたのは、アパタスを心配していたせいもあったはずだ。

　アパタスは誰かに見られないうちにマンションから立ち去った。今は姿を消していない。顔かたちを知られていないので見み破やぶられることはないはずだが、アルカミレスたちと顔を合わせたくなかった。

　少年が誰なのかアルカミレスに気付かれた後、アパタスが恐れたのは彼が自分と間違われることだった。彼を気き絶ぜつさせたのも、わざわざ拓たく也やたちに自分の声を聞かせて説明したのも、すべてそれを防ぐためだった。

　いささか過ぎた配はい慮りよをしてしまったのは、少年と一緒に暮らすうちに父親が家にいない理由を知ったせいかもしれない。少年がアパタスに語ったところでは、父親は家族を置いて逃げてしまっていた。安全だと思われる土地を求めて、一人で各地を転てん々てんとしているらしい。

　父親の不在について語る少年は、どこか幼い頃の毬まり子こを思わせた。




　アパタスが初めて毬子と言葉を交わしたのは、「城カストラ」に連れられて来た頃だった。毬子が最初にあてがわれたのは扉とびらのない黒い部屋で、高い戦せん闘とう力を秘ひめていながら、戦う意志のない者、心の弱い者を収しゆう容ようする「牢ろう」だった。

　その部屋にはテリオンとしての覚かく醒せいを促うながす特別な効果があった。

　今でもあの部屋の長なが椅い子すに横たわる少女の姿をはっきりと思い出すことが出来る。毬子は一日の大たい半はんをただぼんやりと座って過ごしていた。そのうつろな姿はまるで彫ちよう像ぞうのようだった。多た忙ぼうだったグロスマンは、しばらくの間この少女を訪れようとはしなかった。

　最初、アパタスは彼女に自分の姿も見せることはおろか、言葉を交わすつもりもなかった。この時、グロスマンに与えられた任務は監かん視しすることだけだったからだ。アパタスは今やほとんど絶えてしまった純血のテリオンであり、クランテリオンという組織が生まれるはるか以前からグロスマンに仕えていた。

　アパタスはこの少女を気にかけていた──それでも、主あるじの命令から逸いつ脱だつすることは出来ないと自分を固く戒いましめていた。

　状況が変わったのは三日目の夜。少女が眠り際ぎわにうめき声のようなものを発しているのを聞いたからだ。テリオンとしての覚醒を迎えていなかった彼女はまだ「人間」の範はん疇ちゆうにあり、夜の時間を睡すい眠みんに充あてていた。

　監かん視ししている以上、なにがあったのか確かめないわけには行かない。話しかけなければいい。そう思った彼は、少女の彼女の横たわる長なが椅い子すへ静かに近づいていった。彼女は腕の中に顔を埋めてじっとしている。小さな白い手が自分の肘ひじを固く握りしめていた。

　目の前に来た時、はじめてそのつぶやきが意味を持った。

「お母かあさん……お父とうさん……」

　アパタスの全身に得え体たいの知れない戦せん慄りつが走った。

　少女は顔を伏せて泣いていた。その言葉の意味や自分の感情を理解する前に、彼はほとんど反射的に口を開いていた。

『……毬まり子こ』

　毬子ははっと顔を上げる。

「誰？」

『わたしはアパタス。アパタス・Ｈ・スパイリオン』

　彼はぎこちなく自己紹しよう介かいをした。

『今はここにいるあなたを見守る役目を果たしています……』

　アパタスはふと口をつぐんだ。自分の役目が見守ることなら、今の自分の行動はそこから外れている。そのことが気にかかって次の言葉が出てこない。

　やはり話しかけるべきではなかったかもしれない。そう思った時、少女が泣きやんでいることに気付いた。

「グロスマン様と、名前が似てる」

『グロスマン様から、姓せいを分けていただいたのです』

　城カストラへ来てから、初めて少女はかすかな笑えみを浮かべる。しかし、それは淡あわ雪ゆきのように消えて、元の悲しげな表情に戻った。なにかを話さなければならないと思った。

『……寂しいですか？』

　アパタスは不ぶ器き用ように尋たずねた。少女はこくりとうなずいた。

『母親のことは……残念でした』

　少女はまたうなずいた。他に慰なぐさめらしい言葉は思いつかなかった。

『あなたの父親も……』

「お父さん、きらい……わたしを置いて、いっちゃったから」

　彼女はきっぱりと言った。きらい、という言葉が彼の体を貫つらぬいた。アパタスは凍りついたように動けなくなる。なぜか自分がそう言われたような気がした。

　沈ちん黙もくが流れた。

「まだ、そこにいるの？」

　彼女は不安げに言った。

『……います』

「どこかに行ったりしない？」

『ええ。どこへも行きません』

「ずっと一緒にいてくれる？」

　無む意識のうちにいなくなった父の代わりを求めているとアパタスは直ちよつ観かんした。

　グロスマンの臣しん下かである彼には、このような問いに答える権けん限げんはない。しかし、彼は今までこのような弱い存在に、このように無む防備に頼られたことがなかった。どんな言葉ではねのければいいのか、彼には分からなかった。

　彼はためらった末に答えた。

『ええ。ずっと共にいましょう』

　絞しぼり出すような声で彼は言った。初めて彼女の顔に安あん堵どが広がっていった。

　アパタスは複雑な思いでこの少女を見つめた。

『……もう、後あと戻もどりは出来ませんね』

　アパタスは低い声で言った。それは自分自身に言い聞かせる言葉だった。

『振り返らない方がよいことも、あるかもしれない』

　彼女は不ふ思し議ぎそうに目を丸くしただけだった。

　おそらく、意味が分からなかったのだろう──それはそれで構わない。

「姿を見せて」
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　突然、彼女はささやくように言った。

　彼はもうためらわなかった。後あと戻もどりはしないと決めたからだ。このまま決めた道を進むしかない。たとえそこに誤ご謬びゆうが含まれていたとしても。

　この少女を守っていこう、とアパタスは思った。

　アパタスは身を隠かくす能力を解いた。全身が小こ刻きざみに震えている。なんの意図も見み返かえりもなく、グロスマン以外の他者に本当の姿を明かしたのはそれが初めてだった。

　彼らは夜の底で向かい合った。

　毬まり子こは驚きと歓よろこびの入り交じった表情を浮かべる。

「……きれい」

　そうつぶやいて、彼に向かって手を伸ばしてきた。




　アパタスの毬子への態度には、グロスマンとの主しゆ従じゆう関係を脅おびやかしかねないものが含まれている。グロスマンもそれをはっきりと感じ取っているはずだ。しかし、グロスマンは一度も彼を咎とがめなかった。

　お前たちが等しくわたしの配はい下かであってくれればよいことだ、と言っただけだ。

　毬子と出会ってからもう十年が経たつ。

　自分が毬子と共にある者なのか、グロスマンの忠ちゆう実じつな配下であるのか、以前にも増して分からなくなっている。

　その葛かつ藤とうに悩まないために、アパタスは主あるじの言葉を実行し続けていた──つまり、毬子がグロスマンの配下である自分を疑ったりしないように仕向け続けていた。

　これまではそのためにさほど努力する必要もなかった。今の毬子にとってグロスマンは肉親にも等しい存在だからだ。しかし──。

（この任務は早く終わらせるべきだ）

　彼はそう直ちよつ観かんしていた。毬子を自分から離して、学校の中に入れてしまったのは間違いだった。彼女は人間への共きよう感かんを取り戻しつつある。テリオンとしての本能を凌りよう駕がするほどのものではないだろうが、放っておけばそれが彼女の隙すきになってしまうかもしれない。

　万まんが一いち任務を果たせなかった場合、クランテリオンでの毬子の立場は不安定なものになるだろう。それだけは避けなければならなかった。

（まだ、こちらの方が有利だ）

　今のところ、アルカミレスたちはアパタスの姿も知らず、毬子が密みつ偵ていであることにも気付いていないはずだ。事じ態たいの主しゆ導どう権けんはこちらにある。

　しかし、彼の不安は消えない。

　どこかでなにかを見落としている気がしてならなかった。
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　昼休みが終わる頃、毬まり子こは重いバッグを肩にかけて教室に戻ってきた。教室に入るとほとんど無む意識に友とも典のりの席を見てしまうが、彼の姿はなかった。

（別にどうでもいいわ、そんなことは）

　自分に言い聞かせながら、彼女は廊下側の席に戻る。教室にはアルカミレスたちの姿はない。大おお江え亨きよう司じと一緒に四よツつ宮みやにいることは毬子も知っていた。

　バッグをどしんと机の上に投げ出すと、近くの席で話していた女子生徒の一人がくるりと振り返った。

「榛はる名なさん、どこ行ってたの？」

　彼女は愛あい想そよく話しかけてきた。

「寮りよう」

　簡かん潔けつかつ投げやりに毬子は答える。

「へえ。寮に住んでるんだ。中身なに入ってるの、それ」

　ぎろりと睨にらみつけるのを答えの代わりにした。相手はそれ以上会かい話わする気を失ったらしい。不ふ機き嫌げんそうな顔で元の話の輪に戻っていった。

　中に入っているのは彼女愛あい用ようの戦器オニクス・ファランクスだった。長い刃やいばを生はやした黒い金属の籠こ手てで、いくつか試してみた中でこれが一番しっくり来る。しっくり来る、というのは要するに殺しやすいということだった。

　戦器オニクスを寮から持ってきたのは理由がある。昼休みに入った途と端たん、アパタスから彼女の携帯に電話があった。どこかの公こう衆しゆう電話からかけてきたらしい。

　アルカミレスにアジトの場所が知られてしまうおそれがあるので、これから廃はい棄きする。この後、彼らがどんな行動を起こしてくるか予想がつかない。念ねんのため学園の中でも戦器オニクスを持ち歩いていた方がいい。後でまた連絡する──という内容だった。

　席に座った毬子は頰ほお杖づえをついて、クラスメイトたちを見回した。誰も彼もが緊きん張ちよう感かんなくだらだらと雑ざつ談だんしている。

（こんな連れん中ちゆう、十五……いや、十二秒で全員殺ころせるわね）

　ぼんやりと毬子は思った。今までただの人間を殺したいと思ったことはないが、どのような順番で追いつめ、殺していくかをはっきりとイメージ出来る。

（あの男はどういう顔をするかしら）

　彼女は恐怖に歪ゆがむ友典の顔を思い浮かべた。友典はテリオンとも仲良く出来ると言ったが、毬子と仲良く出来るとは言っていない。友典の頭にあったのはイレーナ・ヴォルクのことだろう。

　アルカミレスを何十人も殺し、これからも殺していく毬まり子このことではない。

「……榛はる名なさん？」

　いきなり目の前に友とも典のりが現れて、驚きのあまり声を上げそうになった。動どう揺ようを隠かくすために、毬子はきっと眉まゆをつり上げた。

「なんの用なの？」

「これから新しく入った転入生せいだけを集めて説明会やるんだけど。さっき放送があったの、聞いた？」

「説明会？」

　聞いていなかった。おそらく、寮りように戻っている間に放送されたのだろう。

「うん。なんか急に決まったらしくてさ。授業のこととか、この学校の施設のこととか、よく分かっていない転入生が多いから、集めて話をするんだって。今からやるみたいだから、午後の授業サボれるよ」

　友典は笑いかけてきた。まじまじと見てしまいそうになって、毬子は目を逸そらす。

「そう。分かった」

　馬ば鹿か馬鹿しいので出るつもりはなかった。友典が立ち去るのを待ったが、いつまで経たっても彼は動かない。

「じゃ、行こう」

「えっ」

　思わず顔を上げてしまった。

「一応、俺も出ろって言われてるんだよ。生徒会長だから」




　廊下に出たところで、友典は毬子の持っている大きなバッグに目を向けた。

「その荷物持もとうか。重そうだし」

「わたしの荷物よ。お前には関係ない」

　友典は特に腹を立てた様よう子すもなく、そう、とだけ言って歩き始めた。毬子は少し遅れてその後をついていく。

「そういえば、榛名さんって携帯持ってる？」

　友典は肩かた越ごしに振り返りながら言った。毬子の背中に緊きん張ちようが走る。

「それがお前になんの関係があるの？」

　彼はため息をついて、ポケットからメモとペンを取り出す。なにごとかと身構えていると、彼の手が紙の切きれ端はしを押しつけてきた。なにかの数字の羅ら列れつが書かれている。

「これ、俺の携帯の番号。良かったら登とう録ろくしといてよ」

　しばし呆ぼう然ぜんとしたせいか、いらないわ、と突き返すタイミングを失ってしまった。毬子は手の中でそのメモをもてあそんだ。もちろん、捨ててもいいと思った──思ったのだが、結けつ局きよく彼女はブラウスの胸ポケットにその紙をしまった。




　生徒たちが集められたのは、机と椅い子すが階段状じように並んでいる大きな教室だった。広さのわりには生徒の数はさほど多くはなく、あちこちに散らばって「説明会」が始まるのをだらだらと待っていた。中に入ってすぐ、「手伝いがある」と言い残して友とも典のりは教師たちのいる教きよう壇だんの方へ行ってしまった。

　その時、ポケットの中の携帯が鳴った。画面を見ると非ひ通知の相手からだが、アパタス以外にこの番号を知るものはいない。なにかの緊きん急きゆう連れん絡らくに違いなかった。急いで窓まど際ぎわへと走っていって話し始めた。

「……なにかあったの？」

　口元を隠かくしながら毬まり子こは小声で言った。しかし、答えはない。ただ息づかいが聞こえてくるばかりだった。

　もう一度問いかけようとした時、唐とう突とつに電話は切れていた。

『そろそろ、席について下さい』

　教壇からマイクで呼びかけられる。教壇の方を振り返ると、いつのまにか教師たちの中に大おお江え亨きよう司じも混じっていた。彼は友典となにか話しこんでいる。

　毬子が最さい後こう列れつに近い席に腰を下ろすと、すぐに説明会は始まった。準備不ぶ足そくというのは本当らしく、壇だん上じように上がった教師たちの話はいかにもおざなりだった。関心のない毬子から見てもどうでもいい内容で、生徒たちも飽あきたという顔つきでぼんやりしている。もちろん、生徒から質問などまったく出ない。寝てしまう生徒もいたが、教師の方も特に注意しなかった。

　毬子はさっきの電話が気になっていた。どうもなにかの警けい告こくのような気がする。

　ひょっとすると、この説明会になにかの罠わなが潜ひそんでいるのかもしれない。見ている限りはただ弛し緩かんし切った集まりなのだが。

（ここから出た方がいいかもしれない）

　用心に越したことはない。バッグを摑つかんで腰を上げかけた時、それでは最後に生徒会長の東とう堂どうくんから、という声が聞こえた。

　毬子は自分が外へ出ようとしていたことを忘れた。教壇に上がった友典は生徒たち一人一人の顔を順番に見ていった。彼の目が毬子の上を通り過ぎる時、わずかに彼は笑いかけてきた。

　沈ちん黙もくの時間が長かったせいか、逆に生徒たちは友典の方に注目し始めた。眠っている者もの以外の視線が壇上に集まったところで、彼は初めて口を開いた。

「先生方がたからは学校についてもう色々な説明があったので、俺はちょっと別の話をしたいと思います……この学校に来る人たちの悩みの話です。って言ってもそんなに大おお袈げ裟さなもんじゃなくて、最近ちょっと俺が考えてるだけなんですけど」

　彼は少し照れたように頭をかいた。

「皆さんも知ってると思いますけど、この学校はちょっと変わってますよね。結けつ構こう遠いところからも転入生せいが来ています……こういう学校に来るぐらいだから、ここへ来るまでに色々なことを経験してる人が多いんじゃないかと思うんです」

　その時、友とも典のりはまっすぐに毬まり子この方を見つめた。視線に射いすくめられて、彼女は身動きが出来なくなった。

「俺の父親は、テリオンに殺されました」

　突然、友典は言った。怒りも悲しみもこもっていない静かな声だった。聞いていた生徒たちも、教きよう壇だんの周りにいた教師たちも、びくっと背せ筋すじを震わせた。

「そういう体験をしている人は、別に珍しくないと思います。でも、当たり前ですけど俺にとっては大変な出来事でした。今でもそのことを夢に見ます。他にも色々な出来事があって……テリオンに誘ゆう拐かいされたままの友達もいます。自分がどうすれば良かったのか、今どうすればいいのか、考えない日はありませんでした」

　彼は言葉を切った。宙を見ながらしばしは考えこむ。

「人間の力には限度があって、俺おれ一人では正直なところなにも解決出来ません。いや、力を合わせてもどうしようもないこともあるかもしれません……でも、俺は待つことにしました。もう絶対に取り戻せないと思ってしまうものの中にも、本当はちゃんと取り戻せるものがあるんじゃないかと信じるからです」

　毬子はスカートのプリーツを固く握りしめた──噓うそだ、と彼女は思った。取り戻せないものは取り戻せない。でたらめを言うな。

　それでもやはり彼女は魔ま法ほうにかかったように動けなかった。友典の話はいつのまにか終わりに近づいていた。

「……ここにいる皆さんの中にも、嫌な思い出や不安を抱えている人がいるかもしれません。なにか悩んだり、立ち止まってしまうのは仕方がないと思うんです。でも、出来れば色々なことを決めつけないで周りをよく見てほしい。完全には理解出来なくても、そういうことを話し合える相手がきっといると思う……もし誰もいなかったら、俺が話を聞きます。俺はそういう人たちが来てくれるのも待っています。以上です」

　彼はぺこりと頭を下げて、教壇を降りてしまった。少し間を置いてぱちぱちと拍手が起こった。そうではないと頭では分かっていたが、今の話は毬子だけに向けられたもののような気がした。

　説明会がその後どうなったのか、彼女ははっきり憶おぼえていない。我に返ると説明会はとっくに終わり、教室にいるのは友典と二人だけになっていた。

「榛はる名なさん」

　友典は静かな声で言った。

「俺と一緒に来てほしいんだけど」




　友とも典のりは学校を出て山のある方角へまっすぐ進み、踏切りを渡って坂道に入った。

　雨上がりの湿った空気が肌はだにまとわりつく。二人はくねった山道を進んでいく。濡ぬれた落ち葉のへばりついた道路は少し歩きづらかった。

「……どこへ連れていこうとしているの？」

「ちょっとね。後で説明するよ」

　毬まり子こはさほど不ふ審しんに思わなかった。昨日、同じように連れ出された時も、行き先は結局篠しの宮みや家けだった。多分、友典ならおかしなところへは連れて行かないだろう。今はそれよりも考えたいことがあった。

　彼女の頭の中で、さっき聞いた友典の話が山やま彦びこのように反はん響きようしている。彼女にとっては納なつ得とくの行かない話だった。本当に取り戻せないものはこの世にいくらでもある。彼女の両耳みみには母が死んだ時の悲鳴がまだこびりついていた。

（わたしはアルカミレスを許せない）

　それでも、同じように親を殺された友典は、彼女とはまったく違う考えを持っている。

　ここで彼に全てを話せば、どうして自分と彼が違うのか分かるかもしれない──分かったところでどうするのか、ということまでは考えなかった。グロスマンの配はい下かに加わってから、彼女が人間に興味を持ったのはこれが初めてだった。

　人ひと気けのない山道のカーブで、毬子は足を止めた。

「友典」

　彼女が呼びかけると、友典は振り返った。

「お前がさっき言ったことは、本当……？」

「さっき言ったこと？」

　と、彼は首を傾かしげる。

「話を聞くって言ったわよね？……わたしの話でも、聞くつもりはある？」

「もちろん、いつでも聞くよ」

　友典の顔がぱっと明るくなった。

「君の話を聞きたいと思ってたんだ。なんか俺と似てるんじゃないかって」

　毬子の頰ほおがほころんだ。話を聞きたい、とはっきり言われたのが嬉うれしかった。この少年なら、テリオンである自分を自然に受け入れてくれるかもしれないと感じた。きっと、イレーナ・ヴォルクに対してそうしているように。

「わたし、お前に話したいことがあるの」

　そう言っただけで、胸がつぶれそうだった。自分の心しん臓ぞうの音が聞こえそうな気がする。

　友典がうなずいて先を促うながした。

「わたしは……テリオン……」

　テリオン、という言葉を発した途と端たん、彼女の舌が石のように硬くこわばった。大きく息を吸いこんで、再び話を続けようとする──。

「そうか。そういうことだったんだ」

　突然、友とも典のりは言った。戸と惑まどった毬まり子こは相手の顔を見守る。

「君はテリオンに狙われてるんじゃないのか？」

　彼女は自分の耳を疑った。

「……どうして？」

　やっとのことで聞き返す。友典は慎しん重ちように言葉を選んでいるようだった。

「その……さっきの説明会の後で、そういうことに詳しい奴やつに言われたんだ……君を連れ出した方がいいって。それで、ここをずっと行ったところにあるホテルの跡あと地ちに連れて行こうとしてたんだ。そこでテリオンから守ってくれる連れん中ちゆうが待ってる」

　毬子は説明会に大おお江え亨きよう司じがいたことを思い出した──あの時、友典は彼からなにか指し示じを受けていた。

「大江亨司にそう言われたのね？」

　友典は目を丸くした。

「どうして知ってるんだ？」

（わたしの正体に気付いたんだわ）

　しかし、まだ亨司とは一度も話していない。一体どうして──。

「あ……」

　さっきの電話。

　アパタスはアルカミレスが来るのでアジトを廃はい棄きすると言っていた。アルカミレスはアパタスを逃しただろうが、アジトを調べたはずだ。昨日の晩、毬子が電話した時の着ちやく信しんが残っていたかもしれない。説明会の前にかかってきた電話は、アパタスではなく亨司からだったのだ。

　毬子は笑い出したくなった。説明会そのものに罠わななどなかった。最近、東とう堂どう学園に入ってきた生徒をあの場に全員集めることだけが目的だったのだ。自分のかけた電話に誰が反応するかを知りたかったのだろう。

　毬子はそれにまんまと引っかかってしまった。

「榛はる名なさん？　どうかした？」

　友典が心配そうに彼女の顔を覗のぞきこんでいる。確かにこの少年は方舟アルカから大した役割を負わされていない。本当になにも知らないのだ。

「ねえ、友典」

　毬子は唇くちびるの端はしをゆがめて笑った。

「この先に待っているのは、アルカミレスの二人かしら？篠しの宮みや拓たく也やと久く慈じ日ひ向な子こ？」

　彼はびくっと肩を震わせた。

「アルカミレスって……どうしてそれを……」

　うろたえる友とも典のりを眺ながめているうちに、毬まり子この胸に暗い喜びが湧わき上がってきた──そして、同時にかすかなうずきも覚えた。

「それはね、友典」

　こうなることは最初から分かっていたはずだ。友典と分かり合ったところで、アルカミレスと戦うことになにも変わりはないのだから。

　毬子はきっぱりと言った。

「わたしがテリオンだからよ」




　　　　６




「榛はる名なさん……？」

　友典がかすれた声で呼びかけると、毬子は首を振った。

「わたしの本当の名は毬子・ファランクス。クランテリオンに属しているわ」

「……噓うそだろ」

　頑かたくなでわがままで、プライドが高く傷つきやすい。確かに毬子は変わっていた。しかし、それは過去に起こった出来事のせいだと思っていた。

「噓じゃないわ」

　毬子は自分のバッグを開けて、友典に中身を見せた。そこには刃やいばのついた籠こ手てのような黒い武器があった──戦器オニクスだ。

「これで納なつ得とくしたかしら？」

　友典の足が震え始めた。毬子はこの戦器オニクスで拓也たちを殺すために来た。そして、それが失敗すれば彼女の方が死ぬ。

「もう案内は必要ないわ……ここから先は一人で行く」

「ちょっと待てよ！」

　と、友典は叫んだ。毬子は怪け訝げんそうに振り返る。

「……まだ君の話を聞いてない。今、なにか話そうとしてただろ」

　一いつ瞬しゆん、毬子は真ま顔がおになりかけたが、すぐに挑ちよう発はつ的な笑えみが戻った。

「今さらなんの意味があるの？　わたしはこれからお前の仲間と殺し合うのよ。テリオンとして。アルカミレスとして」

「テリオンとアルカミレスだからって殺し合う必要はないだろ。クランテリオンだったら、拓たく也やと礼れ菜ながずっと一緒だったことも知ってるはずじゃ……」

「それがどうしたって言うの？」

　必死に抑えこんでいるような低い声で毬子は言った。

「わたしはアルカミレスを殺す。そういう使命を帯びたテリオンなのよ」

「使命なんか関係ないだろ？　そんな理由でアルカミレスを殺したいのか？」

「殺したいわよ！」

　突然、毬まり子こは悲鳴に近い声で叫んだ。

「アルカミレスを皆みな殺ごろしにしてやる！　アルカミレスはわたしの母かあさんを殺したんだから！　必ず、必ず、殺してやる！」

　友とも典のりの全身がぞっと総そう毛けだった。まるで三ヶ月前の自分を見ている気がした。

（オフリスを殺してくれ……必ず、必ず、殺してくれ）

　父親がテリオンに殺されたと話した時、毬子が動どう揺ようしたのは自分も似たような体験をしたからなのだ。彼女への共きよう感かんのようなものが友典の心を満たした。ここまで似た過去を持つ相手に会うのは初めてかもしれないと思った。

「……アルカミレスは、お母さんにどんなことをしたんだ？」

　友典が静かに尋たずねる。彼女の顔が激しい怒りでみなぎった。それが彼女にとって一番してほしくない質問だと分かっていた──。

「お前みたいな下げ劣れつな人間には答える気はないわ！」

　その途と端たん、体の奥からで得え体たいの知れない強い感情が噴ふき出してきた。友典は彼女に詰め寄りながら叫んだ。

「俺の親父おやじがどう死んでたのか、俺に訊きいただろ！　自分の話は出来ないのかよ！」

　毬子の顔色がさっと変わった。戦慄わなないた唇くちびるをぐっと嚙かみしめる。そして、泣き崩れる自分を隠かくすようにその場にうずくまってしまった。

　長い沈ちん黙もくが流れた。友典は急せかさずに彼女の答えを待つ──やがて、かすかに毬子の頭が揺れた。

「……お母さんは人間として暮らしていただけだった」

　と、彼女は言った。

「誰も傷つけない優しい人だったわ。アルカミレスは命いのち乞ごいも聞こうとしなかった……お母さんはわたしを逃がして死んだの」

　毬子のすぐそばに膝ひざをつき、華きや奢しやな肩に手を置いた。びくっと体を震わせたが、振り払おうとはしなかった。

「拓たく也やや日ひ向な子こはそんなことしない」

　と、友典は言った。

「殺したとか、殺されたとか、そんな理由で戦うことなんかないよ……拓也たちも無む闇やみに戦いたがってるわけじゃない。話せばきっと分かってくれると思う。俺も一緒に行くよ」

　しばらくの間、毬子は顔を伏せたまま動かなかった。友典がさらに言葉を重ねようとすると、

「友典」

　毬まり子こはくぐもった声で言った。

「アルカミレスはあの二人だけ？」

「そうだよ。だから、あの二人を説せつ得とくすれば」

　突然、顎あごに一いち撃げきを食らって友とも典のりは吹っ飛んだ。火花が目の前で散り、どっと仰あお向むけに倒れる。おそろしく強い力だった。

「……殺したとか、殺されただけで戦うつもりはないわ」

　ひどく遠いところから毬子の声が降ってくる。

「わたしには戦う力と使命を与えて下さった方がいる。その方がいなければ、今のわたしはない……だから、わたしは倒す。その方がアルカミレスの殲せん滅めつを望んでいるから」

　友典の体は砂すな袋ぶくろのように重かった。それでも必死に顔を上げて言い返そうとする──。

「今のわたしには、そのことがなによりも大事なの」

　次の瞬しゆん間かん、なにか硬いものが彼の頭の上に降り下ろされた。




　山道の突き当たりのトンネルを抜けると、古いホテルの跡あと地ちがある。

　周囲に人じん家かはまったくない。建物は取り壊されて、コンクリートで覆おおわれた更さら地ちが広がっているばかりだ。普段はほとんど人の入りこまない土地だった。

　日ひ向な子こと拓たく也やはその更地の中心に立っていた。

「友典の携帯、電源も入ってない」

　拓也が携帯を閉じながら表情を曇らせた。

「……なにかあったのかもな」

　亨きよう司じからの連れん絡らくでは、友典がここに榛はる名な毬子を連れてくることになっていた。学校を出た時刻を考えると、まだ遅いというほどではない。しかし、連絡が取れないのは気がかりだった。

「一本道だから、麓ふもとの方へ戻れば会えると思う。行ってみましょう」

　もともと、日向子は友典一人ひとりにテリオンを案内させるという亨司の案には反対だった。亨司は「友典だけの方が相手も油ゆ断だんする」と言っていたが、事情を説明せずに連れてくるには少し距離が長すぎる。それに、万まんが一いち毬子が気が付いた場合、友典では身を守ることも出来ない。人ひと質じちに取られてしまう可能性もあった。

（……何者なんだろう）

　それが日向子の一番の不安だった。アパタスと繫つながりのあるテリオンらしい、ということ以外は分かっていない。万が一、強い力を持つテリオンだとしたら、自分が拓也たちを守らなければならないと思った。

　その時、トンネルの向こうから小こ柄がらな少女が姿を現した。華きや奢しやな白い首にほっそりした手足。大きなバッグを軽かる々がると肩から提さげている。日向子はほっとしかけたが、すぐに友典が一緒にいないことに気付いた。

「おい、友とも典のりは……」

　と、言いかける拓たく也やを制した。毬まり子こは日ひ向な子こたちを見ても眉まゆ一つ動かしていない。ここに彼女たちがいることを知っているのだ。

「榛はる名な……毬子さん」

　と、日向子は話しかけた。

「あなたは誰？」

　毬子は日向子を見つめ、それから拓也と、拓也の持っているイグニス・アウルムのケースに視線を定めた。

　その目から表情が消え、なにか冷れい酷こくな別の生き物が奥から姿を現した気がした。

「……わたしはお前たちの命を奪いに来た、クランテリオンからの刺し客かく」

　ぞくりと日向子の背中が粟あわ立だつ。彼女は瞬しゆん時じに悟さとった──このテリオンは強い。ルスラン・ヴォルクと対たい峙じした時のことを思い出した。絶対的な「力」の気け配はいはあの時のものに似ている。

「友典はどうした」

　イグニス・アウルムをケースから出しながら、拓也はかすれた声で言った。一いつ瞬しゆん、毬子はぎくりとしたようだったが、すぐに口元に冷れい笑しようを浮かべた。

「ああ、あの人間のこと？」

「どうしたのかって訊きいてんだぞ……はっきり答えろ」

　拓也の声には焦りと恐怖がにじんでいる。毬子は彼を一いち瞥べつすると、バッグのファスナーをさっと開けた。中から一いつ対ついの黒い戦器オニクスが現れる。長いかぎ爪づめのような刃やいばを生はやした籠こ手てのような戦器オニクスだった。

　彼女はなめらかな動きでその戦器オニクスを両手に装そう着ちやくした。その無ぶ骨こつな戦器オニクスは彼女の小さな手には滑こつ稽けいなほど大きかった。

　日向子は相手から目を離さずに、足に着けた鞘さやから百視剣アルゴスガノンを抜く。すると、なぜか毬子の顔色が変わった。

「お前、誰がその戦器オニクスを持っていたか知っているの？」

　百視剣アルゴスガノンを睨ねめつけながら彼女は言った。

「その剣を見ると、虫むし酸ずが走るわ」

　日向子はちらりと自分の戦器オニクスを見下ろした──一体、どういう意味だろう。

「友典になにをした！」

　その思いは拓也の突然の怒ど号ごうに遮さえぎられた。

「お前はそんなにあの人間が大事なの？」

　はぐらかすように毬子は言った。そして、低い声で付け加える。

「……大事に思うのは、人間だけ？」

　日向子はその言葉に戸と惑まどった。拓也がぎりっと歯を食いしばり、音を立てて大剣クレイモアを抜いた。

「お前……まさか、友とも典のりを……」

「ええ。殺したわ。それがどうしたの？」

　日ひ向な子この胸に疑ぎ念ねんがよぎった──それにしては彼女の言葉から殺さつ意いが感じられない。しかし、その隣となりで拓たく也やの肩が小こ刻きざみに震え始める。完全に冷静さを失っていた。

　毬まり子この肉体が変化し始めた。しなやかに伸びた手足の表面に硬い縄なわのような筋肉が浮かび上がった。その上を黒と黄色のふさふさしたまだらの毛が覆おおっていく。

　一いつ瞬しゆんだけ目を閉じ、もう一度開ひらくと瞳ひとみの色は金色に変化していた。口元からは白い牙きばが覗のぞいている。

（……虎とら）

　まさに獣テリオンだった。ブラウスの背中が隆りゆう起きしたところを見ると、胴どう体たいも一いち部ぶ変化しているらしい。肉体の形態を変えた彼女は、再び顔の前で戦器オニクスを交差させ、刃やいばの向こうで大きく息を吸い込んだ。

「我が称しよう号ごうは『瞑めい目もくの星せい火か』。畏かしこくも我が主あるじグロスマン・Ｈ・スパイリオンの命めいを受け、貴き君くんらの命を奪うべく推すい参さんした……互いの爪そう牙がにかけ、雌し雄ゆうを決することを求む。生者、死者、ともに一方のみ」

　彼女の全身の血が凍りついた──瞑めい目もくの星せい火か。数十人ものアルカミレスを専門に狩かってきた、恐るべき強さを持つ謎なぞのテリオン。




　　　　７




　日向子と拓也は同時に反転リトウルネした。

「拓也……」

　傍かたわらのパートナーに目め配くばせをする。ルスランと戦った時と同じように、分ぶん担たんを決めた同時攻こう撃げき。当然そうするつもりだった。しかし、拓也は彼女を見ていなかった。

　赤いアルカミレスは声を上げながら毬子に向かって疾しつ駆くする。そして、踏みこみざまに大剣クレイモアを構えた。

（速い……）

　日向子は内ない心しん驚いた。拓也は普段の訓練の時よりもずっと素す早ばやく動いていた。

　しかし、毬子・ファランクスの動きは常識を超えていた。一瞬、ふらりと上体を揺らしたかと思うと、次の瞬しゆん間かんにはかすかな残ざん像ぞうの軌き跡せきとともに拓也の間合いに入っていた。

（瞬間移い動どう？）

　日向子は目を瞠みはった。テリオンは手を伸ばして戦器オニクスを握っている拓也の拳こぶしを無む造ぞう作さに摑つかんだ。拓也の手は固定されたように空中でぴくりとも動かなくなる。このテリオンの腕わん力りよくは、「完全」なアルカミレスである血刃の王ロワ・デ・ルジエを明らかに凌りよう駕がしていた。

（いけない）

　突然、テリオンは拓たく也やの拳こぶしを果くだ物ものでも潰つぶすように締め上げ始めた。たちまち拳の部分の外殻クラスタが、びきっと嫌な音を立てて軋きしむ。

「……加速ヴイテ」

　そのつぶやきと同時に、日ひ向な子こ──雪花鎧アルヌワ・ブランはテリオンに向かって一直線に走った。地面すれすれに百視剣アルゴスガノンを構えて、足元を薙なぐように斬きりつける。毬まり子こは振り返りもせずに、もう一方の籠こ手てで短たん剣けんをあっさりと受け止めた。

　毬子の口元からくすっと笑えみが洩もれた。

　突然、拓也の体が乱暴に扱われた人形のようにぐるりと振り回され、日向子の体に激げき突とつした。二人のアルカミレスはもつれ合いながらごろごろと転がる。

「……くっ」

　先に立ち上がったのは日向子の方だった。毬子は悠ゆう然ぜんと立ったまま二人を眺ながめている。続いて拓也も体を起こし、再び走り出そうとする。

　日向子はほとんど羽は交がい締めで彼を止めた。

「待って！」

　と、日向子は叫んだ。

「闇やみ雲くもに攻撃したら危ない！」

「あいつは友とも典のりを殺した！」

　荒い呼吸をしながら拓也は絞しぼり出すように言った。

「友典は俺の友達なんだ」

「……挑ちよう発はつしただけかもしれないわ。なんとなく様よう子すがおかしかった」

　日向子の目には拓也の逆ぎやく上じようを煽あおっただけのように見えた。

「じゃあ、なんでここにあいつは一人で来たんだよ！」

「それは……」

　日向子は言葉に詰まった。内ない心しんでは拓也が取り乱すのも当たり前だとも思っていた。もし、拓也がテリオンに殺されたと聞いたら、自分がどんな風ふうになるか想像もつかない。

「拓也」

　耳元に唇くちびるを押しつけるようにして言った。

「一人じゃ絶対に勝てない。お願いだから冷静になって」

　彼女はかけるべき言葉を必死に探した。彼の体はまだ硬くこわばっている。腕を放したら今にも飛び出していってしまいそうだった。そうなれば間違いなく彼は殺されてしまう──。

　仲間を失うわけには行かない。自分一人ひとりが生き残るのはもう沢たく山さんだった。

「……わたし、拓也と一緒にいたい。これから先も」

　気が付くと彼女はそう口にしていた。この前からずっと言うのをためらっていた言葉だった。赤いマスクをつけた拓たく也やの首がかすかに日ひ向な子この方へ向いた。

「期待はずれもいいところだったわ……アパタスの言う通りね」

　毬まり子こはふうっと息をつき──再び瞬しゆん時じに動いた。慌あわてて首を振ると、その時にはもう反はん対たい方向へ動いていた。

「お前の戦器オニクスの能力なの？」

　と、日向子は尋たずねた。

「なにが？」

「……その瞬しゆん間かん移動」

「瞬間移動？」

　なにが可お笑かしいのか、くすくすと彼女は笑った。

「ファランクスの能力はね、腕わん力りよくの増ぞう強きようなの」

「腕力の増強……？」

　今の動きは明らかに腕力のなせる技ではない。一体なにを言っているのだろう。

「この移動は、わたしのテリオンとしてのもともとの身しん体たい能力」

　日向子は呆ぼう然ぜんとした。「加速ヴイテ」を扱える日向子ですら完全には捉とらえることが出来ない瞬しゆん息そくの動き──それを戦器オニクスによる特とく殊しゆ能力なしでやってのけている。

「噓うそ……」

「もともとわたしのテリオンとしての肉体の特性は素す早ばやさなのよ。そして、グロスマン様にアルカミレスと戦うための技を全て教えこまれた……欠点は絶対的な腕力の不足。それを補うためにファランクスを使っているの」

　素早さと、力と、技。そして今までの経験。アルカミレスの敵として、他に足りないものがなにかあるのだろうか。

（どうやって戦えばいいんだろう）

　ある意味では血刃の王ロワ・デ・ルジエよりも、完成された能力を持っていた。彼女は視線を動かしてあたりを見回す。ここでは戦っては不利だ。せめて、地の利を活いかせる場所があれば──。

「身体能力ではそこの赤い鎧よろいを凌しのぐわ。今ので分かったでしょうけど。いくらその鎧が少し変わっているからといって、能力差さは埋められない」

　変わっている、という言葉がかすかに引っかかった。しかし、今はそれよりも考えなければならないことがある。日向子はテリオンの背後にあるトンネルに目を留めた。車くるま一台分ぶんあるかないかの幅しかないが、ある程度の長さがあったはずだ。

「……どうすればいい？」

　拓也の声が聞こえた。いつのまにか平静な声に戻っている。表情は見えなかったが、思わず拓也の顔を窺うかがってしまった。

「わたしが隙すきを作るから、拓也はトンネルの中へ走って」

「いいけど、身動きがしにくくなるんじゃないか？」

「あいつにとっても同じよ」

　拓たく也やは日ひ向な子この意図を察してくれたらしい。彼を追ってトンネルへ入った毬まり子こに「斬刹リネア・レクタ」を放つ──黒の戦器オニクスでは受け止められない。それに毬子がいくら敏びん捷しようでも、トンネルの中は避ける場所が限られている。

　完全に倒せるとは言いがたかったが、それ以上の作戦を思い付かない。

「……分かった」

　と、拓也はうなずいた。

「行くわよ」

　そう言って日向子は毬子に向かって走り出した。それに続くように拓也も走り出す。




「加速ヴイテ」




　彼女の中での時間の流れが遅くなる。ゆっくりと近づいてくる毬子に、日向子は戦器オニクスで斬きりつけた。

　しかし、毬子は余よ裕ゆうの笑えみを浮かべただけだった。彼女は斬ざん撃げきが届く直前、それに倍する速度で地面を蹴けって横に飛び退のいた。もちろん、日向子には彼女を追えなかった。

　日向子の五ご感かんは加速されているが、体の動きの速さは普段と同じままだ。今の彼女の「加速ヴイテ」ではそこまでは行えない。

（でも、先読みなら出来る）

　彼女は足を踏ん張ってブレーキをかける。

　毬子は数メートル先の地面に着地し、日向子ではなく彼女の後ろの拓也に向かって跳ちよう躍やくした。それは日向子の予測した動きだった。

　ファランクスの黒い刃やいばが拓也に振り下ろされる直前、日向子は拓也と毬子の間に体を滑すべりこませていた。そして、毬子の攻撃を百視剣アルゴスガノンの波打つ刃で受け止める。そのまま短たん剣けんを傾けて斬撃をいなそうとした時、下から毬子のもう一つの刃が跳ね上がってきた。

（危ない）

　彼女は戦器オニクスを握りしめたまま上半身を辛かろうじて反らせた。

　十分に刃の届く距離だ。負傷は免まぬがれないと悟さとった──しかし、攻撃は彼女の体を狙ねらったものではなかった。

　上下からの斬撃に彼女の百視剣アルゴスガノンの刃が挟まれていた。不自然な負ふ荷かをかけられて、堅けん固ごなはずの戦器オニクスがぎしりと嫌な音を立てた。

（このままでは折れる）

　それを避ける方法は一つしかなかった。日向子は戦器オニクスから手を放す──百視剣アルゴスガノンが空中に跳ね飛び、外殻クラスタが消え始めた。つい戦器オニクスの行方ゆくえを目で追った瞬しゆん間かん、テリオンの獣けものの膝ひざが日向子の腹に食いこんでいた。

　日ひ向な子この視し界かいが暗あん幕まくを引いたように暗くなっていった。




　トンネルに飛びこんだ拓たく也やは、反対側の出口に向かって一いつ直線に走った。

　毬まり子こに攻撃を当てるにはトンネルの中に十分引ひきこまなければならない。ほとんど出口に近いところまで走り、背後を振り返ってイグニス・アウルムを構える。意識を集中させ始めると、刀とう身しんの光が強くなり始めた。

　毬子はようやくトンネルの中に足を踏み入れたところだった。

（……遅いな）

　もっと早く追いつかれてもおかしくないと思っていたのだが。しかし、こちらの行動に気を留めている様よう子すはない。トンネルの半なかばまで足を止めずに歩いてきていた。

「……よし」

　この距離なら当てられる。そう思った時、

「お前、逃げないと死ぬわよ」

　嘲ちよう笑しようを含んだ声がトンネルに響ひびき渡った。一いつ瞬しゆん、拓也の体から力が抜けかかる。

（ただのハッタリだ。自分の力を信じるんだ）

　拓也は自分にそう言い聞かせる。もう相手はこちらの攻撃を避けられないところまで来ている。大剣クレイモアの刀身から激しい光が溢あふれた。拓也は８の字を描くようにイグニス・アウルムを振った。

「『斬刹リネア・レクタ』！」

　幾いく筋すじもの光のラインがトンネルの床や壁を切り裂ききながら突き進んでいく。相手は完全に反応が遅れた。それに、このトンネルの中では避ける場所もないはずだ。

　光の帯おびが毬子の体に命めい中ちゆうする──刹せつ那な、再び彼女の姿が消えた。

（えっ）

　壁や天てん井じようを蹴ける乾いた音が徐じよ々じよに近づいてくる。踵きびすを返す間もなく、拓也の体はトンネルの中の地面に叩たたきつけられていた。イグニス・アウルムが手から離れる。拾い上げる間もなく、右手はテリオンの足の裏に踏みつぶされていた。

「ちょっとかすったわ。誉ほめてあげる」

　毬子は笑顔で拓也を見下ろしていた。こめかみにかすかに血がにじんでいるだけで、後はどこにも傷を負っていない。

「なんで……無事なんだ」

「狙ねらいが雑ざつで遅いからよ」

　あっさりと毬子は答えた。今の衝しよう撃げきで体が動かない。彼女の戦器オニクスの尖せん端たんが外殻クラスタの胸のあたりをひっかくように撫なでていた。

「お前はまんべんなく剣を振ったつもりなんでしょうけど、わたしの目には隙すき間まだらけ。それを縫ぬってお前に近づいただけよ。天てん井じようや壁が近かったせいで、かえって避けやすかったわ」

　ふと、右のファランクスの刃やいばが、拓たく也やの外殻クラスタの一点でぴたりと止まった。なぜかその刃の触れているあたりがひやりと冷たく感じた。

　彼女は満足げに微笑ほほえんでいる。

「アルカミレスの鎧よろいはどこも同じ硬度を保っているわけではないわ。関かん節せつの動きを確保するための柔らかい部分や、ちょっとした構造上じようの隙すき間まとかね。その場所は一人一人違ちがうけど、わたしはそれを見つけるのが得意なのよ……お前の場合、ここから刃を差しこむと、心しん臓ぞうに届くわ」

　こんこんこん、と胸の部分が叩たたかれる。拓也は大きく目を見開いた。動け、動け、動け、と念ねんじたが、体はわずかに痙けい攣れんしただけだった。

　突然、外殻クラスタの表面がざっと波打った。

（まただ……）

　そういえば、遊園地で観かん覧らん車しやのゴンドラを支えた時も同じようなことが起こった。以前はこんなことはなかったのに、一体、これは──。

　毬まり子こは不快そうに眉まゆをひそめた。

「アパタスも言っていたけど、お前の鎧は本当に変わっているわね。鎧がお前の一部ではなくて、お前が鎧の一部に見えるわ。鎧そのものが生きているみたいで──」

　毬子の言葉に応えるように、外殻クラスタの形状の変化が激しくなった。赤い表ひよう皮ひの内側にあるものがざわざわと蠢うごめいているようだった。

「すごく気持ち悪い。死ね」

　戦器オニクスの刃が拓也の胸に深々と突き刺さる。冷たい刃の感かん触しよくが背中まで貫つらぬくのをはっきりと感じた。

　拓也の体がびくっと跳ね、背中が弓なりに反り返った。




　日ひ向な子こが腹部の痛みをこらえながら目を開けた時、テリオンが人の形をしたものを引きずりながらトンネルから姿を現した。毬子がそれを軽かる々がると放り投げると、そのなにかは日向子の数メートル手前にどすんと落ちた。

　彼女はふらりと立ち上がり、そのなにかの方へ近づいていった。

　心臓が胸を突き破りそうだった。きっとなにかの見み間ま違ちがい、そんなはずはない、そんなはずはない……

（あ……）

　大の字になって横たわっているのは、反転リトウルネが解けて生なま身みに戻った拓也だった。彼は胸に刺さし傷きずを負っている──傷の位置は一目見て分かった。

　心臓の上だった。

　ぺたん、と地面に腰を下ろす。世界の全てが停止した。日ひ向な子こは虚こ空くうを見つめたまま瞬まばたき一つしなかった。

（拓たく也やと一緒にいたい。これから先も）

　さっきそう告げたばかりだった。

　彼がどう思っているのかは、もう答えを聞く機会はないようだった。




　　　　８




　毬まり子こが大剣クレイモアの鞘さやを拾って、トンネルの方へ戻った。崩れかけたトンネルの半なかばまで来ると、地面に落ちているイグニス・アウルムの柄つかを握らないように慎しん重ちように収めていった。

（……これもわたしに扱えるかもしれない）

　試したいという欲求がちらりと頭をかすめた。使い手に過か剰じような肉体の変化をもたらすために、並のテリオンでは即そく死しすると言われている危険な戦器オニクス。しかし、毬子は金色の戦器オニクスの使い手の候補だった。

　今は誰も見ていない。彼女はそろそろと戦器オニクスに手を伸ばした──。

『どうしました、毬子』

　不ふ意いにどこかから低い声が響ひびいてきた。
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「……アパタス」

　彼女は鞘さやを摑つかんで立ち上がった。アパタスが来てくれたことにほっとしていたが、同時に少しがっかりもしていた。

『やっと辿たどり着きましたよ。あなたは相変わらず場所の説明が苦にが手てですね』

　友とも典のりと別れた後で、アパタスから本物の連れん絡らくが入った。毬まり子こはこれから自分の行く場所を教え、それを元にアパタスはここまでやって来たのだった。

「……悪かったわね」

　元の更さら地ちの方へ歩き出しながら、ふと毬子はアパタスがいる方を振り向いた。

「友典の姿を見なかった？」

　アパタスは毬子たちと同じ山道を上ってきたはずだ。

『気を失っていましたよ。命に別べつ状じようはないようでしたが』

「……そう」

　殴なぐって気き絶ぜつさせる以上のことを友典には出来なかった。目を覚ませばここへ来るだろうし、そうすれば父親に続いて親友の死体を目にすることになる──今はなるべく早くこの場を離れたいと思った。

（きっと今度こそ、友典はテリオンを許さない）

　毬子の心は暗く沈んでいた。彼女は首を振ってその感情を払い落とそうとする。

（早くグロスマン様のところへ帰ろう）

　今回の任務は動どう揺ようさせられることばかりだった。主あるじの元へ戻れば、あれこれ悩む必要もなくなるはずだ。トンネルを抜けると、日ひ向な子こがまだ拓たく也やの死体のそばにうずくまっていた。

　アルカミレスが二人しかいないことは、友典の口から聞き出している。

　久く慈じ日向子を殺せば、今回の任務は終わりだ。

　毬子はトンネルの前に落ちていた百視剣アルゴスガノンを拾い上げると、ゆっくりと背後から近づいていった。これはかつて母が持っていた短たん剣けんだ。これを持っていなければ、母も命を落とすことはなかったかもしれない。

（これでアルカミレスのとどめを刺そう）

　この短剣を初めて見た日に彼女の受じゆ難なんが始まった。だとしたら、この不ふ吉きつな剣でアルカミレスの狩かりを終わらせるのもいいかもしれない。

　その時、放ほう心しんしているように見えた日向子がゆらりと立ち上がった。毬子は思わず足を止める。

「わたしは雪花鎧アルヌワ・ブラン」

　日向子は低い声で言い、こちらを振り向いた。

　感情のない乾いた目で彼女を凝ぎよう視ししている。

　彼女は戸と惑まどった──今さらなにを名乗っているのだろう。

「お前が殺あやめた友の魂たましいを鎮しずめんがため、お前を討うち果たさんと欲する……互いの爪そう牙がにかけ、雌し雄ゆうを決することを求む。生者、死者、ともに一人」

　アルカミレスは硬い声で一気に言った。毬まり子こは青ざめた相手の顔を見つめる。これは復ふく讐しゆうの決闘の申し込みだ。

『……どうしますか、毬子』

　アパタスの声が聞こえる。むろん、毬子が拒絶することはあり得ない。

「下がって。アパタス」

　それから、手に持っていたイグニス・アウルムを背後に転がした。

「いいわ。受けましょう」

　と、毬子は答えた。日ひ向な子こは彼女に向かって手を伸ばした。

「……戦器オニクスを返して」

　彼女は百視剣アルゴスガノンを放り投げる。日向子は包ほう帯たいを巻いていない方の手でそれを受けとった。




「反転リトウルネ」




　日向子は低くつぶやいた。アルカミレスの肉体に装そう甲こうが浮かび上がる様さまを、毬子はじっと見つめた。彼女はまだファランクスを装そう着ちやくしたままで、変化も解いていない。しかし、迂う闊かつに敵の間合いに飛びこまなかった。

　日向子の眼まな差ざしになにか不ぶ気き味みなものを感じる。怒りに我を忘れているわけでも、悲ひ嘆たんにくれているわけでもない。ただ自分をじっと観察しているようだった。

　今まで見てきたアルカミレスの中でも、日向子の外殻クラスタの定着率りつは格かく段だんに低い。アルカミレスの大たい半はんは肉体の八割以上を装そう甲こうで覆おおうことが出来たが、日向子はせいぜい六割程てい度どだ。しかも外殻クラスタは左右非ひ対たい称しようで、おそらくはアルカミレスとしての適てき性せいの低さを物語っている。それでも生き延びてこられたのは冷静な判断力りよくを持っていたことと、特とく殊しゆ能力の使用に熟じゆく達たつしてきたからだろう。

　日向子の「反転リトウルネ」が終了する。それと同時に彼女は毬子に向かって走り出し、百視剣アルゴスガノンで斬きりかかってきた。一いつ瞬しゆん、毬子は戸と惑まどった。集中力のためか、踏みこみの速さも斬ざん撃げきの鋭さもさっきより増している。

（でも、片手で十分だわ）

　その場から一歩も動かずに、次々と繰り出される攻撃を受け流しながら毬子は思った。これが相手の実力の全てだとしたら、アルカミレスとしてはせいぜい「並なみ」というところだった。

（様よう子す見みはこの程度でいいわね）

　毬子は敵の無む防備な右肩かたに最大に近いスピードで突きを繰り出そうとした。

「加速ヴイテ……検索エグザミネ」

　不意に日向子がつぶやく。

　そして、あっさりと毬まり子この突きを避けた。

（なっ）

　思わず目を瞠みはった。さらに彼女はファランクスの刃やいばを横よこ薙なぎに払う。日ひ向な子こは体を縮めてこれも避けた。

　動きそのものが速くなったわけではない──しかし、避ける動作に入るタイミングが異い様ように速くなっていた。こちらが攻撃を始めようとした時には、すでに彼女は反応している。

（こちらの次の動きを読んでいる）

　一いつ瞬しゆん、毬子の思し考こうが停止した。地面すれすれに屈かがみこんだ日向子が、その隙すきを突いて毬子の足首を斬きろうとした。毬子は大きく背後に飛んで一いつ旦たん距離を置こうとする。普段の動きではなく、肉体の反はん射しや神経と瞬しゆん発ぱつ力を限界まで活用した素早い動き──日向子が「瞬しゆん間かん移動」と呼んだあの動きだった。

　しかし、日向子は斬ざん撃げきを途中で止め、自分もまた地面を蹴けっていた。百視剣アルゴスガノンの刃やいばに追いつかれ、毬子の右足が深く斬りつけられた。

（くっ）

　毬子は痛みに顔をしかめながら、戦器オニクスに包まれた両手を、白い外殻クラスタの背中に力任まかせに振り下ろした。日向子の体はコンクリートの上に叩たたきつけられ、大きくバウンドして俯うつぶせに倒れた。

　傷を負った右足は赤く血に染まっている。だが、傷は骨に達していない。素早い動きは難しくなったが、立ち上がれなくなるほどの傷ではなかった。テリオンの四し肢しを斬り落とす腕わん力りよくが日向子には欠けていた。

「今の能力はなんなの？」

　思わず相手に尋たずねていた。日向子はのろのろと上半身を起こす。地面にぶつけたのか、額ひたいから一ひと筋すじの血が流れていた。顔色は紙のように白くなっている。

「お前の動作はとても素早いけれど、筋肉の微び妙みような動きや目め線せんの配り方に必ず兆ちよう候こうがある……それを見み極きわめて先を読んだだけ」

　毬子は呆ぼう然ぜんとした。動きの癖くせを読んでいると言っているのだ。

「……そんなことが出来るわけがないわ」

　日向子は苦しげに首を振る。

「お前はとても強いわ。全ての戦いが一度で終わる……だから、わずかな癖まで矯きよう正せいする必要がなかった」

「お前とだって今日初めて戦ったじゃない」

「さっきまでのお前の動きを、個々の筋肉に至るまでわたしは全て記き憶おくしている……その記憶を引き出して判断すれば、それぐらい出来る」

　毬子は息を吞んだ。膨ぼう大だいな記憶から必要な情報を自じ在ざいに引き出す能力。反応の加速とは別に、このアルカミレスが持っている能力なのだろう。

　日ひ向な子こはよろけながら立ち上がった。妙みように動きが鈍いことに毬まり子こは気付く。戦いの最中に今言った「先読み」をやったということは、「反応の加速」と「記憶の抽ちゆう出しゆつ」、二つの能力を同時に使ったに違いない。肉体にかかる負ふ荷かは避けられないはずだ。

　毬子の唇くちびるに笑えみが浮かんだ。

（連続して使うことは出来ないはずだわ）

　彼女はアルカミレスめがけて跳ちよう躍やくし、脚きやく力りよくに任せて蹴けりつける。相手はコンクリートの上をボールのように転がっていった。

　毬子は戦器オニクスを構え、足を引きずって近づいていった。

「わたしの右足に傷を付けるだけで、ずいぶん代だい償しようを支払ったわね」

　彼女は呆あきれて言った。

「お前、もうまともに動けないじゃない。死ぬわよ、それじゃ」

　日向子は地面にぐっと片かた膝ひざを立てた。血の気を失いかけた唇くちびるに笑えみを浮かべる。

「……こっちに飛ばしてくれて、助かった」

　かすかな疑ぎ念ねんが胸をよぎった。このアルカミレスはなにかの目的があって動いているようだ。思い返してみると、さっきの決闘の申し込みからしてそうだったような気がする。

　毬子はぴたりと足を停めた。なにかがおかしい。

「……なにを企たくらんでいるの？」

　アルカミレスは答えずに再び動き出した。しかし、その方向は毬子ではなかった。彼女のほんの数メートル先にイグニス・アウルムが落ちていた。日向子は金色の戦器オニクスを抱えこむようにして立ち上がった。

「これが最初からわたしの目的」

　日向子は息を弾はずませながら言った。

　毬子は愕がく然ぜんとして目の前のアルカミレスを見つめた。

「まさか……その大剣クレイモアを抜くつもりなの？」

　しばしの沈ちん黙もくの後、日向子は深ふか々ぶかとうなずいた。

「この戦器オニクスでお前にとどめを刺す。そのために無む理りをして足に傷をつけたの」

　大おお真ま面じ目めな答えに毬子は噴ふき出しそうになった。この女はパートナーの死でおかしくなってしまったらしい。テリオンですら、自分のように修しゆう練れんを積んだ候こう補ほ者や、由ゆい緒しよある古い一族の血を引く者でない限り、金色の戦器オニクスは扱えないと言われている。

　アルカミレスの中でも才能に乏しいこの女に扱えるはずがない。

　自殺行こう為いとしか言いようがなかった。

「やってみたら？　お前が死ぬところをわたしが見ていて……」

「それと、この剣を抜くのはわたしじゃない」

　日向子は毬子の言葉を遮さえぎって言った。

「……本来の持ち主よ」

　日ひ向な子こはイグニス・アウルムを手に走り出した。それは拓たく也やの倒れている方向だった。後を追おうとした毬まり子この足が凍りつく。

「ありがとう……日向子」

　苦しげに礼を言い、「彼」はイグニス・アウルムを受けとった。

「まさか……」

　毬子は口の中でつぶやいた。

　イグニス・アウルムを手にした篠しの宮みや拓たく也やが立っていた。




「どうしてお前が生きているの！」

　と、テリオンは叫んだ。

「心しん臓ぞうを刺されて生きている人間なんかいるわけないわ！」

「……逸それてたんだ。刺さってなかった」

　拓也はかすれた声で言った。ふらりとバランスを崩しそうになって、日向子は慌あわてて彼の体を支えた。

「大丈夫？」

　日向子が言うと、拓也はうなずいた。彼の意識が戻ったのは、毬子がトンネルの中へイグニス・アウルムを拾いに行った時だった。多少血ちは出ていたが、臓ぞう器きや重要な血管は傷きずつかずに済んだらしい。

　二人は急いで戦器オニクスを取り返し、もう一度戦たたかうための作戦を立てた。

「噓うそ！　確かにわたしは心臓を刺した！」

　毬子は首を振って叫んだ。

「だから逸それてたって言ってんだろ……」

　拓也は低い声でつぶやいた。正直なところ、日向子も少し不ふ審しんに思っていた。彼が生きていることは嬉うれしかったが、彼女の目から見てもあの傷は心臓の真ま上うえだった。




「反転リトウルネ」




　拓也はイグニス・アウルムを抜いて反転した。拓也の赤い外殻クラスタが全身を包んでいく。傍かたわらにいた日向子は、ふと一歩引いて彼の姿に目を凝こらした。

　彼の外殻クラスタは今までとどこか違って見えた。どことははっきり言えなかったが、装そう甲こうの隆りゆう起きや、突とつ起きの長さがわずかに変化しているように思える。

「そう……その鎧よろいだったのね」

　テリオンが震える声でつぶやいた。

「あの時、お前の鎧が心臓の位置をずらしたんだわ」

「えっ」

　その言葉に声を上げたのは日ひ向な子こだった。

（……そんな馬鹿な）

　アルカミレスであれば誰でも知っていることだ。外殻クラスタは体たい外がいに出るか、体内に戻るかの二つの挙きよ動どうしか行わない。

　自分の意志を持っているかのように動くことなどあるはずがない。

　拓たく也やは答えなかった──彼にも答えようがないのだろう。彼が片手で構えた大剣クレイモアが強い光を発し始めた。「斬刹リネア・レクタ」の前まえ触ぶれだった。

「……日向子」

　彼は小さな声でつぶやいた。

　さっき戦ってからほとんど時間が経たっていなかった。拓也は短い間かん隔かくで連続して反転リトウルネすることは出来ない。この外殻クラスタもあとほんの数十秒で戻ってしまうはずだ。日向子の方も能力の同時使用で体がうまく働かない。

　事実上、これが最後の攻撃になるはずだ。

「……なに？」

「俺も一人では戦えない」

　その声はどこか照れているように聞こえた──ふと、思い出したように付け加える。

「これから先、俺も日向子と一緒にいたい」

　彼女ははっと息を吞んだ。

　たくさんの言葉が胸をよぎったが、どれを言えばいいのか分からない。

　結局、口から出たのはその中でも三番目ぐらいに単純な言葉だった。

「……バカ」

　笑えみを浮かべながら、日向子は百視剣アルゴスガノンを固く握りしめた。




「またその技を使うの？」

　拓也の動きに気付いた毬まり子こは鼻でせせら笑った。

「さっきはあんなに簡単に破られた技なのに」

「避けられるかどうか、試してみろ」

　毬子は右足を見下ろした──さっき、雪花鎧アルヌワ・ブランが足を狙ねらったのはこのためだったのだ。

「……わたしを馬鹿にするな」

　彼女には「斬刹リネア・レクタ」を見切ることが出来る。右足が多少傷きずついたところで、左足は一本あればそれなりに動ける。避けるのはさほど難しいことではない。

　拓也の剣がさっきよりも強く輝き始めた。アルカミレスたちのダメージが濃いのは明らかだ。最後の攻撃だと自覚して、今の全力をこめているのだろう。

『毬まり子こ、逃げなさい！』

　その時、アパタスの声が聞こえた。毬子の体がすっと透とう明めいになり始めた。

　彼女は虚こ空くうに向かって柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「決闘の邪じや魔まをしないで！　アパタス！　これぐらい避けられる！」

　その途と端たん、拓たく也やが動いた。

「金きん焰えんイグニス・アウルム……『斬刹リネア・レクタ』！」

　大剣クレイモアを片手で大きく横に振り、大地と平行のラインを描いていく。毬子は左足を撓たわめて、直前まで光を引きつける。そして、大きく斜め上に飛んでそれを避けた。

（これで終わりだわ）

　血刃の王ロワ・デ・ルジエは、毬子の動きを捕ほ捉そくすることも、それに対応することも出来ない。日ひ向な子こがこの技を使えないことが、勝負の明めい暗あんを──。

　突然、彼女の飛んだ方向へ光が追いかけてきた。

「えっ……」

　毬子はアルカミレスたちを凝ぎよう視しした。

　日向子がいつのまにか拓也の隣となりにしゃがみこんでいた。イグニス・アウルムの鞘さやを左手に持ち、大剣クレイモアの刀とう身しんを下から叩たたいている──そのせいで光の軌き道どうが変わっていた。

（右足を狙ねらったのは、わたしの避ける方向を限定させるため）

　目前に迫りくる光を見つめながら、毬子は思った。そして、左足だけでは次の動きの徴ちよう候こうは大きくならざるを得ない。どの方向に彼女が避けるかを、日ひ向な子こに先読みされたのだ。

　悲鳴を上げる間もなく、純白の光が毬子・ファランクスを吞みこんでいった。




　　　　９




　反転リトウルネを解いた拓也と日向子は、傷ついた毬子を覗のぞきこんでいる。手足はひどい火傷やけどを負っていて、彼女が装そう着ちやくしていたファランクスは単なる残ざん骸がいになっていた。

「まだ、息はあるみたいだな」

　と、拓也は言った。

「……そうね」

　彼女は硬い声で答えた。

「どうする……？」

　拓也はおそるおそる尋たずねる。このまま殺してしまうのか、という意味だった。文字通り命のやり取りをした後だが、拓也はなぜか毬子に強い敵意を持てないでいた。さっき亨きよう司じから電話があり、山道で気を失っていた友とも典のりを見つけたという話を聞いたせいかもしれない。二人ともやがてここへ到着するはずだ。

　何時間か学校を案内しただけで、毬まり子ことはそれほど接触があったわけではない。でも、この少女が倒すべき「敵」だとはどうしても思えない。オフリスを倒した時とは全然違う感覚だった。

「わたしは……誰の死も望まない」

　しばらく考えてから、日ひ向な子こはつぶやいた。

「でも、このテリオンは大おお勢ぜいのアルカミレスを殺してきた。これからも、そうすると思う。もし、拓たく也やを殺そうとするんだとしたら……誰かが手を汚さなければならないんだったら……わたしは……」

　彼女は言葉を途と切ぎれさせた。

「日向子……」

　その時、視し界かいの端はしで動くものがあった。拓也たちは振り返る──さっきからそれのことも気になっていた。

　数メートル先の地面に黒い首くび輪わをした一匹の猫が横たわっている。全身に深い火傷やけどを負っていたが、白い毛並みの痕こん跡せきはまだわずかに残っていた。「斬刹リネア・レクタ」に巻きこまれて怪け我がを負ったらしい。

「あの猫、なんだろう」

　と、拓也は言った。どこかで見み覚おぼえがあるような気がする。

　その時、猫が小さな顎あごを動かした。

『……待って下さい』

　しゃがれてはいるが、はっきりとした人じん語ごに拓也たちはぎょっとした。

「喋しやべった……？」

『わたしの声に、聞き覚えはありませんか？』

　拓也はあっと声を上げそうになった。例の見えないテリオンだった。

（猫の姿を持つテリオン、か）

　同時にどこでこの猫を見たのか思い出した。あの遊園地で落ちてくるゴンドラを支えた時、少年が抱いていた白い猫だ。この猫は少年のマンションで暮らしていたに違いない。おそらく、あの少年はこの猫がテリオンだということにも気付いていなかったのだ。

『その少女を、許して頂けませんか』

　猫は日向子の方へ黒い瞳ひとみを向けた。日向子は困こん惑わくしたように視線を落とした。

「でも、『瞑めい目もくの星せい火か』は……」

『この少女に、罪はありません……罪があるとしたら、わたしたちが負うべきだ』

「……わたしたち？」

　と、日向子が尋たずねる。

『彼女から指輪を外してやって下さい』

　思わず毬まり子こを振り返った。壊れたファランクスの奥にある小指に、黒い指輪が嵌はまっている。精せい巧こうな細さい工くが施ほどこされた指輪──拓たく也やの目には戦器オニクスのように見えた。

『そうすれば、彼女がもうあなた方に敵てき対たいすることはなくなるはずです』

　なにか深い事情があるらしい──拓也と日ひ向な子こは顔を見合わせる。彼女はアパタスに向かって言った。

「どういうことか、説明して」

『わたしは、昔……』

　アパタスが話し始めた途と端たん、毬子がゆっくりと体を起こした。




　毬子はあたりを見回した。アルカミレス二人がアパタスを囲んでいるのが見えた。

「アパタス……」

　毬子は白い猫のそばへ這はい寄っていった。拓也たちを押しのけて、膝ひざの上に冷たくなった体を載せる。猫は目だけを動かして彼女を見上げた。

『案あん外がい、元気なようですね、毬子』

　ごほん、と猫は咳せきをする。血の滴しずくが口から飛び散った。

「アパタス、わたしを庇かばったでしょう」

「斬刹リネア・レクタ」が命めい中ちゆうする直前、アパタスが自分の前に飛び出してきた。毬子が致ち命めい傷しようを免まぬがれたのは、そのおかげだった。

『当然のことをしたまでです……あなたに対しては、これでもまだ足りない』

　毬子はさりげなく拓也を振り返った。

　彼の背後には鞘さやに入ったイグニス・アウルムが転がっているのを確認する──。

　あの剣のおかげで、アパタスは死んでいく。

『毬子』

　突然、アパタスは強い口く調ちようで言った。

『もう、戦うのはやめなさい。どこまでも遠くへ逃げるべきです。それがあなたのためです』

　毬子ははっとした。それは遠い昔、母の口にした言葉と同じだった。

「なにを言ってるの。こいつらを殺すまで何度でも戦うわよ」

　アパタスの瞳ひとみがゆっくりと動いた。その視線の先には日向子がいる。アルカミレスは静かに百視剣アルゴスガノンを抜いていた。

『……後あと戻もどりは出来ないと思ってきました』

　もつれた舌でアパタスは言った。

『でも、あなたは戻らなければ……今までわたしがあなたの目を覆おおってきた。でも、わたしという枷かせがなくなれば、あなたには……』

「なにを言っているの、アパタス」

　毬まり子こはますます弱まっていくアパタスの鼓こ動どうにうろたえた。今すぐアルカミレスたちを殺し、相あい棒ぼうと共にグロスマンの元へ帰る──それ以外の全てが彼女の頭から消えた。ファランクスを失い、体も思うように動かない。しかし、まだ一いつ矢し報むくいる方法はある。

　毬子はアパタスを膝ひざから下ろし、ごろごろと地面を転がって移動した。突然の動きに二人が呆ぼう然ぜんとしている中、金色の戦器オニクスのそばまで行くことが出来た。

「お、おい……」

　拓たく也やの呼びかけも構わず、毬子はイグニス・アウルムを鞘さやごと摑つかむ。そして、剣を杖つえにしてゆっくりと立ち上がった。

「……わたしは金色の戦器オニクスの使い手となるために経験を積んできたわ」

　アルカミレスたちを見回しながら彼女は言った。

「この剣がわたしを所有者と認めれば、今のこの体でも、お前たちを殺すぐらいの力は得られるはずよ」

「待てよ、それは危ない……」

「黙れ！」

　と、毬子は叫んだ。

「もし剣がわたしを選んだら……お前を真まっ先さきに殺してやる……」

　百視剣アルゴスガノンを構えた日ひ向な子こが毬子に向かってくる。時間がない。彼女は一気に大剣クレイモアを抜きはなった。




　世界から色が失われ、動くものは何一つなくなった。

　唯ゆい一いつ輝いている刀とう身しんから誰かの声が聞こえる──。

『イグニス・アウルム・プロバット、イグニス・アウルム・プロバット……』

　それは自分自身の声だった。その声は徐じよ々じよに大きくなり、同時に光も強くなっていく。ふと、小指がかたかたと動くのを感じた。グロスマンから賜たまわったあの指輪が激しく振しん動どうしていた。その声に怯おびえているかのようだった。

（これは……）

　振動は見る間に大きくなる。戦器オニクスの力に耐えかねたのか、指輪はかすかに膨ぼう張ちようし、爆発するようにぱんと弾はじけた。

　そして、光と声は彼女を吞みこんでいった。




　目を開けると、槍やりを持ったアルカミレスの男が胸から血を噴ふき出しながらゆっくりと倒れるところだった。おそろしく背の高い老人がまるで壁のようにそびえ立っている。老人は冷たい目で幼い毬子を見下ろしてきた。

（ここはわたしの家……？）

　アルカミレスが家の中にいる。母が死んだ日、父が逃げ出した後──そして、家が燃える前だ。でも、こんな場面を憶おぼえていない。この時、自分は気を失っていたはずだ。

「こんなに幼い娘がいたとはな」

　毬まり子こを見下ろしながら老人は言った。そこへ一匹の白い猫がリビングへ飛びこんでくる。

　アパタスだった。今となにも変わらない。

『……グロスマン様』

「あの女は見つかったか？」

『残念ながら、アルカミレスに殺されておりました』

　あの女、というのは母のことに違いない。うずくまる毬子の目からまた新しい涙が溢あふれてくる。すると、グロスマンは忌いま々いましげに舌した打うちをした。毬子の知っている主あるじとはまったく違う顔だった。

「せっかく、戦器オニクスを与え、敵を差し向けたというのに、戦いもしなかったと言うのか……期待はずれだったな。所しよ詮せんは名無しヴアルガか」

（……敵を差し向けた？）

　毬子は耳を疑った。

　どうして今まで考えもしなかったのだろう。アルカミレスはテリオンの情報が入ったから来たと言っていた。母がテリオンだと最初に気付いたのはクランテリオンだった。戦器オニクスを母に届けたのが、全ての発ほつ端たんだったのだから。

　グロスマンがアルカミレスに母の情報を流したのだ。無む理り矢や理りにでも母に戦器オニクスを握らせるために。

『……しかし』

　アパタスは苦しげに言った。

『いささか敵の方が強すぎたかもしれません』

「あの程度の敵も倒せぬようでは、仕込む価か値ちもないな」

『……この家はどういたしますか？』

「焼いておけ。どうせ必要ない」

　突然、髪かみの毛を摑つかまれてぐいと持ち上げられる。気が付くと老人の腕に抱きかかえられていた。恐怖のあまり息も出来ない。

　老人はそのまま廊下に出て行った。

『その子をどうなさるおつもりですか？』

　わずかに咎とがめるような響ひびきがアパタスの声の中にある。

「母親の代わりだ。この年から仕込めば物になるかもしれん」

　それから、髭ひげの奥でかすかに忍しのび笑いを洩もらした。

「……薄うす汚ぎたない名無しヴアルガの子でもな」

　名無しヴアルガ、という名が繰り返されるたびに心が痛んだ。あのグロスマンの言葉とは思えなかった──なぜか、こちらの方が本ほん性しようだという気がする。

　その時、玄げん関かんの扉とびらが開いて、スーツを着た色いろ黒ぐろの男が姿を現した。走ってきたのか、肩で大きく息をしている。

「……お父とうさん」

　さっきは逃げてしまったのに。父は老人の姿に目を瞠みはった。

「そ、その子をどこへ連れていくつもりだ」

「お前に答える義務はない」

「返してくれ……俺の娘なんだ」

　父はよろよろと老人に近づいてくる。その首を老人の手が絞め上げ、空中にしっかりと固定した。

「先ほど、お前は娘を置いて逃げていったはずだな」

　と、老人は言った。

「今さら返せと言う資格はない」

「わ、分かってるさ」

　父は体をがたがた震わせながら、かすれた声で言った。

「俺には資格がないかもしれない。でも、俺は娘を取り戻したいんだ……毬まり子こ、さっきは済まなかった。父さんは……」

　毬子は老人の腕から手を伸ばして、父の顔に触れる。

「お父さん……」

　後は言葉にならなかった。父が戻ってきてくれて嬉うれしかった。泣きながら老人の顔を見上げる。

「お父さんを放してあげて」

　しばらくの間、老人はなにも言わずに彫ちよう像ぞうのように立っていた。

「所しよ詮せん、人と獣けものは相あい容いれん」

　奇き妙みように優しい声で老人は言った。それから、父の体を軽かる々がると廊下の端はしまで放り投げた。ごろごろと父の体は転がっていき、人形のように動かなくなった。

「……テリオンから完全な獣を作るには、人の部分を絶やすしかない」

　老人は振り返りもせずに扉を開けて外へ出た。

「アパタス。あの男を痕こん跡せきを残さぬよう焼き殺せ」

『しかし、それは……』

「二度言いわせるな、アパタス」

　猫がこちらを見ている。しばらくためらう風ふうだったが、やがてゆっくりと廊下の奥へ向かう。

　毬子は閉まっていく扉を老人の腕うで越ごしに呆ぼう然ぜんと見つめた──もはや声を上げることも、泣くことも出来なかった。

「お前の記き憶おくをこれから封ふう印いんする」

　老人の声が降ってくる。彼女の頭上に黒い指輪が掲げられていた。

「お前は今日からわたしの配はい下かだ、毬まり子こ」

　真っ白な光の向こうから、グロスマンが語りかけてくる。その言葉はなぜか祝福のように響ひびいた。

「お前の血も、肉も、魂たましいも、全てわたしのものだ」
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　ゆっくりと両手に焦しよう点てんが合ってきた。彼女の手にはもう金色の大剣クレイモアはなくなっていた。

　どこかからアパタスの声が聞こえる。アルカミレスたちになにか話をしているらしい。

　彼女は地面に腰を下ろしていた。座った姿勢のまま気を失っていたようだ。

（今、わたしが見たものは……）

　封印されていた過去の記憶だ。あの指輪は人間の記憶を操そう作さする戦器オニクス──それはこの十年、ずっと彼女を支配してきた。

　毬子は激しい吐はき気に身を震わせた。

『記憶を取り戻しましたか、毬子』

　アパタスが彼女に話しかけてきた。彼女は目だけを上げて、横たわっている白い猫を見つめた。今。知ったことを確かめるのが恐ろしい。しかし、もう知らなかった時には戻れなかった。

「……グロスマン様が、アルカミレスを母かあさんに差し向けたの？」

　かすれた声で毬子は言った。

「グロスマン様とアパタスが父とうさんを殺したの……？」

　アパタスは苦しげに喉のどを鳴らした。

『……グロスマン様はアルカミレスを狩かるための有能な配下を望まれていました。あなた方がた母子は……そのために見いだされたのです。あの方は非ひ道どうな行為も厭いとわない……わたしはずっとその手伝いをしてきました』

「アパタス！」

　毬子は涙を流しながら立ち上がった。よろめきながら横たわる猫の方へ近づいていく。

「お前はわたしを騙だましてきた……よくも父さんを……」

　彼女はアパタスを見下ろした。しかし、彼の瞳ひとみは開ききったまま動かなかった。もう目が見えていないらしい。

『ずっと思ってきました……いつか、この時が来るのでないかと。あなたに共にいることを誓ちかった日から』

　毬まり子こははっと立ち止まった。アパタスがそばにいることを望んだのは彼女の方だった。

　もう後あと戻もどりは出来ない、知らない方がいいこともある──彼はずっと言い続けてきた。毬子を騙だまし続けたいだけなら、あんなことを言う必要もなかった。おそらく、彼は毬子への罪の意識を抱いていた。そして、同時に真実が露ろ見けんするのを恐れてきた。

『わたしを殺しなさい、毬子……ようやく、覚かく悟ごが出来ました。いささか遅すぎましたが』

　アパタスの声に自じ嘲ちようが混ざった。

　この十年の過去がどっと蘇よみがえってきて、今にも押しつぶされそうだった──アパタスは文もん句くを言いながらいつも見守ってくれた。片時も彼女から離れたことはなかった。まるで本当の肉親のように。彼女はアパタスの傍かたわらに膝ひざを突く。そして、すがりつくようにその小さな体を抱えこんだ。

　アパタスは彼女の肉親を殺した。しかし、その彼が肉親の代わりを務めてくれた。

「お父とうさん……」

　と、毬子はつぶやいた。アパタスが殺した者のことを言っているのか、彼に呼びかけているのか、どちらなのか彼女自じ身しんにも分からなかった。

　白い猫の体が小こ刻きざみに痙けい攣れんする。死が近づいていることは誰の目にも明らかだった。

『……毬子』

　突然、アパタスははっきりとした声で言った。
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『わたしは父親ではありません……しかし、いつもあなたを』

　ふつりと言葉が途と切ぎれる。もうアパタスは息をしていなかった。

　毬まり子こは声を出して泣き始めた。

　自分が何者で、これまでなにをしてきたのか。

　これからなにを信じて、これからなにをすればいいのか。

　なにもかもが足元から崩れてしまった──。

　しかし、ただ一つ分かっていることがある。

　全ての元げん凶きようはあの老人。「城カストラ」の主あるじ──グロスマン・Ｈ・スパイリオン。




　全身を震わせて号ごう泣きゆうする毬子を、拓たく也やたちは無言で見つめていた。

　金色の戦器オニクスを抜いた毬子が気き絶ぜつしている間、拓也たちはアパタスから毬子の生い立ちを聞いていた。グロスマンが毬子から両親を奪い、彼女の人間としての生活を破壊したこと。そして、それ以来、自分の手て駒ごまとして使い続けてきたこと──。

（テリオンにも戦う理由があったんだな）

　と、拓也は思う。自分が礼れ菜なを取り戻すために戦っているように。他のテリオンたち──例えば、ルスラン・ヴォルクにもこんな風ふうに戦う理由があるのかもしれない。

　突然、毬子の泣き声が止んだ。それから、ゆっくりと手をついて立ち上がる。振り向いた顔は別人のようにやつれていた。

「おい……」

　と、拓也が言い掛けると、毬子は血の気のない唇くちびるを開いた。

「わたしはもうクランテリオンには与くみしない」

　彼女の声からはなんの感情も含まれていなかった。

「これから『城カストラ』へ戻って、グロスマンを倒す。お前たちもあそこに行きたいのでしょう？　お前たちはお前たちの目的を果たせばいい。ただ、グロスマンには絶対に手を出さないで……わたしの獲え物ものよ」

　拓也は暗い気持ちになった──結局、このテリオンは戦う以外の選択肢しを持たないらしい。復ふく讐しゆうの相手を切り替えただけだ。

「お前たちにはこれを渡しておくわ」

　突然、毬子は黒いものを拓也に投げた。反射的に受け止めると、それは金属で出来た黒い輪だった。毬子の指輪に似た形だが、あれよりもずっと大きい。

「それはアパタスがしていた首くび輪わ。『城カストラ』への道しるべになるわ。それがあれば、たとえ『城カストラ』がどこにあっても……」

「ちょっと待てよ！」

　拓也は毬子の言葉を遮さえぎった。

「なんで俺たちに協力するんだ？」

　彼女は残ざん骸がいと化したファランクスを外して、その場に捨てる。黒い金属の欠片かけらが山を作った。身み軽がるになった彼女は、自分の手足をゆっくりと動かしながら顔を歪ゆがめる。どうやら全身を痛めているらしい。

「『城カストラ』を攻める者が多い方が、わたしには都つ合ごうがいいの……それだけよ」

　ふと、彼女はなにか言いたげに拓たく也やを見つめた。

「……なんだよ？」

「友とも典のりにわたしから……いいえ、なんでもないわ」

　毬まり子こは二人に背を向けて、足を引きずりながらゆっくりと歩き出した。一いつ瞬しゆん、拓也は引き留めるべきか考えたが、なにもかける言葉はなかった。たとえ敵ではないとしても、このテリオンが味方になるわけではない。

「『どこにあっても』というのはどういうこと？」

　日ひ向な子こが毬子の背中に尋たずねた。彼女は足を止めて振り返る。

「『城カストラ』はクランテリオンの最大の拠きよ点てん……空中を漂ただよう見えない要よう塞さいよ」

　拓也は驚いた。道どう理りで今まで見つからなかったわけだ。そのようなものが存在することなど、想像もしていなかった。

「急いだ方がいいわよ。イレーナ・ヴォルクの覚かく醒せいが近いみたいだから」

「覚醒？」

　と、思わず拓也は聞き返す。彼女は足を止めずに言った。

「テリオンとしての覚醒。もしそうなったら、正しよう真しん正しよう銘めいのテリオンになるわ……多分、人間には戻れなくなるでしょうね」

　拓也の顔から血の気が引いた。




　毬子との戦いが終わってから二日が経たった。

　日向子と拓也は学校帰りの道を歩いていた。相変わらず町の中には捜査官かんの姿を多く見かける。彼らは四よツつ宮みやと古こ滝たきで起こった事件の手がかりを探し続けているらしい。日向子たちにとってはもう終わった事件だった。

　毬子の行方ゆくえは分かっていない。どうして毬子を引き留めなかったんだ、と友典は二人に怒っていた。日向子は知らなかったことだが、友典と毬子にはなにか通じ合うものがあったらしい。

（わたしはあのテリオンを赦ゆるす気になれない）

　あのテリオンが「瞑めい目もくの星せい火か」としてアルカミレスたちを狩かっていたことは、動かしがたい事実だ──もちろん、ただの人間として暮らしていた毬子の母親が、アルカミレスに殺されたことも事実だろう。

　全ぜん盛せい期きの「方舟アルカ」がどういう組織だったのか、日向子はよく知らない。しかし、日向子も自分の意志とは関係なしにアルカミレスとしての調整を受けている。そのような組織がテリオンを「狩かる」時に、人間と敵てき対たいしているかどうかいちいち配はい慮りよするとは思えなかった。

　ふと、日ひ向な子こは隣となりを歩いている拓たく也やを見上げた。彼は日向子が絶対に正しいとは言わなかったし、友とも典のりのように毬まり子こに同情的でもなかった。

「なにが正しいかなんてすぐには分かんないだろ」

　拓也は判断を急いでいない。なぜかそのことに日向子はほっとしていた。今のところ、彼の中ではっきりしている「正しいこと」は、礼れ菜なを助け出すことだけらしい。

（俺も日向子と一緒にいたい）

　あの時の言葉をもう一度きちんと確かめたいが、まだ勇気が出なかった。それでも、このところ感じていた胸のつかえが一つ取れたような気がする。

　今、彼女には別の気掛かりがあった。

「アパタスの戦器オニクスって、まだ鮫さめ石いしさんのところだよな」

　と、拓也が言った。

「ええ……使い方も一緒に少し調べてみたいって」

　拓也は目を伏せた。必死に感情を押し殺そうとしているのが分かる。礼菜の覚かく醒せいが近いという毬子の言葉が彼の心を占しめているのだろう。

　礼菜のことになると、拓也は別べつ人じんのようになる。彼女のために無む謀ぼうな行動を取ってしまうかもしれない。拓也の命を守り、礼菜を助け出すためにも、彼から絶対に離れないつもりだった。

（でも……）

　ここ数日、日向子は奇き妙みような胸むな騒さわぎを覚えていた。

　拓也と一緒にいることが、どこかで最悪の事じ態たいを招きつつある──なぜかそんな気がした。







　　　エピローグ







　ほんの少し眠っている間に、また同じ夢を見てしまう。

　拓たくちゃんの隣となりに女の人がいる。白い鎧よろいを着た女の人。久く慈じ日ひ向な子こ。

　今はなるべく、あの人のことを考えないようにしてる。

　あたしはあの人が怖い。

　拓ちゃんがまだここへ来ないのも、あの人がそばにいるせいかもしれない。

　あたしのものは全部、あの人のものになってしまうかもしれない。

　なにもかも全部、あの人のせいにしてしまいそうで、本当はそれが一番怖こわい。




　目を開けると部屋の中には誰もいなかった。

　誰かに見られていたような気け配はいだけが漂ただよっていた。

「……バレット？」

　部屋の奥の衝つい立たてに向かって彼女は声をかける。返事はなかった。

　そういえば、どこかへ出かけると言っていた──しかし、それがいつだったのか思い出せない。

　起きている時間と眠っている時間、その境さかい目めがぼやけている。

　ただ、今の状態がやがて終わること、なにかが近づいてきていることだけははっきりしていた。

（…………怖い）

　彼女はぎゅっと目を閉じる。拓ちゃん、と声をかける。彼の名を呼ぶことで正しよう気きを保っているのか、不安をかき立てているのか、最近の彼女にはよく分からない。

　もう一度目を開けると、目の前に背の高い老人が立っていた。

「え？」

　たった今まで誰もいなかったのに。白いひげの奥から、老人は穏おだやかな笑えみを浮かべて彼女を見下ろしている。彼女はなんとなく篠しの宮みや和かず男おを思い出した。

「ずいぶん恐ろしい夢を見ていたようだな、姫よ」

　その声は心地よく耳に響ひびいた。なぜか不安が心をよぎったが、すぐに溶けて消えてしまった。

「…………うん」

　彼女はうなずいた。

「最近、わたしも恐ろしい夢を見たよ」

　老人はなぜか快かい活かつな声で言った。

「手て塩しおにかけて育てた飼い犬が、鎖くさりを引きちぎる夢だった」

　一いつ瞬しゆん、笑顔の端はしから白く長い牙きばがちらりと覗のぞいた気がした──多分、それも見み間ま違ちがいだと思う。今や彼女はその声にうっとりと聞き惚ほれていた。

「わたしは恐怖を消すお守りを作るのが好きでね」

　彼女の方に顔を近づけてくる。柔らかくて冷たいひげが彼女の頰ほおをくすぐった。彼女は首を縮めて微笑ほほえんだ。

「お前も一つ欲しいかな？」

　欲しい、と彼女は答える。

「心に恐怖が生まれるのは、心のもう一つの端に喜き悦えつがあるからだ……お前の喜悦の核かくとなるもの、お前に最さい上じようの喜びをもたらす名を消してしまえば、お前は恐怖そのものと一いつ体たい化か出来る」

　そうなのかな、と彼女は思う。そうかもしれない、ともう一人の自分が答えた。うまくものを考えられなかった。

「これがお前の恐怖を消す」

　いつのまにか、目の前に黒い指輪がある。

　彼女はためらうことなく受けとった。それを指にはめながら、老人に向かって尋たずねる。

　──おじいさんは誰ですか？




　わたしの名はグロスマン。

　グロスマン・Ｈ・スパイリオン。

　今日からわたしが、お前の主あるじだ。





〈了〉









　　　あとがき







　三み上かみ延えんです。こんにちは。

　まずはこれを手に取って下さっている皆さんにお礼を申し上げます。




　あとがきを書くのはこれで十七回目です。

　十七回もそういう機会があることはとても喜ばしいことですが、そろそろ前に何を書いたのか思い出せなくなってきました。なにしろ、いつかのあとがきでは自分の出した本の冊さつ数すうも間違えたぐらいです。いつ内容がかぶってもおかしくありません。いい機会だと思って棚にあった自じ著ちよのあとがきだけをまとめて読み返してみました……が。

　ほとんど本編に関係ない雑ざつ談だんばっかりでした。

　でも、これには一いち応おう理由があって、あとがきを先に開く読者さんもいらっしゃるので、内容についてはあまり触れられないからです。いや、本当は作品についてなら書きたいことが沢たく山さんあるのですよ。決してその、雑談がしたくてたまらないわけでは……じゃあ嫌いかというと、まあ……わりと好きですが……いや、かなり……

　それはともかくとして。

　今までほとんど例外なくあとがきに書いてきたこと、これからも機会があれば出来る限り書いておきたいことが一つだけあります。

　それは謝しや辞じです。

　このことは以前も書いた気がしますけど、本というものにとても多くの人たちが関わっていることが、デビューするまで実感として分かりませんでした。著ちよ者しやが一人いるだけではこの仕事は成立しないのです。読んで下さっている方はもちろんのこと、担たん当とう編集の鳥とり居いさん、イラストの純すみさん、校こう閲えつさん、その他ほか沢山の皆さんにも感謝の気持ちを本のどこかに形にして書いておきたいのです。もちろん今回も。

　これからもよろしくお願いします。




　さて、だいたい今回で主要な登場人物は出で揃そろいました。この先は後半戦になると思います……今まで明かされなかった謎なぞも次でかなり明かされる、はずです。
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三み上かみ 延えん

１９７１年生まれ。神奈川県出身。東京都在住。昔からイベントには裏切られがちです。まともに目的を果たせたことはめったにありません。最近はそういうものだと諦めています。写真は桜島の展望台に行った時のもの。心の目で見ました。
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イラスト／純すみ 珪けい一いち

黒が大好き黒い絵師。

またまた三上氏と組んで作品を作る事になりました。

今回はいっぱい甲冑（ちょっと違う？）を描けそうなので甲冑好きな自分は気合十分で取り組んでおります。

「俺のココロに鎧が奔る！」
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